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戸惑う瞳の優美な罠







１







　今年の梅雨つゆ入りは早かったらしく、六月初めからしとしとと五月雨さみだれが降りしきり、鬱うつ陶とうしいことこのうえなかった。それでもその合間を縫ぬうように雨は止やむ。その日も一日中降るかと思われていた雨が、夕方から小こ雨さめとなり日付が変わった頃ころには止んでいた。


　ぱしゃりぱしゃりと、アスファルトにできた小さな水みず溜たまりを踏ふみながら、関せき口ぐち雅まさ也やは家路を辿たどっていた。以前であれば平気で飲み明かし、始発で仕事場へと向かっていたのだが、三み十そ路じを越こした今では体力的にきつくなっている。


　───ほんと、いつの間にか歳とし食ってたんだな……。


　雨が止んでいるとはいえ雲が多くどんよりとしている夜空を仰あおぎ、小さく息を吐はき出した。


　ダークグレーのスーツに白いシャツ、ワインレッドのネクタイを締しめ、片手にビジネスバッグを提さげていれば否いやが応おうでも会社員に見えるだろうに、雅也の長い茶ちや髪ぱつがそれを裏切っている。一応は後ろで括くくられているとはいえ、普ふ通つうであればその髪かみ型がたは社会人としての身だしなみから外れている。一部の業界でのみ許されるであろう格好だ。


　そして雅也はその一部業界で働いている、というよりも会社を経営している。


　大学卒業と同時に立ち上げたゲーム会社『ブランチライン』は今のところ順調だ。草創期はそれなりに東とう奔ほん西走していたが、コンスタントに経常利益をあげるようになって大分経たつ。


　正社員は、大学で同期でもあり一いつ緒しよに会社を立ち上げた氷ひ山やま、難なん波ば、皆みな見みに、五年前に雅也が引っ張ってきた桐きりヶが谷や、それに雅也自身を含ふくめた五人しかいない。残りはすべて契けい約やく社員だ。


　一応雅也が代表を務めてはいるが、それはまとめ役と会社の窓口になっているということだけに過ぎない。


　百八十五センチの長身だが適度についた筋肉やしなやかな動作のために、他人に圧あつ迫ぱく感を与あたえることはない。そのうえ、垂れ気味の目め尻じりや柔やわらかな口調とが人当たりの良いい印象をもたらしている。そして、何よりも浅く広い交友関係を築く如じよ才さいのなさが雅也にはあった。


　会社の経営方針は同期だった四人で話し合って決めていく。といってもそれは、氷山の意向を量るためと言っていい。『ブランチライン』は、内向的で就職も覚おぼ束つかなさそうだった氷山のために立ち上げた会社なので、雅也たちはそのことに関して特に今まで問題にしていなかったし、これから先も気にしないだろう。


『ブランチライン』の原画兼けんシナリオ担当の氷山樹いつきは、雅也にとってそれほど大切なのだ。


　わざわざ進路を揃そろえてしまうほど大事にしているのは、彼の面めん倒どうを見てくれと氷山の母である麻ま理り恵えに頼たのまれたからだ。氷山の父親と雅也の母親が兄妹きようだいで家も隣となり同どう士しであることも手伝って、幼い頃から一緒に過ごしていた。


　麻理恵がイギリス人とのハーフで、氷山自身は日本人の血が濃こい。だが、隔かく世せい遺伝なのか全体的に色素の薄うすい外見をしている。肌はだの色も白く髪や目も茶色で、一目で他国の血が混じっているとわかってしまう。


　ある程度の年ねん齢れいになればそれは個性の一つとして見られるだろうが、幼少時にはそれが元で追いかけられ、からかわれたのだ。もともとどちらかといえば内向的な性格だった樹はより一層人見知りが激しくなり、内にこもるようになった。それを心配した麻理恵が、雅也に氷山のことを頼んだのだ。


　幼いなりにも淡あわい恋こい心ごころを抱いだいていた麻理恵に頼まれた雅也は、それからずっと氷山一色の生活を送ることになった。何よりも氷山を優先させて恋人に愛あい想そを尽つかされたこともあるが、言っては悪いが彼女よりも氷山が大切なのは当然だった。


　その氷山にどうやら恋人ができたらしいとわかったのは、この間売り出した『ラブ・バランス』を制作していた頃だ。


　俯うつむきがちだった顔がしっかりと上げられ、きょときょとと落ち着きなく動いていた目が逸そらされることなく合うようになった。決まった範はん囲い内でしか出歩かなかったのが、いろいろと出かけるようになった。あまつさえ五月には旅行までしてきた。これまで氷山がした旅行は学校行事と大学の卒業旅行のみだったにもかかわらず、だ。


　氷山の狭せまい交友関係は雅也も把は握あくしている。その中から誰だれが恋人なのか探さぐるのは簡単だろう。だが、氷山が落ち着いたらきちんと話すと言っていたため、雅也は今その時を待っているのだ。ずっと自分の背中に庇かばってきた氷山が離はなれていくのは少し寂さびしい気もするが、氷山が自分で成長しようとしているのなら、大きく道を外れない限り黙だまって見守っていたいところだ。


　そのため、ここ最近雅也は一人で飲みに出かけることも多くなった。一人で飲んでいると余計に寂しさが募つのるのだが、それでも飲まないより幾いくらかはマシだ。


　今日も行きつけのバーで適当に腹ごしらえをしてそれなりに飲んだ帰りだった。自宅最も寄より駅より三つ離れた駅にあるそのバーは学生の頃から出入りしているが、氷山や難波、皆見といった一番親しい人間しか連れて行ったことのない店だ。店の隅すみ々ずみまで目が行き届くようなこぢんまりとして穏おだやかな雰ふん囲い気きが気に入っていたので、下手な人間を連れて行きその場の雰囲気を壊こわされてはたまらない。


　その店から駅までの道の途と中ちゆうで、不意に雅也は足を止めた。駅から徒歩十分と繁はん華か街がいから少し離れた所にあるバーのため、大通りから一本横へと入った路地を歩いていたところだった。


「───何だ？」


　ある意味ここにはお似合いな小こ競ぜり合いの音が響ひびいている。雅也はきょろきょろとあたりを見回し、音の発生源を探す。がたっと何かが壁かべにぶつかる音と押し殺した呻うめき声が確かに聞こえてくる。耳を澄すませば、それらしき怒ど鳴なり声すら耳に入ってくる。


「……わー、喧けん嘩かだ……」


　興味すらないような棒読みでそれだけ呟つぶやく。だが、足だけは何故なぜかその場所へと向かっていた。普ふ段だんなら他人の喧嘩など放ほうっておくし、関かかわり合いになりたくないリストの上位を占しめている。


　だから、わざわざ自分から近寄っていくこと自体、考えられないことだ。しかし、今の雅也は氷山が独り立ちしようとしていることも手伝い、寂しさばかりではなく少しばかり暇ひまを持て余していた。それまでずっと手を煩わずらわされていた子供が、急に何でも一人でし始めたような感じで、手持ち無ぶ沙さ汰ただったのだ。


　退たい屈くつさを紛まぎらわせるように、さくさくと足を進めていく。あたりをつけた路地へと近づくに連れて、はっきりとした音声が聞き取れるようになる。


「───……せっ」


「……」


「……ざけんなっ、そこへなおれっ」


　がしっと何かがぶつかる音がして、続いて盛せい大だいな悲鳴が上がった。そっと路地を窺うかがうように覗のぞき込めば、中年太りした男の胸座むなぐらを少年が摑つかみ上げていた。


　一目で彼が少年だと知れたのは、所々跳はね返っている短い黒髪と、身体からだのラインを際きわ立だたせているぴったりとしたＴシャツのせいだ。だぼっとした感じのカーゴパンツにはウォレットチェーンが垂れ下がっている。


　少年と男は同じくらいの身長のようだが、明らかに体重で負けている少年の方が気合いで勝っているらしい。男の顔が苦しげに歪ゆがんでいる。


　足あし許もとにはもう一人倒たおれ込んでいるがそちらは完全に意識がないらしく、ぴくりとも身動きしていない。スーツ姿の男たちはどう見ても四十代半ばで、アルコール臭しゆうが離れていてもわかるほど匂におってくる。


　───……酔よっぱらいの喧嘩か？　下手に関わらない方がいいんだがなあ……。


　雅也は眉まゆ根ねを寄せて目の前の出来事を見ていると、路地の奥から見るからに千鳥足をしているもう一人の男が顔を出してきた。どうやら少年に殴なぐりかかろうとしているようだが、いかんせん酔っぱらいだ。スピードに乗れていない男の攻こう撃げきに気がついた少年は身体を捻ひねり避よけようとしたが、男は泥でい酔すい状態なので目測を誤った。


「───あっ」


　誰が上げた声なのかははっきりとしないが、小さな声が上がる。


　手を振ふり上げた勢いがついたぶんどうにもならなかったのか、男は踏みとどまることができずに身体ごと少年に突つっ込んだ形になった。体勢を崩くずした少年は踏鞴たたらを踏んで持ち直そうとしたが、運悪く倒れていた男に足を取られた。派手な音がして三人がもつれ合うようにして地面に転がった。


　それでも少年の方がしっかりとしているらしく素す早ばやく立ち上がると、未いまだにもがいている男たちに向かって足を振り上げようとしている。


「そこらへんでやめておけ。それ以上はさすがにやばいだろ？」


　慌あわてて少年の腕うでを引き摑み、蹴けろうとしていた足を止めさせた。小こ柄がらな肢し体たいに似合わずしっかりと筋肉のついた上じよう腕わんをしていることに、雅也は微かすかに目を見張る。しかも目線が氷山といるときよりも少しばかり下を向いている。


「誰だ───っ!?」


　威い勢せい良く喚わめかれて、雅也の目はより一層大きく見開かれた。幼い顔立ちに似合わないしっかりと意志を主張している双そう眸ぼうが、雅也を見返しているのだ。その視線の強さに思わず雅也の口許が緩ゆるむ。


「んー、通りすがりの者だ。一応。そいつら酔っぱらい？」


「そうだよっ。勝手に人のこと女だと間ま違ちがえてケツを触さわってきやがった！」


　むっとした表情の少年が再び足を振り上げようとしたので、雅也はぐっと少年を引き寄せ男たちから気を逸そらさせようとした。


「どっからどう見ても、おまえは男だよなあ？　何で間違えたんだ？」


「だろっ？　後ろから見て背が低いのでそう思ったらしいんだよっ。ちくしょーっ。背が低いのはオレが悪いんじゃねえっつーの」


　少年は怒気をそのまま雅也に向けてきた。まっすぐに自分を見てくる視線に、雅也の目許が和なごんでいく。口調や足あし癖くせは悪そうだが、性格自体は一本気で単純───もとい素直そうだ。


「ははは。酔っぱらいだからな。視界がおかしかったんだろ」


　目の前で憤いきどおっている少年を宥なだめるように、ぽんぽんと頭を軽く叩たたく。その子供扱あつかいに隠かくすことなくむっとした表情をして少年は雅也の腕を払はらいのけた。が───。


「───っ」


　いきなり息を呑のんだかと思うと、少年はぴしりと音がしそうなほど急激に身体を強こわ張ばらせて一いつ切さいの動きを止めた。大きく目が見開かれ、口唇くちびるがわなわなと小さく震ふるえている。そのあまりの変わり様に、雅也は訝いぶかしげな顔でわずかに背を屈かがめた。


「どうした？」


「───あ……し……」


　掠かすれた声で答えた少年が視線だけを下に向け、そろそろと動き出す。左足をゆっくりと持ち上げようとしていることに気がついた。


「さっき倒れ込んだときか？」


　雅也がその場に膝ひざをつき少年の足を取ろうとしたが、後ろの方から低い呻き声が聞こえてきた。


「あー、この場じゃ無理か……。とりあえずこの場から離れるぞ。忘れもんはないな？」


　まだ痛みが響いているのか微かすかに頷うなずいただけの少年を小さな掛かけ声とともに腕に抱だき上げると、雅也は足早に路地から離れていく。


「───ひっ」


　身体が揺ゆれると足に響くのか、少年は身体を硬かたくしながらも大人しく雅也の腕の中に収まっている。背中と膝裏を支える体勢───いわゆるお姫ひめ様抱っこというやつだが、それに文句を言うような元気はないらしい。


　ある程度離れ、駅に近づいたところで雅也はようやく足を止めて、少年をビルの壁にもたれ掛かけさせるようにそっと下ろした。


「ここまで来れば追っかけては来ないだろ。で、足はどうだ？」


　踏ふん張ばりがきかないのか右足に重心をかけるようにして立っている少年の前に跪ひざまずき、雅也は慎しん重ちように手を伸のばす。靴くつとパンツの裾すそに隠れてわからないが、見た感じからして少し腫はれている。優やさしく指先で触ふれたつもりだがそれでも足に響くのか、鋭するどく息を呑んで声もなく口唇を嚙かみしめている。


「その足じゃあ帰れないか……。ったく、仕方ねーな。ほら、送ってくぞ。家はどこだ？」


　立ち上がった雅也が子供にするようにくしゃりと頭を撫なでると、少年はその手を振り払いきっと雅也を睨にらみつけてきた。


「うるせーなっ。子供じゃねーんだっ。一人でも帰れるっ」


「あのねー、子供じゃないっていうのなら、あまり手をかけさせないの。第一、どうやって歩くつもりなのかなー？」


　額をつついて小さな肢体のバランスを崩くずさせると、怪け我がをした左足で思わず踏ん張ったらしく、少年はまたもや身体を強張らせる。その学習能力の無さというか、すぐに反応を返す素直さに、雅也は頰ほおを緩ませる。


「というわけで、ちびっこの面めん倒どうはきちんと見ますよー。あ、お子さまらしくまた抱きかかえてやろうか？」


「ば───っ、冗じよう談だんじゃねえっ」


「だったら、素直に送らせなさい」


　くっと喉のどを鳴らし雅也を値ね踏ぶみするような視線を投げる少年の様子に、雅也は内心笑いを堪こらえきれないでいた。


　何くれとなく面倒を見てきた氷山は人見知りの傾けい向こうが強い。雅也の後ろに隠れ他人と顔を合わせるどころか、傍そばに寄っただけでぴくりと身体を震わせ無意識のうちに後退あとずさるほどだ。だから、目の前の少年のような反応を返されることに慣れておらず、素直な反応が妙みように面おも白しろく感じられてしまう。


「それ以上足を悪くしたら大変だよ？　今日きちんと冷やしておかないと、明日はもっとひどくなってるかもしれない。抱っこが嫌いやならタクシー拾ってくるから、ちょっと待ってろ。わかったな？」


「……いい。タクシーに乗るほどの距きよ離りじゃないし……。肩かた貸してくれればいい」


　雅也の言葉に従った方がいいと思ったのだろう。ふてくされながらもどうにか頷いた少年がぶっきらぼうに手を伸ばしてきた。その憮ぶ然ぜんとした表情に雅也は笑い出したくなるのをどうにか堪えた。


　───すっげえ、いじっぱり？　面白いなあ。


　伸ばされた腕を取り肩にのせると、捻ったらしい足を庇かばうように腰こしに腕を回した。完全に抱かかえ込むような体勢になったが、これ以外に方法はないだろう。わずかに体重をかけるだけでも痛む足になるべく負担を掛けさせないよう、ゆっくりと歩き出す。


「こんな時間に、どこか行くつもりだったのか？」


「───バイトの帰りだよ」


「バイト？」


　深夜だということもあり声を潜ひそめ、静かに言葉を交かわしていく。


「そ。バーテンしてるんだよ。だから酔っぱらいのあしらいもそれなりにできるんだよ、……いつもなら」


　どこかふてくされたような声こわ音ねにとうとう雅也は声を上げて笑い出してしまった。感情を隠そうとしない少年の反応が雅也は楽しくて仕方ないのだ。


「何だよ？　何がおかしいんだよ？」


「あー、うん。素直でかわいいなあ、と思ってねえ」


「かわいいって何だよっ!?　だいたいあんた、幾いくつなんだよっ？」


　子供をあしらうような雅也の態度に向きになるところがかわいいのだと、本人は思っていないのだろう。しかも、口では乱暴なことを言っても、雅也から身体を離はなそうとしないところが、少年が本気で怒おこっていないことを知らせている。


「んー？　ああ、自己紹しよう介かいがまだだったっけ？　関口雅也、三十歳。一応これでも社長さん」


「は？　社長？　あんたが？」


　本気で信じていないことがありありとわかる視線を投げかけてきた。普ふ通つうの会社勤めではまずありえない髪かみ型がたや、ざっくばらんな口調に『社長』という言葉の持つ堅かた苦くるしさや威い厳げんが見られないことは、雅也自身もわかっている。


「冗談じゃないって。何だったら会社見学にくる？　いつでも歓かん迎げいするよ」


「ふーん」


　にこやかに言う雅也の言葉を少年はいまいち信じていないらしく、あからさまにどうでもいいような返事しかしなかった。だが、何かを思いついたのか雅也に向かってにんまりと笑え顔がおを浮うかべた。


「あ、だったらオレのこと雇やとってくんない？　そうしたらあんたの言うこと信じるけど？」


　端はなからできやしないだろう、と決めてかかっている少年の口調に、雅也はますます笑みを深くしていく。


「バイトしてるんだろ？」


　これ以上バイトを探すつもりなのか、掛け持ちをするのか、といった意味合いを込めてそう訊たずねれば、少年は困ったように眉み間けんに皺しわを寄せてきた。


「あー、うん。バイトはつなぎなんだよ。今年の春に卒業したんだけど、……入社した会社が五月に倒とう産さんしやがった……」


　簡単に話すことではないと思っているのだろう。台詞せりふの後半はぼそぼそと口の中で呟つぶやくくらいでしかなかった。


「失業保険もらえるわけもないし、でも働かないと食えないし、でバイトしてんの。正社員の口は探してんだけど、なかなかみつからなくてさ」


　午前中はきちんと就職活動をしていること。バーテンのバイトは知り合いからの紹介で、実入りがいいことと就職が決まったら辞やめることを前提にしてあることなど、淡々と語っていく。


　───何だか、また雰ふん囲い気きが変わる子だな。


　先さき程ほどまでとは違ちがう柔やわらかな口調に、雅也は戸と惑まどった。


　突つっぱねたような乱暴な口調だったり、今のような落ち着いた口調だったり、感情の起き伏ふくが激しいところがあるらしい。どちらの場合でも、思ったことをそのまま口にするようなところはあるが、少年は基本的に真面目まじめらしいことは窺うかがえる。


「うーん、雇って欲しいなら、それなりの態度ってものがあるよな？」


「……あ？　上かみ村むら総そう、二十二歳。働き口を探してます、てこれでいいわけ？」


　からかうような口調で言った途と端たん、少年───総の態度がまた変わり、むっとしたような表情で雅也を見上げてきた。その拗すねた態度がかわいいのだと、思わず口から出てきそうになり雅也は慌あわてて視線を逸そらす。


「何だよ。できもしないことを言うんじゃねえよ。と、ここでいいよ」


　結局十五分ほど歩いたところで二階建てのどこにでもありそうなアパートに辿たどり着いた。そう古くはないが、それなりに年数が経たっているらしい。


「ここまで来たら、部屋の前まで行っても同じだろうが。ほら、部屋はどこだ？」


「うー、一階の一番奥……」


　しばらく逡しゆん巡じゆんしたのは、雅也に部屋まで教えていいのか迷ったからだろう。ほんの数十分前に会ったばかりの他人をそう簡単に信用するのは難しいはずだ。それでも迷いは一いつ瞬しゆんで、総は雅也を信用することにしたようだ。


　ひょこひょこと足を進めて扉とびらの前に行くと、ポケットから鍵かぎを取り出して、雅也から身体を離して一人で立った。体重のほとんどは怪我をしていない右足にかけているためか、総は割合平気そうな顔をしている。


　が、鍵を開けて外開きの扉を避よけようとして、わずかに左足に体重を掛かけてしまったらしい。途端に総は声にならない悲鳴を上げて傍にいた雅也に縋すがりついてきた。


「───っ」


　あまりの痛みに、じんわりと目の端はしに涙なみだをにじませている総を見て、雅也は思わず緩ゆるみそうになった口許をどうにか引き締しめる。


　───絶対にかわいいって。……八歳下だっけ？　年の離れた弟がいたらこんな感じ？


　強気な態度の合間に時折覗のぞく子供っぽい仕し種ぐさが、精せい一いつ杯ぱい背せ伸のびをして大人になろうとしている子供のように見えるのだ。面倒を見てやらなければとかまいまくっていた氷山と違い、総の場合はつつき回してその反応を見て遊んでみたいと思わせた。


「はいはい、暴れないようにね」


　未まだ声を出せない総の身体からだを抱だき上げて、雅也は部屋の中に入っていった。


　玄げん関かんに入ってすぐ左側に台所があり、右側には開け放たれた扉が見える。どうやら右手はバスルームになっているらしい。その短い廊ろう下かを抜ぬけて突き当たりに、ベッドから折り畳たたみ式のテーブルまですべて押し込めた部屋があった。


　腕うでに抱いた総をベッドに座らせる姿勢で下ろすと、靴くつを脱ぬがせる。左足は特に慎しん重ちように脱がせたつもりだったが、ぎゅっと布ふ団とんを握にぎり込んだ手で痛みがあったことを雅也に知らせている。


「湿しつ布ぷはあるのか？　なければ氷でも大だい丈じよう夫ぶだと思うんだが……」


　わずかに腫はれて熱を持っている足首に視線を向けて雅也は顔をしかめた。ざっと部屋を見回したところ必要最低限のものしかなさそうで、湿布など望むべくもない。


　手にしていた鞄かばんを隅すみに置き、上着を脱いでネクタイまで外してしまう。丁てい寧ねいに畳むと鞄と同じ所に置いてＹシャツの袖そでを捲まくり上げた。幾いく分ぶん楽な格好になり、雅也は小さく息を吐はき出した。


「冷蔵庫開けるからな」


　一口コンロと小さめの流し台という簡易キッチンの脇わきに二ドアの冷蔵庫があった。冷れい凍とう室しつを勝手にあさり、氷とビニール袋ぶくろで即そく席せきの氷ひよう囊のうを作る。それを手に部屋に戻もどっていくと面おも白しろい光景が雅也の視界に入ってきた。


　総がベッドの上に左足を上げ、自分の足首をおそるおそる観察していたのだ。触ふれたら痛いのに、恐こわいもの見たさで触さわってみたいらしく、指先をそっと伸ばしては思いとどまる総を見て、雅也は笑いを堪こらえるのに必死になる。


　───本当に子供みたいなやつだなあ。


　口にすればもの凄すごい勢いで喚わめきながら否定するだろうことがよくわかるだけに、ついついかまいたくなってしまう。


「タオルはどこ？　そのままじゃ濡ぬれちまう。と、その前に服を着き替がえないといけないか……。着替えはどこだ？」


「いいよ。自分で出すって。あんた、帰れば？」


「だが、その足じゃ歩き回れないだろうが？　ほら、着替え出すから」


　雅也が重ねて言うと、総は動かそうにも動かせない左足をじっと見つめた。自分で触れることすらできない患かん部ぶを庇かばいながら、しなければならないことをあげていくと一人では到とう底てい無理なことに気がついたのだろう。むすっと口唇くちびるを引き結び、不本意極きわまりない表情で雅也を見上げてきた。


「───タオルは風ふ呂ろ場ばの棚たなの中。パジャマはここにあるからいい」


　脱いだあとベッドに放ほうったままだったスウェットとＴシャツを、総はもぞもぞと手た繰ぐり寄せようとする。なるべく足を動かさないように上半身を捻ねじって手を伸ばしている。


　それを取るのは容易たやすいが、多分───いやきっと総は『一人でできる！』と怒り出すことが雅也にはわかっていた。なので、タオルを取りにバスルームに入り氷囊を包む。少しばかり冷たさが緩かん和わされるが、濡れてしまうよりはいいだろう。


　その出来に自分でも満足してベッドを見み遣やれば、総がまだスウェット相手に手こずっていた。どうにか指先を引っかけることはできたらしいが、途中で引っかかって手元に引き寄せることができないらしい。


　じたばたとその場で足あ搔がいている様子が、次々と変わっていく表情が、とてつもなく面白くて雅也はくすくすと笑ってしまう。


　───総と会ってから笑いっぱなしだな……。


　自覚はあるのだがそれで笑わないでいられるほど無感情な人間ではない。静かに近づいていき、作ったばかりの氷囊をいきなり総の左足首に押し当てた。


「───っ。……に、しやがるんだっ」


　突とつ然ぜんの衝しよう撃げきに一瞬にして総が動きを止め、首から上だけを動かして雅也に向き直った。目め尻じりには涙がにじんでいるような気がする。


「ほらほら、きちんと冷やしておかないと明日にはもっとひどくなっているかもよ？　ちゃんと押さえていないと」


　言葉とともに雅也は氷囊から手を離はなしたので、氷囊がずり落ちそうになる。総が慌ててそれを手で押さえるのを確かく認にんし、雅也はスウェットとＴシャツを拾い上げる。


「うーん、下はあきらめた方がいいな。無理に足首を通すことになる。脱ぐのも辛つらいんじゃないの？」


「あ？……汚よごれてるから脱ぐ……」


「仕方ないね。そっとやるしかないか。まずは右足から脱いでいくか」


　子供のように手を掛けられることに対して、総には不満があるらしくむっと口唇を嚙かみしめる。だが、自分一人ではどうすることもできないとわかってもいるらしい。眉間に皺を寄せ、気難しい表情でベルトを取りフロントホックを外した。


「はい、じゃあ腕を首に回してね」


　雅也が殊こと更さら優やさしい口調で言えば、総はぎっと睨にらみつけてくるが、渋しぶ々しぶと言われるがままに腕を雅也の首に回し腰こしを浮うかせた。首に総の体重がすべて掛かるが大した重さではない。器用にパンツだけを下ろし再びベッドに座らせると、ゆっくりと膝ひざまで脱がしていく。


　───これが女の子なら役得だって喜べるんだけどねえ。


　いくら反応が楽しくても、総は男だ。想像よりも体毛が薄うすかろうが、肌はだの色が白かろうが、肌理きめが細かかろうが、雅也にしてみれば手助けをしているという意味でしかない。


　まずは右足だけを脱がせてから、問題の左足に取りかかった。なるべく足首を労いたわるように慎重にしたつもりだが、それでもまったく患部に響ひびかないというわけではなかったらしく、総は時折息を詰つめたり、ぎゅっと目を瞑つむったりと、痛みを堪こらえていた。


「はい、終しゆう了りよう。これは洗せん濯たく機きに入れておけばいいの？」


「……そう。あ、これもついでに入れておいて」


　ようやく脱がすことのできたパンツを片手に立ち上がった雅也に、総は着ていたシャツを思い切りよく脱いで手て渡わたした。トランクス一枚でベッドに座っているが、そのことに関して恥はずかしいと思っていないらしい総に、雅也は苦く笑しようする。


　確かに同性同士で羞しゆう恥ち心しんを持つ方が反対に気恥ずかしいと思うだろうが、会ったばかりの他人という項こう目もくがすっぽりと抜け落ちている気がする。


　もぞもぞとＴシャツを着だした総に背を向けて、手にしたモノを洗濯機に放り込んで、声を掛けた。


「何かいるモノがあったら言ってくれ。いまのうちに用意しておくぞ」


　歩き回ることもできない総が動かなくてもすむように、手が届く範はん囲い内にモノを置いておく方が賢かしこいと思ったのだ。すると、雅也の言葉にしばらく考えたあと、総は次々と欲しいモノを挙げていく。


「あー、じゃあ、飲み物取ってくれる？　冷蔵庫の中にペットボトルが入っているし。あと、テレビのリモコン。それから、そこらへんの雑誌を適当に」


「わー、何か急に人使いが荒あらくなってないか？」


「もうここまできたら、気を遣つかうのも馬ば鹿からしくなっただけ。て、関口、終電はいいのか？」


　総の望んだモノを集めていた雅也に、今更のように総が訊きいてきた。時計の針は既すでに午前一時を回っている。


「んー？　大丈夫。こっからなら、タクシーでもそうかかんないし」


「マジかよ。関口のとこ、近いの？」


「三駅ばかり離れたとこだよ。───というか、俺の方が目上だって。関口『さん』だろ？」


「そんなことより、タクシーで帰るって金かかるだろうが」


「大丈夫だって。ほんと大した額じゃないよ」


　ベッドの傍そばにわざわざ引き寄せたローテーブルの上に、雅也は総が望んだモノを並べた。パンツを脱ぬいだときに外した小物の類たぐいもそこに置いてある。


「明日は早いのか？」


「そうでもない、かなあ」


「じゃあ、泊とまっていけよ。あいにくと寝ねるとこはベッドしかないうえに、オレと一いつ緒しよだけど。明日の朝、早めに出て家に戻ればいいだろ？」


　言葉を重ねて自分に泊まるよう勧すすめてくる総に、雅也は苦笑を禁じ得ない。普ふ通つうであれば会ったばかりの他人を簡単に泊めるのは誉ほめられたことじゃない。それなのに、自分に関かかわって終電を逃のがしてしまったことを総は気に病やんで、雅也を泊めようと必死になっているのだ。


　───やっぱり真面目まじめな子だよな。どうすっかなあ。


　実際、総に言ったようにタクシー代は大した額にもならない。このまま帰った方が後のち々のち面めん倒どうなことにならないだろう。だが、ここで帰ってしまえば総はきちんと礼をするまで気に掛かけていそうで、それはそれで総の精神衛生上よろしくないことだろう。


　溜ため息一つ分で雅也は決断した。


「わかった。泊まっていくよ。ただ、ベッドは悪いからタオルケットを貸してくれたら床ゆかでいいよ」


「床だと身体からだが痛くなるって。シングルだけど、寝られなくはないだろ？」


「だーめ。総が足に怪け我がしたんだから、ちゃんと休めないと。てか、あんまりぐだぐだ言ってると帰るぞ？」


「う……っ」


　脅おどしにもならないような脅しを雅也が口にすれば、総は言葉につまって悔くやしそうに口唇を嚙んだ。その感情も露あらわな総に笑い出したくなるのを雅也はどうにか我が慢まんする。


「というわけで、何か着るモノを貸してくれ。さすがにスーツのまま寝たくはないからな」


「あ……。うん、洗濯してあるやつがそこの中に入ってる！」


　雅也が完全に泊まり態勢に入ることを示すと、総は喜んでクローゼットを指している。その仕し種ぐさが尻尾しつぽを振ふって喜んでいる子犬のように見えて、雅也はとうとう堪えきれなくなった。


　唐とう突とつに笑い出した雅也に最初は啞あ然ぜんとした総だが段々と眉み間けんに皺しわを刻んでいき、とうとう手近にあった枕まくらを雅也に向かって投げつけた。


「何がおかしいんだよっ!?」


「……っ。……い、や……っ。あー……、うん、ごめ……んっ」


「黙だまりやがれっ」


　他ほかに投げるモノがないかきょろきょろと頭を振り回している総の様子が、また雅也の笑いを誘さそう。だが、ますますいきり立つ総に、どうにか雅也は笑いを収めていく。


「あー、悪かった、悪かったって。……んー、本当に職種を選ばないってんなら、ウチにくるか？　まあ、そこそこの給料だけど、一応ボーナスも出るぞ？」


　険しい表情で自分を見ている総に提案すると、むっとした表情のまま雅也を睨みつける。からかわれていると思っているようだが、雅也は本気だった。手早く着き替がえながら話をどうもっていくか、素す早ばやく考えていく。


　───皆見とキリが事務要員をもう一人欲しいって言ってたしなあ。バイトでもいいかと思ってたけど、まあ、正社員でも問題ないし。ネックは総自身か……。


　にっこりと笑って再度勧かん誘ゆうすると、からかっているのではないことをどうにか納なつ得とくしたようだ。それでも、疑わしそうな表情は残っている。あまりにもらしくない格好と態度に、雅也の言うことをいまいち信用できないのだろう。


「じゃあさ、明日、一緒に会社に行くか？」


「……そうする。返事はそれからでもいいだろ？」


「もちろん。そうとなったら、さっさと寝るか。足は何かで固定して一晩冷やせば大分違ちがうと思うんだが……」


　氷が溶とけて水になったのを見て、雅也は着替えたあと新しく作り直した氷ひよう囊のうをきっちりとタオルで固定する。冷やしたことで痛みが薄れたらしく、触さわっても大おお袈げ裟さなほど反応しなくなった総に少しばかり落らく胆たんしながらも、雅也は手だけは動かしていた。


「明日になってもまだ痛むようなら病院に行ってからだな……。ま、あれもこれも全部明日ってことで、もう寝るぞ」


「うん。───ありがと。……おやすみなさいっ」


　部屋の電気に手を掛けた雅也が振り返る暇ひまもなく、小さく礼を言った総に自然と口くち許もとが緩ゆるんでしまう。気が強いだけかと思えば、変なところで素直だったり、妙みようなところで意地を張ってみたり、雅也にしてみれば総はかまって面おも白しろい人間だとしか言いようがない。


　小さい頃ころから面倒を見てきた氷山とはまた別の意味で面倒を見てみたい気にさせるのだ。


　完全に丈たけの足りないスウェットと身体にぴったりと張り付いたＴシャツで、少しばかりきつくて寝苦しいと思うのに、どういうわけか雅也の気持ちは楽しくて仕方なかった。











　寝返りを打とうとして身体を捻ひねったがどうもうまくいかなくて、総はぽっかりと目を覚ました。まだ眠ねむたさの残るぼんやりとした視界に映るのは見慣れた自分の部屋なのに、何か違い和わ感を抱いだいて、総はゆっくりと身体を起こす。


　ちゃぷんという水音がするのでそちらに目を遣やれば、タオルでぐるぐる巻きにされた足首がある。どうしてそんなことになっているのかわからず、総は軽く足首を回してみると微かすかな痛みがある。


「───……あー、そういや夕べ……」


　がしがしと頭を搔かきながら昨夜の出来事を思い出した。部屋の隅すみにはまだ雅也の鞄かばんがあり、昨日貸したはずのスウェットとＴシャツがきちんと畳たたまれて置かれている。


「関口、まだいるのか……。おーい」


　足首を固めているタオルを解ほどいて慎しん重ちようにベッドから立ち上がる。左足に体重を掛けるとまだ痛みはあるが、歩けないほどではない。かなり不格好だが一人で歩けるだけでも御おんの字だろう。ここにいなければ台所か風ふ呂ろ場ばしかない。水音が聞こえるから台所に間違いないだろう。


「関口？」


「あー、ちょっと待ってろ。冷蔵庫の中、ろくなモンなかったから大したモノ作れなかったぞ」


　皿にオムレツとトーストを載のせて雅也が出てきたが、それだけでなかったらしくすぐにまた台所に戻もどると再び皿を持って遣ってくる。


「ほら、とりあえず食べろ。午後にミーティングがあるから、あんまりゆっくりとはできないんだ。行く前に薬局にも寄らないといけないし」


「───昨日の話、本気なの？」


「あ？　正社員のこと？　本気、本気。事務職だけどかまわないか？」


「いや、うん。それはいいけど……。マジ？」


　昨晩から何やら話がいろいろと飛び過ぎてうまく頭の中で処理しきれないでいる。戸と惑まどって雅也を見つめていると、にんまりと笑え顔がおを浮うかべ頷うなずいて着席を促うながされた。一人で使うことしか考えていないテーブルなので、二人で向かい合って食べるには狭せまい。だが、ここしか場所がないのだ。


「では、いただきます」


　膝ひざをつき合わせるような近さに、少しおののきながらも総はきちんと挨あい拶さつをした。オムレツがついている分、いつもよりも豪ごう勢せいな朝食に箸はしをつける。


「まあ、味はこんなもんだろ？　それと服は私服でかまわないし」


「スーツじゃなくていいのか？」


「そんなにかしこまった会社じゃないしね」


「ふーん」


　それなりに腹も空すいていたらしく、あっという間に空になった皿を前に食後の挨拶をしていると、雅也が皿を重ねて立ち上がった。それを見て、総が制止の言葉を掛ける。


「あ、後かたづけはオレがやるし」


「いいよ、少ないし。朝食は勝手にシャワーを借りたお礼だってことでいいだろ？　それよか、シャワーを浴びて着替えろ」


　怪我さえしていなければ後ろから奪うばい取ることもできただろうが、無理なのはわかりきっている。総はむっと口唇くちびるを引き結んだまま雅也を睨にらみつけると、苦く笑しようした雅也がくしゃりと髪かみを撫なでてきた。


「───っ。何だよっ、子供扱あつかいするんじゃねえっ」


　ばっと雅也の手を振り払はらい乱暴な手つきで着替えを取り出すと、なるべく足に負担を掛かけないようにしながらバスルームに入っていった。


　───何だってんだっ、あいつはっ。てめえの背が高いからっていい気になりやがってっ。


　ぐずる子供を宥なだめるように頭を撫でられたことが気に食わない。昨晩からこっち、面めん倒どうばかり掛けていることに自覚はある。だが、まるで手の掛かる子供をあやしているような雅也の対応にも問題はあるのだと、総は無理矢理結論づけた。


　頭からシャワーを被かぶり大おお雑ざつ把ぱに髪や身体からだを洗って素早く上がるのは、これ以上雅也の手を焼かせたくなかったからだ。ばさばさとタオルで頭を拭ふきながら出ていけば、幾いく分ぶん皺しわの寄ったスーツをしっかりと着た雅也がローテーブルで書類に目を通していた。


「お、上がったか？　ちゃんと髪を乾かわかせよ」


「わかってるって。いちいちうるさいな」


　先さき程ほど、どうにかこうにか押し込めたはずなのに、また子供のように注意され、むっとして乱暴な口調で返す。


「あー、すまない。まあ、癖くせみたいなもんだと思ってあきらめてくれ」


「何だよ、それ」


　雅也自身が呆あきれたようにもらしたので、総はわけがわからずますます不ふ機き嫌げんに眉まゆ根ねを寄せた。だが、雅也がそれ以上何も言う気はなさそうなのを見て取ると、ふんっと鼻息を荒あらくして総は脱だつ衣い所じよへと戻っていく。


　───くそっ、関口のやつ、全然相手にしないじゃないかっ。そりゃ、こっちは若造かもしんないけどさっ。頭くるな。


　ドライヤーの立てる荒々しい風音が余計総を苛いら立だたせる。ばさばさになった髪にとりあえずブラシを入れるため鏡を覗のぞいた。髪質が硬かたいので、いくら梳とかしつけてもいつの間にか毛先が跳はね上がってしまうため、髪型を気にするのは一日一回、朝だけとしている。髪を切るときもできるだけ毛先の跳ねが目立たないようにとお願いしているが、どうしても一、二箇か所しよは跳ねてしまうのだ。


「わー。『会社なめてんの？』って感じだよな……」


　襟えりぐりが大きく開いた白いＴシャツにはペンキを刷毛はけで塗ぬったような緑色の掠かすれた柄がらが大きく入っている。その上に羽織った長なが袖そでのシャツは肩かたから裾すそに向かう黒いグラデーションだ。ボトムはシンプルなジーンズだが、どう見ても働きにいく格好ではないだろう。


　棚たなからぼた餅もち状態の職なので、現実味が薄うすいというか騙だまされているのではないかとか、ふっと頭をよぎる。どんな会社かもわからないことが拍はく車しやを掛けているのかもしれない。


「ま、関口は何も言わなかったしな」


　それだけで自分を納なつ得とくさせ再び部屋に戻れば、書類を片づけてすぐに出られる状態の雅也がローテーブルでコーヒーを飲んでいた。自分にとってはほどよい大きさのテーブルが、雅也には窮きゆう屈くつそうでそれがまたむかつく。


「これでいいだろ？　持ってくもんは何かある？」


「特に必要ない、かなあ。ま、詳くわしいことはあとで説明させるし。さ、行こうか」


　その言葉に促されて、総はポケットに財さい布ふと携けい帯たいを突つっ込んだだけで玄げん関かんへと歩いていく。少しばかり歩き方はおかしいかもしれないが、雅也は手を出さずにただ黙だまって歩調を合わせてくれる。


　それが何となく嬉うれしくて緩んでしまいそうになる頰ほおを、むっと口唇を嚙かみしめることで我が慢まんしたことは、雅也には絶対知られたくないことだった。




２







　雅也に連れられてやってきたのは、乗り換かえ一回を含ふくんで四十五分ほど電車に揺ゆられた先のオフィス街から横道に逸それた雑居ビルだった。七階建てでエレベーターもついている。その五階に辿たどり着いたとき、総は小さく息を吐はいた。


　途と中ちゆうで見つけた薬局で湿しつ布ぷと包帯を買ったものの、手当てはしていないので痛みが少しずつ強くなってきているのだ。それを雅也に悟さとらせないようにしていたが、段々と無口になっていったため気がつかれたらしい。それとなく歩調を遅おそくされ、ふっと手が伸のばされることでそれを知った。そのことで余計に総は不機嫌になっているのだ。


　エレベーターを降りて右手に進んだところで一つのドアを見つけた。あたりを見てもそこにしか出入り口がないので、そこが雅也の会社なのだろう。実際、雅也は躊躇ためらうことなくそのドアを開けた。


「おはよう。あれ、皆見だけ？　キリは？」


「おそよう。ちょっとお使いを頼たのんだのよ」


　ドアを押さえて総が入るのを待っているのを見て、慌あわてて中に入る。そこは普ふ通つうの事務所だった。灰色をした事務机が六つくっつけられて大きな島が作られており、その上にはパソコンや書類が散乱している。


　そのパソコンの一つに向き合っていた女性がこちらに視線を投げてきた。


　オレンジに近いような茶ちや髪ぱつをゆるやかなアップにしている。きっちりとメイクされた顔に少しきつさは残るが綺き麗れいといっても差さし支つかえないだろう。身体のラインを露あらわにしているクリーム色のニットは肩口でたわむようなドレープを作っている。下は生憎あいにくと机の下に隠かくれていて総には見えないが、細身のジーンズですっきりとした下か肢しを覆おおっていた。


「彼女が皆見。で、手が欲しいって言ってただろ？　こいつで賄まかなえない？」


　視線が合った総がぺこりと頭を下げれば、皆見は器用に片かた眉まゆを上げただけで反論も何もせずに、指先で総を呼びつけた。それに応じて中に入っていいのかどうか逡しゆん巡じゆんし、雅也と皆見の間で視線を往復させる。


「あー、うん。詳しいことは皆見に聞け。正社員のつもりだからそれ用の契けい約やく書しよを用意しろ」


「了りよう解かい。ほら、こっちにいらっしゃいって。それから、午後の資料は机の上にまとめてあるから目を通しておいてね、セキ」


「あ？　増えたのか？」


「そ。新しく入ったプログラマーの子が張り切ってくれちゃって」


　何かを含んだ物言いで皆見は肩を竦すくめてみせると、雅也はそれだけでわかったみたいで小さく嘆たん息そくした。それでも総を促して中に入ると、皆見の傍そばに椅い子すを引き寄せてそこに座らせてしまう。


「紹しよう介かいだったからなあ……。まあ試用期間中は仕方ないな……」


「今度、お酒奢おごりなさいよ？」


「へいへい。じゃあ、総はそこの椅子に座って皆見の説明を聞け。その間に足の手当てしとくから」


　皆見との話を終えたらしい雅也は、その場に跪ひざまずき総のパンツの裾を勝手に捲まくり上げて靴くつまで脱ぬがせ始めた。瞬しゆん時じに何をされているのか理解できず、反応が遅おくれた。


「いいって、関口っ。あとで自分でするって言っただろっ」


「大人しくしてろ。ほんとは買ってすぐに冷やしたかったのを、おまえが止めるから今まで待ったんだぞ？　これ以上待ってられるか」


「関口っ」


　無理に足を引き抜ぬこうとすれば余計に左足首を痛めるし、かといって雇こ用よう人にんがいる前で社長らしい雅也の頭を殴なぐるのは気が引ける。総は困こん惑わくしたような、泣き出しそうな微び妙みような表情を皆見に向けるが、彼女は面おも白しろそうに口唇の端はしを上げただけだ。


「放ほうっておきなさいな。好きでやってることなんだから。とりあえず、名前と年ねん齢れい、連れん絡らく先を教えてくれるかしら？」


「あ、はい───」


　訊きかれるがままに、名前や連絡先、出身大学など細こま々ごまとしたことを答えていく。その間も足あし許もとにいる雅也のことが気になって仕方がない。


「一応、履り歴れき書しよと給きゆう与よ振ふり込こみ先の口座番号でしょ、あとは会社に置いておくための認め印は明日にでも持ってきてくれる？　まあ、多少なら遅れても大だい丈じよう夫ぶだけど」


「わかりました」


　視線が下に落ちそうになるのをどうにか堪こらえて、言われたことを忘れないよう記き憶おくしていると、持ってくるモノを書かれた小さなメモを渡わたされる。はっきりと礼を言って財布にしまっていると、手当てが終わったのか雅也が立ち上がった。


「これで大丈夫だろ。昼過ぎに一度湿布は替かえような。じゃあ、仕事してくるわ」


「昼は一いつ緒しよでいいのね？」


「おう」


　ひらひらと片手を振ふって奥の部屋に消えていく雅也に皆見が訊たずねれば、首しゆ肯こうして扉とびらの向こうに消えた。すると途と端たんに、皆見はにんまりとした面白そうな笑え顔がおを浮うかべたため、それを見た総は何故なぜだか身体からだを強こわ張ばらせる。


「どういう経けい緯いでここに来ることになったのか、訊いてもいいかしら？」


「あー」


　自分でもこういう展開になったことがおかしいと思っている一人なので、昨夜からの出来事を端たん的てきに説明した。総の説明を聞き終えた皆見は、呆れた表情を隠すこともせずに深く息を吐き出した。


「まったく、セキらしいといえばセキらしいわねえ。───氷山に手が掛かからなくなったぶん、見境がなくなったとも言えるのかしら……？」


　後半部分はぼそぼそと呟つぶやく感じで無意識のうちに漏もらしたのだろうが、総の耳には届いた。だが、それに触ふれることなく、皆見が話題を変えてしまう。


「じゃあ、ここが何の会社かも知らないのね？」


「不本意ながら」


「ま、簡単に説明するわね」


　そう言われ皆見に総が勤めることになった会社───『ブランチライン』について聞かされた。ゲームソフトを作る会社であること、正社員は総を入れても六人で、残りは契約社員のプログラマーのみであること。それから、総でさえもその名前を知っている『ラブ・バランス』を作った会社であること。


「───マジですか？」


「ふふふ。本当よ。あと気をつけることは、氷山樹についてかしら。シナリオや原画なんかはすべて彼がやっているのよ。で、氷山が仕事に夢中になると寝しん食しよくを忘れてしまうの」


　溜ため息をついて眉まゆ根ねを寄せた皆見が片手を返して、呆あきれた様子を見せている。


「それで何度か入院したこともあって。勿もち論ろん、その間は完全に仕事はストップ。だから、氷山の様子には目を配ってちょうだい」


「わかりました」


「それから、プログラマーの顔は覚えておくこと。契約自体は一年ごとの更こう新しんなんだけど、ほとんど辞やめる人がいないのよ。入れ替かわりが少ないから……。今年は一人増えたけど、ね」


　口許が緩ゆるやかな曲線を描えがいて笑顔を浮かべた皆見だが、総にはその笑顔が別の意味を含んでいるように思えて仕方なく、ひきつった笑顔を返した。


「じゃあ、これに目を通してもらおうかしら。それと一緒に電話番もお願いね」


　そういって渡されたのは会社案内と連絡先一覧。そして示されたのは入り口に近い机で、総の『ブランチライン』での最初の仕事は、電話番とこれから自分用となる机の片付けだった。


　何本かの電話を取り机を綺麗にしたところで、すぐに昼休みになった。特に時間は決まっていないらしく、区切りのいいところで昼休みになるらしい。プログラム室から何人か出入りしたのでそれがわかった。


　その度たびにいちいち挨あい拶さつをするのは面めん倒どうくさかったが、致いたし方ない。今のところ契約社員が一堂に会するような大きな仕事が入ってないので、少しずつ顔を見せていくしかないのだそうだ。


「お昼でしょ？　上村はちょっと待ってて。キリがそろそろ帰ってくるの。お昼の買い物も頼んであるから、一緒に食べましょ。お茶を淹いれてくるわ」


「ありがとうございます」


　本来なら総が淹れるのがいいのだろうが、足のことを持ち出されては大人しく座っているしかないだろう。玄げん関かん横のキッチンへと消えていく皆見の後ろ姿を見み遣やり、総は小さく溜め息をついた。


　───慣れるのか、オレは……。


　気き兼がねなく話しかけてくる皆見だが、確実に総より年上でどう応じたらいいのか考えてしまう。そんなことをふっと考えていたため、後ろから掛けられた声に必要以上に驚おどろいた。慌あわてて椅子ごと後ろを振り返れば、プログラム室から青年が出てきたらしい。


「───何をしているのかな？」


「ええと、初めまして。ここで働くことになった上村総です」


「ああ、事務員が欲しいとか皆見さんが言ってたっけ……。僕は佐さ藤とう。プログラムメインだ」


　どこか芝しば居いがかったような仕し種ぐさで挨拶をすませると、しげしげと観察される。その視線が妙みようで眉み間けんに皺しわを寄せ、反対に見返す。


　身長は総よりもわずかに高いくらいだろうか。中肉中背といっていいような標準体型で、染めていない黒い髪かみを軽く後ろに流している。どこにでもいるような平へい凡ぼんな人間にしか見えない。年は佐藤の方が二つ三つ上だろうか。


「ああ、ごめん。バイトとはいえ、プログラム以外で人が入るのが珍めずらしくて」


「あー、バイトじゃなくて正社員なんです、一応」


　馬ば鹿かにしたような笑いを見せた佐藤の言葉を、総が『こんななりでもな』と内心では舌を出しながら訂てい正せいする。しかし、総が答えた途端に、佐藤の雰ふん囲い気きが一変した。


「正社員？───どういうことだ？」


「は？」


　詰きつ問もんするような口調で、佐藤は総を冷ややかに見下ろす。その視線の鋭するどさは総に不快感をもたらしたため総も負けずに睨にらみ返せば、佐藤はわずかに怯ひるんだのか肩かたを引いた。だが、それでも気になるらしく、頰ほおを引きつらせながらも総を執しつ拗ように睨んでいる。


「だから、どうしてあなたなんかが正社員になれたのかと訊いているんだ」


　わざわざ『なんか』という箇か所しよを強調して言う佐藤に、とうとう総も我が慢まんしきれなくなった。


「───知るかよっ。関口が決めたんだ、理由なら関口に訊けよっ」


　そう怒ど鳴なると足の怪け我がも忘れ椅い子すから立ち上がり佐藤へ向かって一歩踏ふみ出す。今にも摑つかみかからんばかりの二人の間に、皆見の声が落ちた。


「何しているの？　あら、佐藤はこれからお昼？」


「───そうです。お先に失礼いたします」


　紅茶を載のせたトレイを持った皆見が近寄ってくるのに合わせて、両者の間に距きよ離りができる。ことりと、小さな音を立ててトレイが机に置かれるのと、佐藤が会え釈しやくしてその場から離はなれていくのはほぼ同時だった。


　外へと通じる扉の閉まる音がやけに響ひびいて聞こえたのは総の気のせいだろうか。妙に居い心地ごこちが悪くなり視線を揺ゆらしていると、皆見が大きく溜め息をつくのがわかった。慌てて総が視線を上げると、皆見は呆れたように小さく笑っている。


「気にしなくていいわ。なんとなく話が聞こえていたから。……佐藤は正社員になりたくて仕方がないの。だから、総に絡からんだんだと思う。慣れるまでは何かとうるさいかもしれないけど、しつこいようだったらセキに言いなさい」


「どうして関口なんです？」


「心しん酔すいしているそうよ。まったく、あんなののどこがいいんだか……」


「わー、趣しゆ味みわるー」


　思わずぼそりと呟いた一言が皆見の耳にも入ったらしく、くすくすと面おも白しろそうに笑っている声が聞こえ、総は慌てて口を押さえたがそんなことをしても一度口にした言葉がなかったことになるわけではない。


　───まっずー、関口って呼び捨てにしちゃったしっ、悪口言っちゃったしっ、最悪っ。


　ちろっと上うわ目め遣づかいに皆見を見上げれば、彼女は気にした様子もなく肩を竦すくめ、自分の椅子に腰こしを下ろした。


「仲間内では好きなように呼べばいいと思うけど、対外的には気をつけて？　注意することはそれくらい。あと、私的には上村の意見に賛成よ」


　視線の先で皆見がにんまりと笑っているのを見て、総も堪こらえきれなくなりにんまりと笑い返した。


　───皆見さんとはウマが合いそう。佐藤のことは忘れるのが一番ってな。


『ブランチライン』に足を踏み入れてまだ数時間しか経たっていないが、これから先もそれなりにうまくいきそうな予感に、総は嬉うれしくなっていた。











　昼間、佐藤に絡まれた以外特に気になることもなく退社時間を迎むかえた。そしていきなり総の歓かん迎げい会かいをすると雅也が宣言したのだ。


　総としてはさっさと家に帰りゆっくりしたかったのだが、雅也に左ひだり腕うでを、皆見に右腕を取られてしまえばもう観念するしかない。半ば引きずられるような感じで連れて行かれたのは駅の傍そばにあるダイニングバーだ。


　地下への階段を下りて両りよう脇わきをグリーンで飾かざられた廊ろう下かを進んだ先に、観音開きのオーク材でできた扉とびらが一つだけあった。目立つ看板もなく、口コミだけで客層を広げたらしいその店は落ち着いた雰囲気の中にも賑にぎやかさが同居している不思議な空間を持っている。


　扉をくぐりレジの脇を抜ぬけてすぐにある個室へと総勢十名という大所帯が入り込んだ。


　個室の奥に総を挟はさむ形で右に皆見が、左には雅也が座り込む。そこでテーブルの角になり、プログラマーの中で唯ゆい一いつの正社員である難波が雅也の隣となりを埋うめ、皆見と角を挟んだ隣には桐ヶ谷が座っている。残りは挨拶を交かわしたプログラマー四名とあまりいい印象を持てないでいる佐藤で、彼は入り口の傍に座った。


　メニューはどこだと探す間もなく飲み物と食べ物が次々と運ばれてきて、瞬またたく間にテーブルの上を占せん拠きよしていく。その手て際ぎわの良さもさることながら、その量に総は啞あ然ぜんとする。


　何せ、目の前にはピッチャーに入ったビールが三杯ばい、ワインの瓶びんが二本、冷酒の入った徳とつく利りが三本。食べ物ははっきりと二種類に分かれた状態で、腹に溜たまる食事系と酒の肴さかな系。


　───なんで、テーブルのこっち側にはつまみっぽいものしかなくて、向こう側にはご飯系が多いのかなー。


　総が思わず遠い目を向けてしまっても仕方ないのかもしれない。当然の如ごとく、アルコールの三分の二はあきらかにテーブルのこちら側に集中しているのだ。総自身、普ふ通つう程度にしか飲めない。今目の前にあるアルコールを摂せつ取しゆするのは誰だれなのかと考えると恐こわい気もする。


「さて、グラス持ったかあ？　では、上村総の入社を歓迎して、かんぱーいっ」


「かんぱーいっ」


　かちんとグラスの当たる硬こう質しつな音があたりに響き渡わたり、すぐさま杯さかずきが干されるのを見て総は目を見開いた。どうやら自分の周りを取り囲んだのは酒しゆ豪ごうの集団だったらしい。雅也、皆見、難波、桐ヶ谷の四人であの量を消費することを悟さとり、総はわずかに頰を引きつらせた。


「何だ？　総は飲まないのか？」


　ちびちびとしか減らない総のグラスに、眉まゆ根ねを寄せた雅也が訊きいてくるのがいい証しよう拠こだ。


「───そんなにぱかぱか飲めるか。それよか飯が食いたいのっ」


　総としては酒よりもご飯だと叫さけびたいところだが、いかんせん皿が遠すぎる。テーブルの上に乱立する酒を避よけて、吸すい殻がらが積まれている灰皿を避けて、それでようやく料理が盛られた皿が見えてくるのだ。


「ああ、ちょっと待ってろ。難波、適当に取り分けてくれる？」


「───上村は、食べられないモノはあるか？」


「えっ、いいえ、ないですっ」


　急に難波の視線がこちらを捉とらえたため、総の身体からだが思わずびくついた。


　難波は、雅也と変わらない身長みたいだが体格は華きや奢しやで、全体的にインドア派のイメージがつきまとっている。ジーンズに洗いざらしのコットンシャツを着て、伸のび過ぎたためか額に落ちてくる前髪をしきりに搔かき上げている仕種がよく目につく。


　取り皿三枚分に取り分けられた料理が、雅也の手を経由して総の前に並べられる。『ありがとうございます』と難波に向かって礼を言うと箸はしをつけ始めた。


「あ、おいし……」


「だろ？　ここは料理も酒も上手うまくてねえ。デザートもいいんだぞ」


　ぽつりともらした総の一言に、難波と話していたはずの雅也がしっかりと反応した。そのことにちょっと驚いて目を瞬しばたたくが、とりあえずは頷うなずいておく。すると雅也はにっこりと笑い、取り皿に新しい料理を取り分けてくる。


　───こんなに食べられないっつーの。まったく何だってんだ。


　一応受け取りはしたものの、総は内心でぶつぶつと呟つぶやく。立ち上がることも手を伸ばすこともなく目の前にサーブされる料理とアルコールはいい気分にさせてくれるが、あれこれと世話を焼かれすぎのような気がしてならない。


「自分でできるのにな……。何考えてんだろ」


　テーブルの真ん中に置かれていた醬しよう油ゆを取ろうと手を伸ばしたのに、それを察した雅也が先に引き寄せて総の目の前に置いたときはさすがに呆あきれて溜め息をもらしてしまった。それに肝かん心じんの雅也は気がつかず、反対隣の皆見が気づいて苦く笑しようしている。


「元々、セキは面めん倒どう見がいいから……。まああきらめなさいな」


「面倒見がいいにもほどがありますよ。オレは子供かってんだ」


　皆見の言葉に思わず毒突づいた総に、桐ヶ谷が笑いながら口を挟んできた。


「ふふふ。子供のような強きよう烈れつな人がいたんですけどねえ、ここ最近成長したみたいで……」


　淡あわいピンクの口紅で彩いろどられた口唇くちびるがくすくすと面白そうに緩ゆるめられており、皆見と一いつ緒しよになってこの事態を楽しんでいる様子がよくわかる。腰まで伸びた綺き麗れいな黒くろ髪かみは身動く度たびにさらさらと音を立てて流れているし、身体のラインを露あらわにするかのようなぴったりとしたトップスはダークグレーのタートルネックだ。


　桐ヶ谷の物もの腰ごしが柔やわらかなためか、年よりも落ち着いた雰ふん囲い気きを醸かもし出しているので、総にしてみれば少しばかり自分の落ち着きのなさを眼前に突つきつけられた気分になってしまう。ちろりと上目遣いでこの集団の中でたった二人の女性陣じんを見み遣やる。


「ま、それで手の空いた分、上村にかまい倒たおしているのよ。素す直なおにあきらめなさいって」


「うーっ。オレはっ、自分の面めん倒どうくらい自分で見られるっ」


　既すでに何本目かわからない煙草たばこを口に銜くわえた皆見が、艶あでやかな笑え顔がおですっぱりと言い切ったので、総は思わず怒ど鳴なり返したが彼女はどこ吹ふく風でまるっきり相手にしていない。そのことが無む性しように悔くやしくなり、勢いだけでグラスを傾かたむける。


「あら、いい飲みっぷり」


　語ご尾びが跳はね上がった口調で皆見が空になったグラスに新しい酒を注つぎ込む。それをまた総は中身を確かめもせずに飲み干したところ、思い切り噎むせ返った。


「な……っ」


「あら、日本酒飲めなかったの？」


　咳せき込んでいる総の隣で皆見がけろりとした顔で言い放つ。その脇では桐ヶ谷が呆れた顔で皆見をたしなめる振ふりをしながら総をからかい出す。


「皆見さん、駄だ目めですよ。ポン酒は味に慣れた人じゃないと一気は無理なんです。上村くん、ワインなら大だい丈じよう夫ぶ？」


　再び空になったグラスにワインを注がれたが、総が今欲しいのはアルコールのまったく入っていないソフトドリンクだ。


「こら、何飲ませてんだ。少しは加減しろよ」


　ワインの入ったグラスが手の中から離はなれ、代わりに水の入ったグラスが渡されて総は安あん堵どする。だが、雅也に掛かけられた言葉を総が遅おくれて理解した頃ころには、皆見が面おも白しろがるように告げていた。


「あら、セキが心配することじゃないでしょ？　上村だって子供じゃないんだから、自分のペースくらい心得てるでしょうに」


「そうですよう。だいたい、私でも酔よわない量ですよ？　上村くんが酔うわけないですよ」


　皆見の尻しり馬うまに乗っかるように桐ヶ谷までがそう言い出せば、総はむっつりと黙だまり込むしかない。


　───くそーっ。こっちは普通にしか飲めないんだよっ。何だよ、桐ヶ谷さんまでっ。


　自分と一つしか違ちがわない桐ヶ谷までもが、総のことを子供扱あつかいすることが気に食わず、手の中の水を一気に飲み干したが、それでも気が収まらない。先さき程ほど雅也が脇にどけたワインを引き寄せ、それに口を付けたところで、総の意識が散さん漫まんになり始めた。











　意識のないぐったりとした身体をベッドに放ほうり込んで、ようやく雅也は息をついた。いくら自分よりも小こ柄がらだといっても、意識のない人間は普通の荷物よりも重く感じてしまう。運んでいる途と中ちゆうで落とさなかっただけでも、自分を誉ほめてやりたいところだ。


　会社近くのバーで総の歓かん迎げい会かいと称しようして飲み会を開いたものの、主しゆ賓ひんであるはずの総は途中で完全に酔いつぶれていた。言動が少しおかしいと思ったときにはもう遅おそく、やたらとハイになって自分や皆見、桐ヶ谷ににこにこと笑顔を見せしゃべりまくっていた。


　これ以上は止やめた方がいいからとソフトドリンクだけにさせたが、それは功を奏そうさず最後にはテーブルに突っ伏ぷすようにして寝ねてしまったのだ。結局、雅也が総を送っていくことになりタクシーで帰ってきたのだ。総のアパートを知っていたことと、駅三つ離れているとはいえそれなりに近かったことも原因だった。


「まったく、暢のん気きな顔で寝やがって……」


　アルコールのためかうっすらと上気している頰ほおを指でつついてみるが、総はまるで起きる気配を見せない。それに悪戯いたずら心を刺し激げきされ鼻を摘つまんでみたら、さすがにこれは息苦しいのか小さく唸うなりながら雅也の手を振り払はらう。


「こういうときは本当に子供みたいだよな」


　うりうりと眉み間けんに寄った皺しわを指先で伸ばしてやるが、それも鬱うつ陶とうしいのか首を振って雅也の指から逃にげようとしている。それが面白くなり、つっと指先を滑すべらせてみた。


　額から目め尻じりを通り頰骨を優やさしく撫なでる。手の平で頰を包み込んでやれば、口許がほころび熱い吐と息いきがこぼれ落ちた。口唇を親指で辿たどり、柔らかな感かん触しよくを楽しむ。わずかな隙すき間まを指先で割ろうとしたところで、雅也は動きを止めた。


「───何してんだ、俺は……」


　ぱっと指先を引き抜ぬいたが、親指には総の口唇の内側の感触が少しばかり残っているような気がする。熱く湿しめったそれは、その奥に潜ひそむしなやかな弾だん力りよくを持つ舌先がどれほど甘いのかを、知らしめているようで、雅也は無意識のうちに喉のどを鳴らす。


「て、違うだろ……。───まあ、口唇の感触なんて男も女も関係ないみたいだけどな……」


　指先で微かすかに触ふれた口唇の感触を思い出すかのように、雅也は己おのれの親指で口唇に触れる。自分と同じ器官なはずなのに、総のモノはどうして甘いと思ったのだろう。


「ええいっ、起きろよ。総、着き替がえないと服に皺が寄るぞ。起きろ」


　このまま総を寝かせておくと自分が変わるような気がして、雅也は肩かたを摑つかんで揺ゆり動かす。だが、総は口の中で呟くだけで一向に目を覚ます様子がない。


「総、ほら、起きて」


　一段と強く揺さぶり無理矢理二の腕うでを摑んで向き合うように抱だき起こすと、ぼんやりと総が目を開けた。アルコールのせいか潤うるみきった黒い双そう眸ぼうの焦しよう点てんはまるで合っていないらしく、至し極ごくゆっくりと視線が流れていく。その視線が不意に雅也のそれと絡からみ合った。


「───っ」


　その瞬しゆん間かん、雅也の鼓こ動どうは跳ね上がり、呼吸を忘れた。ある種の熱に浮うかされたような茫ぼう洋ようとした瞳ひとみが、鮮あざやかに光を弾はじき返し艶やかな色気をにじませている。ほんのりと色づいた頰、微かすかに開いた口唇の隙間から覗のぞく薄うす紅べに色いろの舌先───。そのすべてが雅也の欲望を直ちよく撃げきした。


　どれくらいの間、そうして見つめ合っていただろうか。不意に総の瞼まぶたがゆっくりと閉じていき、そのまま仰のけ反るように倒れ込んでいく。


「おいっ」


　慌あわてて華きや奢しやな肢し体たいを引き寄せれば、完全に力が抜けているうえに規則正しい寝息が聞こえてくる。思わず呆ぼう然ぜんと腕の中の総を覗き込めば、少し前にはあった呑のまれそうな妖よう艶えんさはどこにもなく、ただ穏おだやかな表情を総は無防備にさらしていた。


　何にどう反応すればいいのか雅也は混乱したが、いつまでも腕の中に高い体温を持つ総を閉じこめているわけにもいかない。意識が妙みような方向へと流れていってしまいそうで、それだけは避さけたい雅也はおっかなびっくりな手つきで総をベッドに寝かせてしまう。


「はあ……。シャワー、浴びてこよう。このままじゃあ、寝るに寝られないって……」


　ちらりと横目で窺うかがえば、気持ちよさそうな寝顔が目に入る。時折もれる微かな声が耳にこびりついて離れなくなる前に、雅也はバスルームへと避ひ難なんした。手早く着ていたスーツを脱ぬぎ捨てると、頭から水を浴びる。


　水浴びをするにはまだ早い時季だが、こうでもしないと越こえてはいけない一線を越えてしまいそうで、どうしようもなかったのだ。どうにか身体からだの熱も引き、外に出ると昨日借りた服を勝手にまた借りることにした。


「今回は送り賃だってことでいいよな、もう……」


　昨日から続けて外がい泊はくしたことに少し疲つかれを感じたが、明日はどうしても自宅に帰って着替えないといけないだろう。それを考えれば早く寝ないといけないのだが、ベッドの上で何の心配もなく寝ている総が気になって仕方ない。


「……服はもういいや……。そのままで寝てもらおう。まったく、樹のときはこんなことなかったのにな。樹と総と、何が違うってんだか……」


　昨日と同じ場所で同じような体勢になってはみるものの、あきらかに昨夜とは違う感情に支配された雅也が、そこにいた。


　うとうとして時折意識はなくなったが、寝返りを打ったときのベッドの軋きしむ音や時折こぼれてくる総の寝言に、敏びん感かんに反応して目を覚ましてしまう。熟じゆく睡すいにはほど遠い眠ねむりを繰くり返し、気がつけば夜が明けていた。


　寝不足と神経過敏からくる精神的疲ひ労ろうに、雅也の口からは溜ため息しか出てこない。もぞもぞとタオルケットから這はい出して、未いまだにベッドで暢気に寝ている総を見下ろす。と、その気配に気がついたのか、総がぼんやりと目を開ける。


　まだはっきりとしていない意識のためか、どこか気け怠だるげな表情を見せる。普ふ通つうであれば何でもないはずのそれが、今の雅也にとっては危険だった。こくりと無意識のうちに喉を鳴らした。


「───んぅ……？」


　のろのろと持ち上げた手で目を擦こすり覚かく醒せいしようとする姿は子供っぽいはずなのに、どうして下半身を刺激するのだろう。


「……あ……。───っ。なっ、なにっ!?」


　クリアになった視界に雅也が映ったのか、総は驚おどろいて起き上がるとベッドの上を壁かべ際ぎわまで後退あとずさった。そのあまりの驚きように、雅也の方が逆に驚いて目を軽く見開く。


「……関口……？　ええと、確か歓迎会があって、そこで飲んでて……」


　ふっと総の目線が揺らいだので、昨夜のことを思い出そうとしているらしい。だが、徐じよ々じよに眉間に皺を寄せ始めるので、記き憶おくが何一つ残っていないことを窺わせた。その表情が面白くて雅也は口くち許もとを緩ゆるませた。


「───まったく覚えてないのかなあ？」


「あー……」


「さて、誰だれがここまで連れて帰ってきたのでしょうかねえ？」


「うー……」


　意地悪く言葉を重ねていけば、総は目線を彷徨さまよわせながら力無く唸っている。くすくすと声に出して笑い出せば、さすがに総もからかわれていることに気がついたのか、気落ちした顔をしていたのが瞬時にきっと睨にらみつけてくる。


「笑うなっ。送ってくれたことには感謝するけど、オレが頼たのんだわけじゃないしっ。どうして関口がここまで面めん倒どう見てるんだよっ」


「さて、どうしてでしょうかねえ」


　にんまりと笑い返せば、総は顔を真っ赤にするほど憤いきどおってみせた。いちいち素す直なおに反応を返す総に、雅也の笑えみはますます深くなった。


　───これでこそ総だよ。


　昨夜から変に刺激されている総に対して、どう接していいのかわからなくなる。だから、怒おこっていようと喚わめかれていようと、今の方が総だと思っていたいのだ。


「まあ、それはおいといて。俺は今日こそ一度家に帰るから、おまえは先に会社に行っておけ。二日ふつか酔よいは大だい丈じよう夫ぶか？」


「くそっ。二日酔いはねえよ。早く帰っちまえっ」


「あー、はいはい。じゃあ、会社でな」


　くしゃりと短い髪かみを撫でてみせれば総はますますいきり立ち、乱暴に雅也の腕を振ふり払った。子供扱あつかいをするなと全身で訴うつたえてくる総に、雅也は苦く笑しようをにじませながらも従っておく。


　手早く着替えたがネクタイは締しめず、上着も腕に掛かけるだけというかなり着き崩くずれた格好だ。早朝といってもいいような時間だということと、家が近いということも手伝って、きちんとスーツを着る気になれなかった。


「それじゃ、きちんと来るんだぞ。それから、足の湿しつ布ぷ、替かえるのを忘れるなよ？　良くなってきているんだから、無理はするな」


「わかった。てか、そんなこと言われなくてもわかるってーの」


　ひらひらと戸口のところで片手を振ってそう言葉を残せば、総はぶつぶつと言いながらも首しゆ肯こうする。そんな総を後にして外へと出れば、昨夜は止やんでいた雨がまた降り出していた。昨日が珍めずらしく傘かさのいらない一日だったため、余計にこの雨が鬱うつ陶とうしく感じられてしまう。


「まったく。早いこと梅雨つゆが明けないもんかね」


　梅雨空と同様、心の内は晴れやかとはいえない状態だったが、雅也はそれから目を逸そらし何事もなかったかのように振る舞まうことにしたのだった。




３







　仕事を始めて一週間も経たてばそれなりに慣れてくる。席も決められ専用のパソコンももらえたので、『ブランチライン』の中に自分の居場所ができたのも大きいかもしれない。


　総がいつもいるのは事務室───外扉とびらから入ってすぐの部屋で、来客や電話の応対、簡単な資料作成、郵便局や銀行へのお使いなどが主な総の仕事になっている。事務室で机を並べているのは皆見と桐ヶ谷だ。彼女たちは仕事には厳しいが、遊び心も忘れていないらしく、話しやすいのも関係あるかもしれない。


　プログラム室に常じよう駐ちゆうしている難波は、休きゆう憩けいするときに顔を合わせるくらいだが、基本的に悪い人ではないだろう。皆見たちとよく他愛たわいない軽口の応おう酬しゆうをしているが、総はそこまで親しくはできない。せいぜい世間話程度だ。しかし、桐ヶ谷によれば、難波は慣れるまで時間が掛かるだろうということなので、あまり気にしないようにした。


　だが、一番慣れなかったのは、雅也の仕事に対する姿勢だ。自分のことを妙にかまってくるおちゃらけた態度や、からかう態度とはまるで違ちがうそれに、最初総は見み惚とれてしまった。


　取引先とのミーティングに総がついていくことはなかったが、会社内でのものなら垣かい間ま見ることができる。すっとぼけたような口調で鋭するどいことを言うこともあれば、真面目まじめな表情でふっと場を和なごませるようなことを言うこともある。


　いつも自分をからかうように話しかけ、じゃれかかってくる雅也とはまるで違う態度に、総は息を呑んだのだ。それまではどこか、雅也が代表取とり締しまり役やくであることに疑問を持っていたのかもしれない。


　ほうっと大きく息をついて総は軽く伸のびをした。


　経理に関しては皆見、プログラムは難波、シナリオと原画は氷山、デザインは桐ヶ谷。それぞれを信しん頼らいしているからこそ、余計な口を挟はさまず、雅也は全体を見通してまとめているのだ。


　───オレもそうなれるといいんだけどな。


　信用に足りると雅也に思ってもらえることが、今の総の目標だ。


　もっとも、歓かん迎げい会かいのあとしばらくは何やら様子がおかしかったのだが、それもすぐに収まった。すると今度はやたらとかまってくるようになったのだ。


　ご飯を食べに行ったり、ちょっとしたお土産みやげをもらったり。


　───まあ、昨日の晩飯もうまかったしなあ。


　自然と口許が綻ほころんでしまうくらい、昨夜雅也と二人で食べた中ちゆう華か料理は美味おいしかった。
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「───くう……っ。……さいこう……」


　一口入れた途と端たん、総はその味を嚙かみしめるように舌の上で転がした。


　それなりの大きさの店で真ん中にターンテーブルがある円えん卓たくに座るのは、はっきり言って気分がいい。しかも、ターンテーブルには幾いく皿さらか料理が載のっていることが、総の気分を盛り上げている。


　麻婆マーボー豆どう腐ふは豆板醬トウバンジヤンがほどよく絡からんでいて少し辛から目めに仕上がっているし、海老えびチリもほどよく舌を刺し激げきしてくれる。アスパラと干し貝柱の炒いため物はあっさり塩味だし、鶏とり肉にくとカシューナッツの炒め物は甘あま酢ずで仕上げられている。


　水すい餃子ギヨーザ、韮にら饅頭まんじゆう、小しよう籠ろん包ぽうに至るまで、どれを取っても美味しいの一言に尽つきる味だった。メニューを見た限りお手て頃ごろの値段にもかかわらず、この味を食せるのなら多少の待ち時間もいとわないだろう。実際、総も入店まで三十分待っていたことは既すでに遠い彼方かなたに飛んでいた。


「だろ？　ここは待つだけの価値はあるしな。もっとも、これ以上人が来ないようにと祈いのることしかできないけど」


　隣となりでは雅也がくすくすと笑いつつも小皿に料理を取り分けている。ここ数日、何のかんのと言いつつ時間さえ合えば雅也は食事に誘さそってきた。食費が浮うくことや一いつ緒しよにいて楽しいこともあり、総は当然の如ごとく一度も断ったことがない。


　今日も今日とてこうして総のリクエストによる中華料理での夕食と相あい成なっている。


　味が混じらないよう料理ごとに小皿を分けたり、こぼしそうなスープやコップをテーブルの奥へと移動させたりと、細こま々ごまとしたことに気を配られることには閉口する。だが、いちいち気にしていたのでは話にならない。どうにも本人に無自覚なところがあり、考えるまでもなく勝手に身体からだが動いてしまうそうだ。


　なので雅也に世話を焼かれることは、ほぼ受け入れざるを得ない状じよう況きようだと総は認にん識しきしている。それさえ気にしなければ雅也との食事は総にとってこのうえなく楽しみな時間だった。最近ではそんな気づかいさえ自然に受け入れられるようになってきた。


「ほら、一気に搔かき込まなくてもいいから、よく嚙んで食べるんだ」


「ん───」


　がつがつと目の前に差し出される料理に片かた端はしから箸はしを付けていく総の耳を、雅也の言葉は左から右へと抜ぬけていく。それがわかっているのか雅也も苦笑するだけで何も言わず、せっせと皿に取り分けたり、醬しよう油ゆを足したりと母鳥よろしく面めん倒どうを見ているのだ。


　ある程度腹が膨ふくれてくると、口は専もつぱら食べることよりも話すことに使われ出してくる。


「で、結局いつそうなったのか覚えてないっていうんだな、これが」


「わー、何それ……。そいつ馬ば鹿かじゃねえの？」


「そうか？　でも酔よっぱらいなんてそんなものじゃないか？」


「まあ、怪け我がしても痛みを感じないっていうのはよく聞くけどさ。骨折っても気がつかないってのはちょっとねー」


　テンポのいい会話に総も嬉うれしくなり言葉は途切れることなく溢あふれ出てくる。時折食べることよりも話すことに夢中になってしまうのはご愛あい敬きようだろう。


「でも、何度か転んだことは覚えてるってのはいいと思うけどね。完全に記き憶おくを無くすよりもかなりマシだと思ってるからな」


　意地悪くにやついているのは、歓迎会のときに総が記憶を無くしたことを揶揄からかっているからだろう。総自身、あのときは雅也に迷めい惑わくをかけたという自覚があるだけに、自然と顔が赤くなっていくのを止められない。


「うるさいなっ。あのときはチャンポンで飲んだからだよっ。いつもは頭痛がするだけなのっ」


「あらま。じゃあ、今度試ためしてみようか？」


「オレで遊ぶんじゃねえっ」


　家に連れ帰ってくれたことは感謝するが、大学を卒業してしっかりと自立できていると自分では思っていただけに、雅也の手を煩わずらわせたことが恥はずかしくてぞんざいな態度になってしまう。もっとも、そんな反はん抗こう的なところが余計に子供のようだと思われていることに、本人だけが気がついていない。


　総はむっとした表情で雅也を無視することに決めて、行ぎよう儀ぎは悪いが最後の海老餃子を箸でざっくりと突つき刺さし自分の皿に取り分けた。そして、雅也に向かって『ざまあみろ』とばかりに小さく舌を出す。


　肩かたを震ふるわせて笑いを堪こらえている雅也を横目に、総は口の中に広がる肉にく汁じゆうを堪たん能のうした。そして口直しを兼かねて卵たまご綴とじスープに手を伸ばしたとき、それは起こった。


「わ───っ」


　思っていたよりも冷めていなかったらしく、じんわりとした熱さが指先を直ちよく撃げきしたため総は慌あわててしまったのだ。思わず放してしまい、とろみのついたスープがテーブルの上に広がり、総のジーンズにまでこぼれそうになっている。


「馬鹿っ、何やってんだ」


　テーブルを伝い流れ落ちそうになったスープへと、雅也は咄とつ嗟さに手を伸ばして受け止めたらしい。小さく呻うめきおしぼりを引き寄せているのを、総は呆ぼう然ぜんと見ている。絶対に足に掛かかるとばかり思いかまえていただけに、拍ひよう子し抜ぬけしているともいえる。


「足に掛かってないか？」


「え？……あ、うん……」


　とろみがついている分だけ冷めにくく、まだ熱いと思われるスープだと総が気がついたときには、既すでに大まかに片付けが終わっていた。


「関口っ、手っ。平気なのかっ？」


　ハンカチで押さえていた手を引き寄せて、総は火傷やけどがないのか確かめようとするが、雅也はそれをやんわりと拒きよ否ひして総に手を見せようとしない。


「大だい丈じよう夫ぶだから。ほら、変に動くとまた何かひっくり返すぞ？」


「そこまで間抜けじゃないってばっ。手を貸せよっ」


　ぎっと雅也を睨にらみつけていれば、あきらめたのか溜ため息をつきつつも手を差し出してきた。


　手の平は火傷らしい火傷はないが微かすかに赤くなっており、思っていたとおりスープが熱かったことを知らしめている。


「何で手なんか出したんだ？　別に足に掛かったって大したことにならなかったんだし」


「て言われてもねえ……。無意識のうちに手が伸のびてたんだよ」


　雅也自身何も考えていなかったのだと言っているが、総の心境はかなり複雑だ。


　───別に、そこまですることもないのにさっ。何だってこんなにかまうんだか……。


　咄嗟とはいえすぐに手を出したことに呆あきれてしまう。自分に向かってこぼれてきたものなら反射的に受け止めようとして手を出すかもしれないが、この場合は総を庇かばうために手を伸ばしているのだ。


　だが、そうやって他人を庇うことに対して迷う様子を見せなかった雅也に、総は軽い衝しよう撃げきを受けた。自分にも同じことができるのかと訊きかれれば、無理だと思う。他人のために躊ちゆう躇ちよすることもなく手を伸ばせることに、雅也と自分の違いを見せられた気がする。


　しかも、そうやって庇われたことが嬉しいと思ってしまうのは何故なぜだろう。


　とくりと、総の心臓が小さく脈打った。自分よりもわずかに大きい手の平に指先を這はわせながら、そっと上うわ目め遣づかいに雅也の様子を窺うかがう。微かに寄せられている眉まゆ根ねに、困こん惑わくしたように細められている垂れ気味の目、わずかに持ち上げられている口の端はし───。


　まるで自分のことを気遣っているような優やさしさを感じて、総はどぎまぎする。


　───な、何て表情してんだよっ。こっちが恥ずかしくなるっつうのっ。


　しかも、摑つかんでいる手の体温が急に身近に感じられて、触ふれているだけの指先が微び妙みように熱を孕はらんだように震えてくる。それに合わせていつの間にか速くなった鼓こ動どうにも、総はどう対処していいのかわからず、熱された鉄を触さわったかのようにぱっと雅也の手を放してしまった。


「だ、大丈夫そうだけど、ちゃんと冷やさないと。もう飯はいいから、帰ろっ」


「そこまで急ぐことはないだろう？　ちゃんと最後まで食べないのか？　デザートは？」


　自分の気恥ずかしさをごまかすようにばたばたと帰りの支し度たくを始めた総だが、その様子に雅也は戸と惑まどっている。


「もういいってばっ。ほら、支度しろよ」


　わけがわからないとでも言い出しそうな雅也に、質問する隙すきを与あたえず総は会計へと引っ張っていった。
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　スープをこぼしたときの反応は綺き麗れいに忘れるとして、時折過か剰じように手を掛けられているような気がしないでもない。下手するとくしゃみ一つで、風邪かぜ薬まで持ってこようとする勢いだ。だが、それ以外は雅也が連れてきたのだから早く会社に慣れるよう気に掛けているのだとしか考えていなかった。


『ブランチライン』に彼が来るまでは───。


　その日も朝から自分の席に座り、総は資料作成に精を出していた。事務室には総と皆見しかいないのだが、皆見は朝の一服をするのだと台所にお茶を淹いれに行った。雅也は午前中に打ち合わせがあるとかでまだ出社していないし、桐ヶ谷は画材を買うからと午後の出社だ。プログラム室には何人か来ているが、総に正確なところはわかっていない。


　かたかたとキーボードを打っていると外扉とびらの開く音がした。そちらを見み遣やれば、自分とそう変わらない身長の青年が立っている。


　伸ばしっぱなしだと見て取れる髪かみは茶色で柔やわらかな猫ねこ毛げだ。綺麗に切り揃そろえていないだけらしく、髪自体はふわふわとして手て触ざわりが良さそうに見える。前髪は長く目に掛かっているようだが、頰ほおから顎あごにかけてのラインや口許が小さい。


　着ているモノは長なが袖そでのコットンシャツにストーンウォッシュのジーンズで、足許もスニーカーというラフさだ。肩から背負ったデイパックのこともあり、総の目には大学生に見えた。


「何かご用ですか？」


　自分も似たり寄ったりの格好なので、まだ紹しよう介かいされていないプログラマー───まだ全員とは顔を合わせていないのだ───か、他ほかの会社からのお使いかと思ったのだ。だが、青年は入ってすぐのところで動きを止めたまま、じっと総のことを見ているようだ。


「もしもーし？　どうかしましたか？」


　何一つ言葉を発しない青年に、総もどうしたらいいのかわからず、とりあえず立ち上がって傍そばまで行こうとした。が、台所から顔を覗のぞかせた皆見が青年を見て器用に片眉を上げた。


「氷山じゃないの。ようやっと出てきたわね。あなたも飲む？」


「ん……。ね、あの……」


「ああ、彼は上村総。新しい正社員よ。セキが連れてきたの」


　小さく呟つぶやかれた言葉を聞き取った皆見が簡単に説明してから、総に向き直る。


「それが氷山樹。最後の正社員ね。シナリオと原画を担当しているの。ちょっと人見知りが激しいけど気にしないで。それから、そうとは見えなくても私たちと同い年よ」


「え？　は？……同い年ーっ？」


「あら、その驚おどろきようはどういう意味かしら？」


　簡潔な皆見の説明を大人しく聞いていた総だが、氷山の年ねん齢れいを聞いたところで思わず声を上げてしまった。皆見の何かを含ふくんだ声こわ音ねを綺麗に無視して、目の前に立つ氷山をまじまじと見つめてしまう。


　睨みつけたわけでもないのに、氷山は肩を震わせ俯うつむくような体勢を取った。だが、その場から逃にげ出すことなくそっと上目遣いにこちらを見ている。


　───人見知りかあ。まあ、何となくわかるような……。


　おどおどとした雰ふん囲い気きを醸かもし出しているのは、完全に氷山の性格からくるものなのだろう。逡しゆん巡じゆんするように前髪の隙間から覗く瞳ひとみが彷徨さまよっていたが、きゅっと一度口唇くちびるを嚙かみしめるとじっと総を見つめてきた。紅茶色の色素の薄うすい双そう眸ぼうだ。


「氷山です。ほとんどプログラム室にいるから、話さないと思うけど、よろしくお願いします」


　つっかえながらもどうにか口にした氷山はぺこりと頭を下げると、そのままそそくさとプログラム室へと姿を消してしまった。会話をするどころか、返事をする間もなく一人で自己完結させてしまった氷山に総が啞あ然ぜんとしていると、皆見は苦く笑しようでもって答えてくれた。


「あれでも成長したと思うわ。キリが来たときはセキの後ろから会え釈しやくだけしてお終しまいだったのよ？　それから比べれば、自分で挨あい拶さつしただけ強くなったと思わない？」


　トレイに載のせた紅茶のカップを一つ、総の前に置きながら皆見は微かに笑っている。だが、総にしてみれば、先さき程ほどの皆見同様、苦笑するしかない。


「とりあえず、自分とはまったく違う性格の人なんだなあとしかわかりませんよ。でもまあ、何か手助けしたくなるような気にさせられる人すね」


「そう思ってくれる？　だったら、合格ね。苛いら々いらさせられるって奴やつもいるみたいだから、余計気になってたのよ、上村の反応が」


　皆見が気取ったように紅茶のカップを重ねてきた。硬こう質しつな澄すんだ音が小さく響ひびき、皆見の嬉うれしさを物語っているようだった。


　午前中の特筆すべきことはそれくらいで、あっという間に昼休みの時間になる。資料作成があと少しで終わるのでこれを仕上げてから昼食にしようと、ラストスパートをかけるべくモニターを見ていた総の耳に、本日二度目の外扉の開く音がする。


　───くそうっ。集中力が途と切ぎれたらどうしてくれようっ。


　内心ではそんな文句を言いつつも、とりあえずはお愛あい想そ笑いを浮うかべておくのを忘れない。ここらへんは長いバイト生活と短いフリーター期間を過ごした、バイト先のバーで鍛きたえ上げたものだ。が、その笑え顔がおもすぐに素すの表情に戻もどってしまった。


「んだよ、関口かよ。お帰り」


「おう、ただいま。皆見、樹は来たのか？」


　総を無視するかのような簡単な挨拶のあと、すぐに皆見に向き合い気遣うように訊いた。その声音にどこか心配する響きがあって、総は驚いたように雅也に視線を向けた。


　眉根を寄せた真面目まじめそうな表情はいつもの雅也からは考えられないもので、総は戸惑う。いつもならば挨拶したあと傍に寄ってきて、何かしらスキンシップを図るようにじゃれかかってくるのに今日はそれすらもない。


「上村がいたからプログラム室に駆かけ込んだわよ」


「あ、そういえばそうだな。顔を見せてなかったからなあ。様子はどうだった？」


「悪くはなかったわ。ちゃんと食べていたんじゃないかしら」


「そうか……。ならいい」


　とりあえず納なつ得とくしたらしい雅也は、そこでようやく総にまで意識がまわったようで片手を上げて傍までやってきた。


「何してんの？」


「……資料作成……。あと少しで終わるから、邪じや魔ますんじゃねえ」


　わざわざ雅也が近寄ってきて声を掛かけたのだが、それが何故だが総の気に障さわり、ぶっきらぼうな口調で答えてしまう。自分でも訳のわからない嫌いやな気分に、眉根が寄ってしまうのを止められない。


「あー……、はいはい。じゃあ、席を外しましょ」


　総の機き嫌げんの悪さを感じ取り、器用に片眉を上げた雅也が、おどけた様子でプログラム室の扉を叩たたいたあとさっさと開ける。


「おーい、樹。飯食いに行くぞ。て、珍めずらしいな……、返事がくるなんて」


　扉を開け放ったまま雅也が室内へと入っていく。プログラム室には難波や契けい約やくプログラマーも何人かいたはずだが、雅也は氷山にしか用がないみたいだ。数人と言葉を交かわしながらも、昼食に誘さそったのは氷山だけらしい。答える氷山の声は聞こえないが、雅也の低くよく通る声が聞こえてくる。


「さっぱりしたモノねえ……。蕎麦そばにでもするか？　口当たりもいいからそれなりに食べられるだろう？」


　それに答える返事は何一つ総の耳には入ってこない。それでも雅也の優やさしい声音だけは届くのだ。それが気になり、総は思わず手を止めて、プログラム室を窺うかがってしまった。


「持ってくのは携けい帯たいだけでいいぞ。ほら、混み出す前に早く行かないと」


　促うながすような雅也の台詞せりふに、彼らがこちらに来ると知って総は慌あわててパソコンに向き直り、キーボードを叩きだす。それでもそっと様子を窺うようにちらちらと視線を投げてしまう。


「というわけで、皆見、飯行ってくるから」


　プログラム室から顔を出した雅也は総には目もくれずそれだけを言うと、後ろを歩いてくるらしい氷山を気き遣づかうように振ふり返った。


「はいはい、いってらっしゃい」


　皆見が呆あきれたように言い放つが雅也はそれすらも聞いていない。氷山が余所よそ事ごとを考えていたのか踏鞴たたらを踏ふんでバランスを崩くずしたため、雅也は彼の方に気を取られていたのだ。


　危なげなく抱だき留とめた雅也とそのことを気にしていない氷山に、総は小さく息を呑のむ。それは当たり前のことで、彼らの間で幾いく度どとなく繰くり返されてきた出来事だと、態度で示しているようなものだったのだ。そして、そのまま並んで歩くというには親密すぎる距きよ離りで出ていく雅也と氷山を横目で見遣った。


　斜ななめ前の席に座っている皆見はそれこそいつものことだと思っているのか、涼すずしい顔で二人を送り出している。その普ふ通つうに受け止めている皆見の態度に、何か小さな冷たい塊かたまりが総の中にことんと落ちた。


　それが総を落ち着かなくさせ、きょときょとと視線を彷徨さまよわせてしまう。と、その様子に気がついたのか、皆見が苦笑を滲にじませ何でもないことのように口を開いた。


「ああ、あれは気にしなくてもいいわ。いつものことだから」


「……いつも？」


　思っていたことを肯こう定ていされ、総は小さく呟く。


「そうよ、半分セキの趣しゆ味みみたいなものなの。氷山がちょっと手の掛かる性格しているのよ。だから、気にした方が負けよ」


「はあ……」


　皆見が淡たん々たんとした口調で説明したが、総の内側に落ちた何かが少しだけ大きくなったような気がする。それは得体の知れない感情で、無意識のうちに総はそれと向き合うことを拒きよ絶ぜつし、思考を横よこ滑すべりさせた。


　───関口の奴、今までオレにかまっていたのにな……。大事なのは氷山さんってことかよ。あー、でも、氷山さん見てるとそれもわかる気はするよなあ。


　少々気が弱そうというか、一歩引いたような内気な氷山の様子を思い出し、総はどうにか納得する。


　総のときでさえも、結局足の怪け我がから就職先まで面めん倒どうを見たようなモノだ。自分の性格と百八十度違ちがうと思われる氷山の性格を考えれば、何から何まで面倒を見ないと気が済まないのだろう。


　───基本的に面倒見のいい奴だしな。


　そうとわかっていても少し寂さびしいと感じるのは、ちょっとした軽口の応おう酬しゆうでも雅也との遣やり取りが楽しかったからだと総は小さく息を吐はき出した。もちろん、『寂しい』というのが冷たいモノの正体だと漠ばく然ぜんと思っているだけにすぎない。だが、向き合うことを拒否した総はそれが正解だと認にん識しきしたのだ。


「……誰だれかと同じで大したこともしてないのに、どうして関口さんはかまっているのかな……。『ディバージュ』だって関口さんの販はん売ばい戦略がよかっただけなのに」


「え───？」


　低く呟つぶやくように聞こえてきた声に総は驚おどろいてそちらに顔を向けた。そこにはプログラム室から出てきた佐藤が立っている。


　佐藤が何を言ったのか総が思い返しているうちに、彼は総を睨にらみつけると外へと出ていった。


　───意味がわからないっつーの。まあ、佐藤に限れば、関口が氷山さんをかまうのが気に食わないってところか？　まったく、いい加減にしろよな。


　先さき程ほどまで自分も雅也が氷山にかまっているのを寂しいと思ったことを棚たな上あげして、佐藤の態度に苛いらつく。彼は事あるごとに総に向かって、『どうしておまえが正社員なんだ？』という見下したような態度を取り続けている。


　それには少しうんざりしているが、総は受け流している。いちいちまともに相手をしているのすら面倒くさいのだ。


「あーもー、昼飯にしよっ。皆見さん、コンビニに買い出し行きますけど、何か買ってきましょうか」


「あら……。そうね、じゃあ、お願いしようかしら」


　入力途と中ちゆうの文書を保存し資料を机の中にしまいながら訊きいてみれば、皆見から返事がきた。買い出しメモを皆見から受け取ると、気分転てん換かんも兼かねての買い出しのために、総は外へと出ていった。


　何のための気分転換なのか───雅也が自分よりも氷山をかまったことに対するモノなのか、佐藤にまたちくちくと嫌いや味みを言われたことに対するモノなのか、総自身にも判然としないままだったが───。











　しかし、氷山にかまう雅也の態度に二週間もしないうちに総は慣れてしまった。


　というか、氷山の性格がわかればわかるほど雅也が氷山にかまうのは仕方ないと、総も嘆たん息そくするような気持ちになったのだ。何せ、氷山はきちんと言わなければ食事もきちんと摂とらないような生活をしているらしい。


　いつだったか朝ご飯はコーヒーショップのマキアートとクッキーだと本人が言っていたし、一人暮らしだとも聞いた。最近は新しくできた友人と食べに出ているようだが、それ以前は家に一人でいれば食べないこともあったという。そんな話を聞けば、面倒見のいい雅也のことだから何から何まで世話を焼きたくなることくらい、総にも納得できた。


　なので、今朝も氷山の朝食の心配をしていた雅也を横目にモニターへと意識を集中させた。しかし、急に後ろから掛けられた声のために、総はくっきりと眉み間けんに皺しわを寄せた。


「あれ、まだ辞やめてなかったの？　大した仕事もしていないのに、よく毎日顔を出せるよね」


「───あんたには関係ないことだろ？　関口に辞めろとは言われてないんだから」


　渋じゆう面めんを隠かくさずにぼそりと呟く。顔を見なくても、声の持ち主が誰かだなんてわかりきっていた。プログラマーの佐藤だ。


　何かと言っては今のようにぼそぼそと低く一言だけ声を掛けるのは、佐藤の日課のようだ。最初は口くち許もとを引きつらせながらもそれなりに丁てい寧ねいに応対していたが、一向に止やめる気配がないので、総も無視する態度を取り始めている。


　同じ事務室にいる皆見と桐ヶ谷も何かおかしいことに気がついてはいるみたいだが、総は笑ってごまかしている。佐藤のそれがなければ、総には充じゆう分ぶん満足できる職場なのだ。余計なことを言ってわざわざ険悪な雰ふん囲い気きにすることはないだろう。


　だが、佐藤のことはさておき、総が気に入っている職場の雰囲気が少しおかしくなったのは、午後に入り三時の休きゆう憩けいタイムが過ぎた頃ころからだった。


　昼食後、社長室に籠こもったまま出てくることのなかった雅也が、内線で皆見を呼び出したらしい。ぶつぶつ言いながらも社長室へと行った皆見は、しばらくすると無言のまま出てきて、これまた無言のまま探し出したファイルを持って、桐ヶ谷に何かを耳打ちしてからまた社長室へと戻もどっていった。


　総は思わず桐ヶ谷の方を見つめていると、彼女はそれまでとはまるで違う顔つきでキーボードを叩たたき始めている。その雰囲気に総まで緊きん張ちようしてしまう。


「……何か、あったんですか……？」


「んー？───ごめんなさいね。これはちょっと私の口からは言えないわ」


　やんわりと、それでいてきっぱりと断る桐ヶ谷の口調に、総は黙だまるしかない。何かあったのには間違いないが、それを総に話すわけにはいかない、ということらしい。


　内心では、話してくれないことを理解していても、ぐっと眉間に皺が寄るのも仕方ないだろう。たかだか入社数週間の人間を容易たやすく信用してしまうようでは、会社経営自体疑わしくなってしまう。


　理性では納なつ得とくできても漠然とした疎そ外がい感を抱いだいて、総の機き嫌げんは少し悪いものになる。それを顔に出さないよう気をつけて、何でもないことのように仕事を続けた。頼たのまれたことが終わったのか桐ヶ谷がパソコンのデータを保存したらしいフロッピーディスクを持って社長室へと消えると、途と端たんに総は手を止めてむっとした表情で社長室を睨みつけた。


　だが、いつまでもそうしているわけにもいかない。総はのろのろとした動作で視線をモニターに戻し、いつもよりも格段に遅おそい手つきでぱたぱたとキーボードを叩きだした。その直後、プログラム室の扉とびらが開き、難波までもが難しい顔をして社長室へと入っていくのを見て、総は小さく眉まゆ根ねを寄せた。


　───難波さんまで出てくるだなんて……。本当に何があったんだ……？


　普ふ段だんとはまるで違う彼らの様子に、その原因が何かの方が気になってしまう。それに気を取られたせいか、外廊ろう下かへの扉の開閉音が聞こえたときは、びくりと身体からだが震ふるえた。慌あわててそちらに視線を遣やれば、佐藤が出ていくところだった。


「───何だあ？」


　日課どころか趣味のように、傍そばを通るときは何かしら一言嫌味を言っていく佐藤が、何も言わなかったことに総は驚く。心なしか足取りが軽そうだと思うのは気のせいだろうか。


「ま、向こうが突つっかかってこないのなら、それに越こしたことないけどね」


　いろいろと細かいことが気に掛かかり、なかなか仕事に集中できなかった総の仕事は、残業へと持ち越された。


　そして、この日を境に妙みような雰囲気が会社内に張りつめるようになった。


　具体的な何かを聞いたわけではないが、今までなら見られなかった険しい顔の皆見や、ふっときつい目つきでモニターを睨んでいる桐ヶ谷などを見れば、一目瞭りよう然ぜんだ。口を出せるような雰囲気でもないから、総は黙もく々もくと言われた仕事をこなすことしかできない。


　それに合わせるかのように、氷山が段々と仕事にのめり込むようになっていた。無意識のうちに周りの雰囲気から逃とう避ひしようとした結果かもしれない。最初のうちは昼食を忘れるくらいだったのだが、そのうちに総よりも遅くまで会社に残るようになっていた。


「───上村。悪いけど、昼飯を応接室に用意するから氷山に食べさせて」


「ういーっす」


　氷山が言われないと食べなくなってからほぼ一週間が経たち、七月になっている。だが、未いまだに雨がそぼ降り、初夏という言葉にはまだ少し早いように感じてしまう。


　いつもなら氷山の食事に気を遣つかう雅也や皆見が忙いそがしいためか、その役目は総に回ってきている。もっとも、総にしてもそれが嫌なわけではない。慣れてきた氷山のワンテンポずれたような、のんびりとした雰囲気を気に入っている。


　最初の頃は声を掛ける度たびにびくんと身体を震わせ、きょときょとと視線を揺ゆらしていた氷山だが、今では色素の薄うすい紅茶色の瞳ひとみを大きく見開いたあと、小さく微笑ほほえんでくれる。八歳も年上だとは思えないほど、行動は大人しいものだがそれはもう性格だろう。


　区切りのいいところでデータを保存すると、プログラム室の扉を軽く叩いて、返事を待たずに中に入っていく。


　この部屋は事務室よりも広いはずなのだが、壁かべ際ぎわを埋うめ尽つくした書類棚だなや、個々の机を仕切るためにそこそこ高さのあるパーティションがあるためか、ひどく手て狭ぜまに感じられる。その中を一番奥の広いスペースへと足を運ぶ。デスクトップパソコンとノート型のパソコンが二台机に載のっていたが、氷山の視線はデスクトップに向けられている。右手のペンタブが動く度に、モニターの中で水すい彩さい特有の薄い微び妙みような色が広がっていった。


　───いつ見ても綺き麗れいだなあ……。どうやったらこんなんが描かけるんだか。


　絵的才能の欠片かけらすら持ち合わせていない総は資料に添てん付ぷされていた氷山のイラストを見た瞬しゆん間かん息を呑のんだ。色の濃のう淡たんをわずかに変えただけでも壊こわれてしまうような繊せん細さいさがそこにはあった。話を聞いてみればきちんとした技術は後あとから学んだものらしく、ほとんど独学でやってきたらしい。人見知りする性格を思えばそれも頷うなずけるが、何よりも氷山に才能がなければどうしようもないことだろう。


「……ひーやーまーさん。飯の時間ですってば」


　こつこつと机を叩き、氷山の意識をこちらへ向けようとするが、集中しているときの彼がこんなことくらいで気がつくはずもない。総は考えることもなく、机の上に載っていた書類を手に取り、それでモニターと氷山の視線を遮さえぎってしまう。


「───えっ？」


「お昼ですってば。朝、食べてきました？」


「……あー、上村くん……」


「はいはい。お仕事の邪じや魔まして悪いですけどねー、人間食べないと何もできないんです。ほら、さっさと保存してください」


「───ん……」


　意識がまだ仕事から戻ってきていないのか、どこかぼんやりとした氷山を促うながしてデータを保存させると、支し度たくが終わるのを待つ。


　ふと、総はきつい視線を感じて溜ため息をつく。この視線の持ち主が誰だれなのか、振ふり返らなくても総にはわかっていた。


　───ったく。何、苛いらついてんのかわかんないけど、こっちに八つ当たりすんなってえの。


　日課のような嫌味だけでも鬱うつ陶とうしいのに、最近の佐藤は何かにつけては総を睨にらみつけてくる。多分、氷山を誘さそいにプログラム室へ頻ひん繁ぱんに出入りしているからだろうとは思うが、視界に入るだけでこうも睨みつけられては堪たまったものではない。


　害があるわけでもないが、いちいちこれでは神経がまいってしまう。かといって、今いま更さらこんなことを雅也や皆見に言う気にもなれない。もっとも、最初の頃に職場の雰囲気を壊すのが嫌で黙っていたのは総なのだ。このまま向こうが飽あきるまで我が慢まんするしかないだろう。


「できたよ。……いつも、ありがとう」


「別にいいですよ。俺は皆見さんに言われて誘いにきてるだけだし」


「それでも、ありがとう」


　ほんわかと微笑む氷山に、総もにっこりと笑い返す。二人してプログラム室から出ようとして佐藤の後ろを通り抜ぬけようとしたとき、ぼそりと低く呟つぶやく声がした。


「───自分で体調管理もできない人間がメインだなんて……。周りの迷めい惑わくも考えたらどうなんです？　関口さんがあなたをかまえばそれだけ彼の仕事が遅おくれるんですよ。その分、こちらの仕事が遅れることくらい、馬ば鹿かでもわかりますよね？」


　他ほかの人間には何を言っているのかすら聞こえないような小さな声だが、それはあきらかに総と氷山には聞こえるように言っている。氷山は棘とげのある言葉に身体を強こわ張ばらせたが、何を言うでもなく黙って俯うつむいている。


　───何だってんだっ。てめえに言われる筋合いはねーだろうが。関口の方が勝手にかまってんの。そんな、見てればすぐわかるようなことにいちいち突つっかかるんじゃねえよっ。


　総が口に出さず罵ば倒とうしている間も氷山は何も言わず、小さく総の服の裾すそを引っ張りその場を離はなれようと促すので、総はきっと佐藤を睨みつけただけで、プログラム室を退室した。パーティションで区切られているからか、それとも個人作業が多いためか、三人の遣やり取りは誰にも見られることはなかった。


　事務室を通り抜け、応接室へと氷山を伴ともない入っていくと、テーブルの上にはサンドイッチと惣そう菜ざいがすぐに食べられるよう盛りつけられている。が、肝かん心じんの皆見がそこにはいない。そのことに少し安あん堵どして、氷山をソファーに座らせた。


「……で、氷山さんは佐藤をどう思ってるんですか？」


「───雅也が、僕をかまうのが気に入らないだけなんだよ……。昔から、ああいう人たちはいたから。それに、口だけだから、まだ大だい丈じよう夫ぶ」


「昔からって……」


「元々、ここは四人で立ち上げたんだけど……、僕が原因だったんだ。でも、僕は何もできなくて、ほとんど雅也が取り仕切っていたんだけど……」


「へ───？」


　困ったように眉根を寄せた氷山がぼそりともらした言葉に、総はぽかんと口を開けてしまう。


　雅也が代表だと聞いて『若い』と思ったが、最近は若者の起業が多いからそれもあるだろうと思っていた。なので、その創立時のメンバーとして皆見と難波はなんとなく想像がついていたのだが、そこに氷山が含ふくまれているとは思わなかったのだ。


　思いも寄らなかったことを聞かされ目を瞬しばたたいた総に、氷山はまたもや爆ばく弾だんを落とした。


「じゃあ、僕と雅也が従兄弟で幼おさな馴な染じみだっていうのも聞いてないよね」


　思っていた以上に深い雅也と氷山の関係に、総は微かすかに身体を震わせた。驚おどろきもあったが、ずんっと身体からだの奥が重くなったような衝しよう撃げきに呼吸が乱れる。だが、そんな総の様子に気づくことなく氷山は小さく口許だけで笑う。


「昔から、雅也の周りにはたくさん人が集まってたんだ。それで、誰もが雅也と親しくなりたがったけど、肝心の雅也が僕をかまってて……。それでいろいろとされたこともあるんだよ？」


「はあ……」


「だから、佐藤くんみたいなのは昔からいたんだ。大丈夫。本当に駄だ目めになったら、その時は言うから。それまでは、雅也にも黙だまっていてくれる？」


「……」


　いつもなら紅茶色の瞳を揺らして目を合わせようとしない氷山が、じっと総の目を見つめて逸そらそうとしない。そこに、立ち入ることを許されない二人だけの何かを見つけて、総は思わず視線を逸らしてしまう。そしてそれを隠かくそうとして総は素す早ばやく頷いた。


　無言のまま見つめ合っていたが、不意に総は口くち許もとを緩ゆるめた。


「いいですよ。氷山さんが、自分で決めたことなんでしょう？　だったら、何も言いません」


　だが、それだけでは言葉が上うわ滑すべりしているように思えて、急いで言葉を重ねる。


「でも、オレは知ってるから、愚ぐ痴ちくらいだったら聞けますよ？」


「え？」


　よく考えもせずに言ったことだが、それはとてもいいことのように思えて強張っていた総の顔が自然とほころび出す。


「一人で抱かかえてたら、氷山さんがまいっちゃうって。佐藤の悪口なら、幾いくらでも聞くんで」


「……ありがとう……」


　ふんわりと笑う氷山に、総も照れたように笑い返した。


「何か、オレ、氷山さんのこともっと気に入りました。ちゃんと自分の言いたいこと言えるじゃないですか。オレの方が年下なんだから、もっといろんなこと言っていいんですよ？」


「───ん」


　少しばかりの罪悪感もあり強ごう引いんに言い切った総に、今度は氷山が照れたように笑う。二人して顔を見合わせて笑い合っているところに、皆見がやってきた。手にはパスタを載せたトレイを持っている。


「……二人して何してんの……？」


「え？　あ、あの───っ」


「何でもないですよ。てか、皆見さんそれを作ってたんですか？」


「何か怪あやしいけど……。───まあ、いいわ」


　思いっきり『隠し事をしています』と態度に出ている氷山と、落ち着いて切り返した総とに、視線を交こう互ごに投げかけていた皆見だが、吐と息いき一つで受け流して、氷山の隣となりに腰こし掛かけた。


「パスタは茹ゆでたてが一番美味おいしいのよ？　私はパスタが食べたいの。でも、パスタのデリバリーで美味しいところはないし。仕方ないでしょ？」


　会社内で料理をして何が悪いと開き直りとも取れる態度の皆見に、総はそっと目線を外す。ここで皆見の意見を否定しようものならとんでもないことになるのは目に見えている。機き嫌げん良く取り分けている皆見にならい、総も氷山の皿にサンドイッチを盛りつけていく。


「いい、取り分けた分は食べるのよ？　氷山はすぐに食べ終わろうとするんだから」


「───ん」


　取り皿に盛られた量を見て溜め息をつく氷山を綺き麗れいに無視して、皆見は美味しそうにパスタを食べ出した。それを横目に総も手を合わせ食べ始めた。本当にこれをすべて食べないといけないのか、と目で訴うつたえてくる氷山に引きつった笑みを返すのが総には精せい一いつ杯ぱいだ。


「氷山、駄目よ？　それだけでも食べなさい。それともまた、入院したい？　恋こい人びとに心配かけたくないんでしょう？」


「う───っ。……食べます……」


　猫ねこ撫なで声で脅おどしをかけた皆見に敵かなうわけもなく、氷山はぼそぼそと応じてフォークを動かし出す。


　───へえ……。氷山さん、恋人いるんだ……。


　驚くよりも、先にほっと安堵した総だったが、その感情の動きを自覚できてはいない。ただ、心の奥底で何かが跳はねたような、軽くなったような気がしたことだけはわかった。


「て、いうように扱あつかうの。わかった？　私たちも手が回らなくなったら、上村が氷山の面めん倒どうを見るのよ、いいわね？」


「え？　あ、はい」


　皆見に言われて思わず頷いた総だが、氷山は気にしていないらしく、黙もく々もくとひたすら皿の上を空にしようと頑がん張ばっている。どうやら氷山の意識は食べることに集中したみたいで、何を言われているのか気にもなっていないのだろう。


「本当に理解しているのかしら？　氷山が倒たおれたらウチは仕事にならないの。これを中心に回っていると考えて間ま違ちがいないから、きちんと面倒を見てよ？」


　まだ総に対してきちんと確信を得られていないのだろう皆見が、再度念押しをする。しかし、それだけでは弱いとでも考えたのか、総にちょっとしたご褒ほう美びを皆見は用意した。


「まあ、私かセキがつきあうようにはするけど、無理なようだったら領収書をもらってきてくれれば、氷山のご飯代と上村の分は、こっちで出すから」


「マジですか？」


「マジです。それだけ、氷山にご飯を食べさせるのが大変ってことなんだけどね」


　呆あきれたようにもらした皆見に、総は確実に食べさせると力強く請うけ負った。




４







　七月も半ばを過ぎて、ようやく初夏らしい天候となってきた。そろそろスーツ姿で外を歩くのは遠えん慮りよしたい時季になる。だが、室温がきっちりと管理された応接室では、外気温などまるで関係ないとばかりに長なが袖そでのＹシャツでちょうどいい室温に設定されていた。


　応接室のソファーに座りながら、雅也は時計を確かく認にんする。何度見ても昼飯時といえるような時間に会社に戻もどるのは無理だろう。知らず知らずのうちに嘆たん息そくしてしまう。


　ここしばらく、氷山にきちんと食事を摂とらせることを名目に、総と雅也に氷山を加えた三人で食事を摂っている。氷山と二人で摂る食事はのんびりとした雰ふん囲い気きで和なごやかに進むのだが、そこに総が加わっただけで、とてもテンポのいい会話が繰くり返され、ころころと変わる話題についていくのは大変だが、それがまた楽しい。


　だというのに、その時間を持てないことが決まってしまい、取引先の一つである『アクアルージュ』の応接室にいながら、雅也は悪態をつきたくなるのをどうにか堪こらえていた。売り出されてそろそろ四ヶ月経たつ『ラブ・バランス』の販はん売ばいに関かかわったのがこの会社だった。


『アクアルージュ』はインターネットに関わる者なら、誰だれしもが名前を知っているようなＩＴ企き業ぎようで、個人輸入の代行サイトから始まったのが、今ではオークションやショッピング、検けん索さくサービスと手を広げ利用者数を増やしていった。


　まるで畑違いの『アクアルージュ』がどういうわけか『ブランチライン』に拘こだわり、そのうえ氷山がどうしてもと望んだ結果、『ラブ・バランス』を作り上げた。そして、その販売権を『アクアルージュ』に任せたような形になったのだ。それ以来何かにつけてはこことは関わっているような気がする。


　───まあ、樹が代表と仲いいみたいだしなあ。


　これまで氷山の周りにいた人種とはまるで違うが、波長が合うのか頻ひん繁ぱんに食事をしているようで、時折、氷山の口から『アクアルージュ』の代表取とり締しまり役やくである高たか遠とお祐ゆう司じの名前が出てくる。雅也たちよりも四歳年下にもかかわらず、その貫かん禄ろくや威い圧あつ感は『アクアルージュ』の代表であるだけのことはあった。


「……あ、もしかして……」


　ここ最近、氷山が雅也たちとは別行動でよく出かけているのは知っていたが、誰と出かけているのかまでは詮せん索さくしていない。だから、憶おく測そくでしかないのだが、その相手は高遠ではないか、とふと思い至った。


　なかなか他人と打ち解けることのできない氷山が、短期間のうちにそう何人もと知り合って仲良くできるとは思っていない。そのうえ、『恋人』もいるらしいのだ。


「あー、高遠さんの関係者とか……？　ありえるなあ」


　だからこそ、何度も高遠の名前が出てくるのかもしれないし、今日みたいに突とつ然ぜん呼び出されるのかもしれない。もっとも、会社経由で掛かかってきた電話だから、十中八九仕事関係だろうとあたりをつけている。


　応接室に通されて十五分近く待たされているので、思考が変な方向にいっても仕方がない。いつまで待たされるのか一度訊きいた方がいいのかと思い始めたとき、まるでそれを見計らったように扉とびらが開いて、高遠とその補ほ佐さをしている沢さわ井い徹てつ平ぺいがようやく入室してきた。


「お待たせしました」


「いいえ、かまいませんが……。それよりも急に呼び出されたことの方が気になりますね」


　ソファーに座ってすぐ沢井が遅おくれたことを詫わびてくるが、雅也の方はそれをやんわりと制しさっさと用件を切り出す。その性急さに沢井は微かすかに面めん食くらったようだが、さらりと受け流して手にしていたファイルの書類をテーブルの上に広げだした。


「とりあえずは、こちらを見ていただけますか？」


「───これはプレゼン用の書類じゃないですか……？」


　ぐっと眉み間けんに皺しわを寄せ、雅也はきつく目の前に座る二人を睨にらみつける。ゲームソフトのプレゼン書類はおいそれと第三者に見せていいものではない。現に雅也のところは必ず持ち帰るようにしている。ストーリー、キャラ設定、イメージイラスト。どれ一つとっても大事な商品になるからだ。


　だが、雅也がそう考えてはいても、こうやって取引先に置いて帰るところもある。その際、それは社外秘扱いになるというのは、一つの暗あん黙もくの了りよう解かいになっている。だから、今ここで高遠たちからどこのものともしれないプレゼン書類を見せられること自体、雅也にしてみれば冗じよう談だんじゃない、としか言いようがない。


「そのイラストに見覚えはないか？」


「───な……っ」


　傲ごう然ぜんとした態度で高遠が指し示したイラストに、躊ちゆう躇ちよしたあと視線を落とした雅也は言葉を失った。


　色の薄うすいシャーペンのラインは幾いく度どかすべらせたためかぶれたラインだが、それでも人物の線の細さと柔やわらかさを描えがき出している。後ろの背景はフリーハンドで描き出された高層ビル群で、モノトーンの濃のう淡たんだけにもかかわらずその時刻が夕方だとわからせている。


　相手の許可も得ずに雅也はがさがさと書類を捲めくっていった。そして、自分も目を通し、許可を出したモノと同じ書類が半数近くあることに、険しい表情を浮うかべた。


「……間違いないみたいですね」


　雅也の様子で、その書類が盗とう作さくに近い形で持ち込まれたことを確信した沢井が、小さく呟つぶやく。


「何でこんなことが……」


「まったく気がつかなかったのか？」


「───いや。会社内がおかしいのは気がついていた」


　二週間ほど前、内部ネットワークに不正アクセスの痕こん跡せきを見つけたのだ。


　最初に気がついたのは難波で、知らせを受けてすぐに皆見に告げ桐ヶ谷にも知らせた。氷山に知らせなかったのは、こういうことで煩わずらわせる必要がないと思ったからで、他意はない。総に対しては、内部事情をきちんと把は握あくしていないうちにあきらかにして、腹芸ができないと困ると思ったからだ。


　───樹も得意じゃないが、総も無理そうだしなあ。


『噓うそをついています』とあからさまにわかるような態度しか取れない氷山のことを思い出し、ふっと口くち許もとを緩ゆるめた。総は反応が素す直なおだから、噓をつけるかどうか判断がしづらい部分もある。


　不正アクセスが内部───会社のパソコンからされていたこと、資料を漁あさられた痕跡があることから、犯人はほぼ身内だろう。そのことに身構えるな、と言っても果たしてあの二人にどれだけのことができるのか───。


　そんなこともあり、この話は雅也、皆見、難波、桐ヶ谷の四人だけで処理することを決めたのだ。まさか、こんな形で外部から話が舞まい込んでくるとは思ってもいなかったが。


「とりあえず、この書類に関して私どもはそれなりに乗り気な様子を見せたので、余所よそへ持っていくということはないと思いますが……。どこにどう流れるのかわかりません」


「ああ……。───感謝する。が、どうしてこれがウチの話だと気がついたんです？」


　沢井が広げた書類を片づけている手を止め、高遠の様子を窺うかがっていることから、最初に気がついたのは彼だということは、雅也にもわかった。高遠は眼鏡めがねのブリッジを中指で押し上げてから、ぼそりと一言だけ呟いた。


「───そのうちの、ラフ画を見たからな……」


「ラフ画……？」


　綺き麗れいに揃そろえられた書類につっと手を伸のばして、高遠は一枚のイラストを引き出した。線だけでまだ彩さい色しきはされていないが、俯うつむき加か減げんで何かを拾おうと手を伸ばしている少女が描かれている。ラインの細さと柔らかな曲線は氷山特有のモノで、これだけ見ても彼が描いたとわかる。


　───確かに樹はクロッキー帳にラフ画を描いてる。けど、それを見た？　俺たち以外に見せることなんてあるのか？


　示されたイラストを雅也は見ていたがふっと顔を上げると、ラフ画を見ている高遠の口許がわずかに綻ほころぶのが目に入った。その優やさしげな表情に雅也は小さく息を呑のんだ。これまで何度か見たことのある高遠は、尊大な印象に違たがわず傲ごう慢まんな態度を崩くずすことはなかった。それが氷山の話になったときにわずかな変化が見られたのだ。


　不意に先さき程ほどの考えが雅也の脳のう裏りを横切り、深く考えもせずに口を開いてしまう。


「最近、樹がよく出かけるのは高遠さんと、ですかね？」


　ぽろりとこぼれた言葉だったが、高遠の表情を変えるには充じゆう分ぶんだったらしく、柔らかな雰囲気はなりを潜ひそめ、いつもの他人を見下したような、自分ですべての采さい配はいを振ふるっているような表情に戻もどっていた。


「───さあな」


　一言だけを残し高遠は早々と退室してしまうと、残された沢井は困ったように頭を搔かいている。雅也がそちらを見み遣やれば、沢井は溜ため息とともに謝罪した。


「いつもすみませんねえ。高遠には言っておきますので……」


「あ？　いいええ、かまいませんよ。ただ……、彼と氷山、親しいんでしょうかね？」


「───そうですね。オレの知る限りだと、それなりに高遠も気に掛けているみたいですよ」


「そうですか……。でしたら、無理だけはさせないようにと、沢井さんから言ってもらえるとありがたいですね」


　ここしばらく、氷山がまた仕事にのめり込みすぎて、寝ねるのを忘れている節がある。食事だけは総も頑がん張ばっているせいかいつもよりも食べているようだが、睡すい眠みん時間だけは如何いかんともしがたい。だから、できれば高遠にも気を遣つかってもらいたいところなのだ。


「……て、樹もいい大人なのに何を言ってるんでしょうかね。でも、まあ、樹に何かあるとこちらの仕事にも影えい響きようが出てしまいますのでね」


　苦く笑しようしながらも雅也が釘くぎを刺さしてしまうのは仕方ないだろう。仕事にのめり込んでいても、氷山はたまに夕方に帰宅することがあるのだが、家に帰っている様子はなく、どこに出かけているのかさえ、雅也に告げることはない。


　そんなときは多分、新しい『友人』といるのだろうことはわかっている。それが誰だれなのか、未いまだに氷山から教えてもらえないのが少し気になるが、それこそいい年をした大人に対して、交友関係のすべてを把握したがる方がおかしいのかもしれない。


　───けどねえ、樹だからなあ。


　小さい頃ころから雅也の後ろに隠かくれて、自分から何かしたがることが少なかった。だから、氷山が自分から行動していること自体は喜ばしいのだ。ましてや、ここ最近頻ひん繁ぱんに会っているのが高遠だというのなら、彼の尊大さを少し見習って欲しいとさえ思ってしまう。


「高遠も、そちらの仕事の大変さはわかっていると思います。でもまあ、オレも気をつけておきますよ」


「申し訳ないです」


　肩かたを竦すくめるようにして雅也が答えると、お互たがい手の掛かかる者を抱かかえて大変だとでも言うように、沢井も肩を竦めて見せた。どちらからともなく顔を見合わせて小さく笑い合う。


「さて、では、詳くわしい話を聞かせてもらえませんか？」


　だが、雅也はすぐさま雰ふん囲い気きを変えて、今一番必要な情報を沢井から聞き出そうと口火を切った。











「氷山は大人しくベッドの中に入ったのか？」


「ああ───。やっぱり、睡眠時間がまるで足りてないんだろうな」


　自分の家よりも居着いている時間が長いかもしれない氷山家のリビングに足を踏ふみ入れながら、雅也は小さく吐と息いきをもらした。


　氷山家と雅也の実家は隣となり同どう士しだ。氷山の祖母が生きていた頃から足あし繁しげく通っていた。だが、その祖母が亡なくなり、諸事情で氷山がこの家を祖母から受け継ついだあとは難波と皆見も入り浸びたるようになったのだ。


　台所にはそれぞれ専用の食器が置かれているくらいだといえば、どれほどこの家に皆が入り浸っているのかがわかるだろう。


　このリビングは、祖母の好みにより畳たたみが敷しかれている。十年近く前に亡くなったのだが、今でもこの家には彼女の気配はあちこちに残っている。環かん境きようが変わることを氷山が嫌きらったせいでもあるが、氷山自身、この広すぎる家を一人で変える気にはなれないと言っていた。


　居間には和室の雰囲気に相応ふさわしい卓袱ちやぶ台だいがあり、その上に載のっていたホットプレートは片づけられ、夕食として食べた焼きそば入り広島風お好み焼きの欠片かけらすらも残っていない。今や酒のつまみとして相応しい乾かわき物と、これからのメインとなる缶かんビールがあるだけだ。


「少しアルコールも入ってたし、すぐに寝たんじゃないの？」


　皆見が新しい缶ビールを開けながら淡たん々たんと言う。四人の中で一番酒を飲めないのが氷山だ。なのに氷山家の冷蔵庫では缶ビールが山のように冷やされている。誰のためなのかは、今の状態を鑑かんがみれば推おして知るべし、だろう。


「じゃあ、詳しい話を聞かせてもらいましょうか？」


「詳しいも何も、向こうも大したことは知らないらしい。書類自体は郵送で送られてきたモノだし、会社は実在しないし。住所と電話番号は今やはやりの貸し机屋らしい」


「……悪戯いたずらにしてはリスクが大きすぎるわね」


　卓袱台に着いた雅也に缶ビールを渡わたしながら皆見は唸うなった。


　会社内部から情報を持ち出したということは、職を失うことにもなる。その危険を冒おかしてまで入手した情報なのに、『売る』ことに関して貪どん欲よくさが見られない。それとなく『アクアルージュ』以外の会社に探さぐりを入れてみたが、それらしい封ふう筒とうは送られていないらしい。


「完全にウチに恨うらみでもあるのか？」


『ちょっとふざけて』ですむような話でもないが、わざわざ貸し机屋を使っているのだ。悪意が強すぎる。誰かが『ブランチライン』の情報を欲しがっていたというなら、こんな形で情報が外に漏もれることはないだろう。


「まあ、これで時間があまりないことだけはわかったがな」


「……今まで情報管理が温ぬるかったのかしらねえ」


「それもあるだろうが、今までの人間は信用できるってことだろ？」


　管理能力の甘さを皆見が口にすれば、難波がやんわりと新しくやってきた人間が関かかわっているのではないか、と暗に告げる。


　雅也が彼らと『ブランチライン』というゲーム会社を立ち上げて、九年目に突とつ入にゆうする。初めは本当にこの四人ですべてをやってきた。だが、名前が知られるにつれて手が回らなくなり、少しずつ関わる人間を増やしていくことになったのだ。そして、今年はプログラマーとして佐藤が、事務員として総が加わった。


「───総は違ちがう」


　ぽつりと雅也は言い切った。もともと総はちょっとした成り行きで雅也が入社を決めた。人事に関しては誰に権限があるわけではない。人手が欲しいと口にして特に反対がなければ、誰かが引っ張ってくるのだ。


　桐ヶ谷は皆見が拾ってきたし、契けい約やくプログラマーたちは押し掛けてきた者と難波が引っ張ってきた者、雅也が拾ってきた者とで構成されている。


　それを考えれば、総が『ブランチライン』に入社したことは、予想外と言える。皆見に事務員が欲しいと言われて、初めはバイトにしようかと考えていたのだ。それを正社員にしたのは、相手が総だったからだ。


　隠し事ができそうにもない、あの性格をも合わせれば、情報漏ろう洩えいに関わっているとは到とう底てい考えられない。


「セキがそう言うのなら、しばらく様子をみましょうか。内部犯だって、今断定するのも早い気もするし」


　どうして総が省かれたのか、皆見も難波も訊きこうとはしない。ただ、雅也のことを信しん頼らいしているからその判断にも一目おいていると、明確な言葉にしなくても、態度で示しているのだ。


「確実な証しよう拠こがないからな……」


「資料やデータの管理を徹てつ底ていさせるしかないわね」


「パソコンのセキュリティにはオレが手を加えておこう。痕こん跡せきが必ず残るように仕し掛かけてもいいかもしれない」


「すまないな」


　ただわかっているのは、内部犯の可能性が高いこと、不正アクセスの痕跡がそれなりに消去されていたこと、入手した情報で利益を得ようとしたわけではないこと。目的がはっきりとしない悪意を向けられている状態でしかないのだ。


　手の込んだ、というか遠回しに打だ撃げきを与あたえる遣やり方は、総の性格にはまるで合わない。


　ふっと雅也の口くち許もとが緩ゆるむ。


　───総なら、面と向かって言ってくるだろうな。


　目に力を入れて睨にらみつけてくる総は、表情を隠そうとはしないためか、思っていることがそのまま仕し種ぐさに表れるのだ。バイトで客商売をしていただけのことはあり、営業スマイルはできるみたいだが、よく見れば頰ほおが強こわ張ばっているし、目が怒おこっていたりする。


「……総じゃないさ……」


　ぽつりと呟つぶやいた雅也の言葉は、誰の耳に入ることもなく、宙に消えていった。











　総はキーボードの上で忙せわしなく動かしていた手を止めて、口をついて出てきそうになった溜ため息を無理矢理呑のみ込んだ。ここ最近の『ブランチライン』内の雰囲気はどうにもいただけない。総が好きだった、身内的な気安い雰囲気は消え失うせて、ぴりぴりとした神経質な空気があたりをとりまいている。


　───なーんかなあ……。皆見さんも、桐ヶ谷さんも、落ち着かないっていうか……。


　事務室で一いつ緒しよにいる時間が長い彼女たちの雰囲気が一番わかりやすい。物音がするだけで鋭するどい視線を投げることもあれば、緊きん張ちようした様子でモニターを一心に覗のぞき込んでいたりする。


　だが、プログラマーたちは気がついていないらしく、いつもと変わらない様子で仕事に来ている。何でもまだ詰つめの段階ではないため、来ている人数は少ないらしい。そのためか、泊とまり込みが一いつ切さい禁止されたと、彼らが言っているのを聞いた。


　───多分……、それは氷山さんのせいだとは思うんだけど……。


　一段と帰宅時間が遅おそくなったと、雅也が氷山をたしなめている現場に幾いく度どか居合わせているのだ。しかしそれを口に出して言うほど総も馬ば鹿かではない。その場は黙だまってやり過ごしていた。


　再度出てきそうになった溜め息を無理矢理呑み込んで、時間を確かく認にんすればそろそろ昼食を摂とっても差さし支つかえのない時刻だ。総はぱたぱたと今まで作製していたデータを保存して、昼食に出かける準備を始める。


　前は会社内の応接室で皆見たちを交えて食べるのが楽しかったが、今の雰ふん囲い気きでは外に出る方が気楽でいい。


「皆見さん、昼食べに行ってきます。氷山さん連れてきますんで」


「───わかったわ。栄養つくものを摂らせてね。今から夏バテだなんて冗じよう談だんじゃないから」


「りょーかい、でっす」


　元気に返事すると、総は携けい帯たいと財さい布ふだけを持ってプログラム室へと向かう。氷山を連れての食事は、領収書をもらって帰ると雅也か皆見から返金がくる。要するにどちらかの奢おごりとなるのだ。この昼食代がそれなりに総の財布の手助けになっているのは言うまでもないことだろう。


　扉とびらを叩たたいて返事を待つまでもなく中に入っていく。パーティションで仕切られているため、相変わらず誰だれが何をしているのか、一見してはわからない。小さく声が掛かかったときだけ、挨あい拶さつを返して氷山の席へと歩いていった。


「ひっやーまさん。ご飯ですよ」


　一応声を掛けるのは確認のためだ。いつものようにモニターと氷山の視線の間に、手を差し入れて画面を遮さえぎると、氷山の身体からだがぱっと後ろに引いて、あたりを見回した。


「……あー、お昼……？」


「そうですよ。ちょっと暑いけど、外に出かけましょ。栄養がついて喉のどごしがいいものってことで、天てん蕎麦そばなんかどうです？」


「……ん。待ってて」


　ワンテンポ遅おくれて返事する氷山に、総は何も言わず頷うなずく。小さく息を吐はき出した氷山は外部ディスクにデータを保存して、ハードにもデータを保存したあと、システムロックをかけてしまう。


　今まで氷山は自分のパソコンにロックを掛けたことがないらしく、最初はもたついたり忘れたりしていたが、これも皆見が徹底させたことでどうにか一連の流れに組み込むことができたらしい。


　きちんとロックが掛かったことを確認して、氷山は携帯だけを持って立ち上がった。そこへ不意に近寄ってきたのは、佐藤だった。鼻で笑うような表情でこちらを見ている。


「───暢のん気きに外食？　こんなときにいいご身分だね」


「こんなときって何だよ？」


「そんなことも知らないんだ。……氷山さんも知らないの？　ふん、当然か」


「さっきから……、何だってんだよっ」


　意味深長なことばかり呟く佐藤に、総は食ってかかった。ここしばらく続いている会社内の神経質な雰囲気が総を落ち着かない気分にさせていたし、苛いら立だたせてもいた。それに拍はく車しやをかけるような佐藤の言動に、とうとう総は我が慢まんの限界がきたのだ。


　無言のまま睨み合っていたが、意外にも佐藤が先に目線を外し二人を無視して自分の席に戻もどっていった。総は一いつ瞬しゆん拍ひよう子し抜ぬけしたが、すぐさま佐藤のあとを追いかけようと一歩踏ふみ出した。なのに、それ以上進めず咄とつ嗟さに後ろを振ふり返れば、氷山がＴシャツの裾すそを握にぎっていた。


「なに……？」


「もう、いいから行こう？」


　ひそひそとプログラム室内にいる他ほかの人の目を気にするように囁ささやいて、氷山が退室を促うながすが総はそれでは納なつ得とくできない。眉み間けんに皺しわを寄せ氷山を見つめ返すが、氷山は黙って裾を引っ張り部屋から出ていこうとしている。


　ここで氷山と口論しても仕方ないのは確かなので、総は渋しぶ々しぶとプログラム室から出て事務室も通り抜け、エレベーターホールに辿たどり着くまで、むっと押し黙ったままだった。周囲に誰もいないことを確認して、ようやく口を開く。


「何で、黙っているんですか？」


「う……ん……。僕のことはいいんだよ。それよりも、上村くんと佐藤くんの関係が拗こじれる方が嫌いやなんだ」


「拗れるも何も、最初から向こうが突つっかかってきてるんです。今いま更さらですよ」


　躊躇ためらうように言葉を紡つむぐ氷山に、総は呆あきれた吐と息いきをもらす。総から見れば佐藤とのスタートラインはこれ以上ないほどひどいモノだったのだ。良くなりようもない。それよりも、自分のことにはまるっきり無む頓とん着ちやくな氷山の方が心配になる。


「いいですか、黙っているって言っても、限界くらいありますよ？　関口に言うのが嫌でも、氷山さんが自分で佐藤に言ってやればいいんだよ」


「ん……。でも、僕は誰かと争うのは嫌だな……。だったら我慢する」


　きゅっと口唇くちびるを嚙かみしめながらも氷山はまっすぐに総を見つめてきた。こういうときだけ、紅茶色の瞳ひとみは逸そらされることなく見つめ返してくる。


　───あーっ、もうっ。


　項うなじをかりかりと搔かいて俯うつむくことしか総はできない。居い心地ごこちのいい会社を佐藤一人のためにふいにするのは惜おしいが、いつまでも続くようなら全面対決も辞さないつもりだ。だが、自分と佐藤のもめ事に氷山を巻き込むことだけは避さけたいのだ。


「氷山さんがそう言うなら、もう少し待つけどさ……。本当に、耐たえられなくなったら言ってくださいよ？」


「わかってるって。……ありがとう……」


　小さく笑う氷山に、総は溜め息をつくしかない。幾いくら言葉を重ねても、氷山が自分に愚ぐ痴ちや悪口を言ってくることはあり得ないだろう。だが、きちんと言葉にしておかないと、氷山の場合ずっとうじうじと一人で抱かかえ込んでいるような気がしてならない。


「氷山さんのこと、大事だって皆見さん、言ってましたよ」


「え？　僕なんか、どうとでもなるよ。代わりの人なんかいっぱいいると思うんだけど……」


「そんなことないでしょうに。氷山さんが氷山さんだから、今までやってこれたんじゃないですか？　ええと、そろそろ九年目でしたっけ？　結構長いですよ、九年て」


　自分を過小評価する氷山を元気づかせるために、ぱしぱしと肩かたを叩く。そんなに力を入れた覚えもないのに、受け止めかねた氷山はその場で踏鞴たたらを踏む。


「でも、本当に僕は何もしてないんだよ？　反対に好き勝手させてもらっているのに……」


「本当に自分勝手にしてたら、関口が何も言わないはずないでしょうが。氷山さんはそのままで大だい丈じよう夫ぶだって。それよりももっと、自分がどうしたいのか言った方がいいんだってば」


「そ……う、かな？」


「氷山さんの場合、もっと我が儘まま言っても平気。それで普ふ通つうくらいになりそうだ」


「そんなことはないと思うけど……」


　自分の言葉にどうしたらいいかわからず、おろおろと視線を彷徨さまよわせながらもはにかむように笑った氷山がひどく幼く見えて、総は一瞬呼吸を忘れた。そして、その瞬間を狙ねらったかのように、エレベーターの扉が開いた。


「あれ、樹と総か。何だ、これから飯か？」


「雅也。そうだけど……。雅也は食べたの？」


「あー、まだ。一いつ緒しよしてもいいわけ？」


「うん。大だい歓かん迎げいだよね、上村くん」


　目の前に現れた雅也に総の心臓は波打ったが、どうにか顔に出すことなく頷いておく。雅也は今し方出てきたばかりの狭せまい箱の中に逆戻りして、三人で昼食を摂りに行くことになった。


「何を食べるつもりだったんだ？」


「お蕎麦。天てん麩ぷ羅ら付きのやつ」


「ああ、その方がいいな。蕎麦だけよりもマシだろ」


　くしゃりと氷山の髪かみを撫なでる雅也の手つきに、総の視線は釘くぎ付づけになった。確かに氷山の食事を気に掛けないといけないのはわかるし、幼おさな馴な染じみだからこそのスキンシップだとわかる。なのに、氷山に対して気き遣づかうような優やさしさを見せる雅也を、直視できないでいる。


　しかも、一歩近寄れば触ふれあえるほどの距きよ離りにいながら、雅也の意識は自分に向いていないのだ。そのことを思い知らされているようで、総は口唇を嚙みしめる。


　───氷山さんを気に掛けるのは、幼馴染みだからだし、大事な仕事任されてるからだしっ。


　雅也が氷山にかまう理由を必死になって見つけ出しては、自分自身に言い聞かせるように繰くり返していることに、総は気がついていない。だから、それがどんな感情から派生しているのかなんてことにまで、意識が回るはずもなかった。











　エレベーターが止まるわずかな衝しよう撃げきにさえ、総は思わず顔をしかめてしまった。頭の奥にまで響ひびくような疼とう痛つうははっきり言って好きじゃない。それどころか、久しぶりに感じるため、余計に鬱うつ陶とうしくて仕方ないのだ。


　───あー、二日ふつか酔よいだなんて、いつ以来だ……？


　普ふ段だんならこうならないように気をつけて飲んでいるのだが、ここ数週間のストレスのためなのか、箍たがを外してしまったらしい。飲んだのは金曜日の夜から土曜日にかけてだが、その土曜日も済なし崩くずし的に酒と遊びに費ついやしてしまい、日曜日は自じ堕だ落らくにベッドの中で過ごした。それでも未まだその影えい響きようが残っている。


　重い足取りで外廊ろう下かを歩き、やっとの思いで『ブランチライン』にまで辿り着く。


　二日酔いだけではないもやっとした気分は、ここのところ総の中に巣くっているモノだ。それと向き合うことを無意識のうちに総自身が避けているためか、スチールドアの前で足を止め逡しゆん巡じゆんするのは、二日酔いでばつが悪いからだと総は思い込んでいる。


　───……あー、中に入りたくないなあ……。でもなあ……。


『ブランチライン』に勤め出してそろそろ二ヶ月が終わろうとしている。佐藤のことがあり、百点満点とは言えなかった会社だが、ここで働くことはそれなりに満足していたはずだ。その雲行きが怪あやしくなり出してから、総の感情は落ち着かない。


　佐藤のことは無視していればすむのだが、氷山と一緒にいる時間が長くなり出すと、ちょっとしたことで感情の起き伏ふくが激しくなる。


　それでもこんなことで職をふいにするのは馬ば鹿からしいことくらい、総にだってよくわかっているのだ。給料もそこそこで、環かん境きようも悪くない。それこそ、佐藤が皮肉気に『どうしておまえが』という言葉に、同意してしまいたくなるくらい、『ブランチライン』の仕事は自分には過ぎたモノだ。


　───関口に感謝しているのは確かだし。……行くかっ。


　時折ぶり返す疼痛を無視し、総は意を決してドアを開けた。


「おはよーございまっす」


　一応自分に課した九時出勤にはぎりぎり間に合う時間で入り込んだ室内だったが、一歩入ったところで、総は足を止めた。珍めずらしい人物が珍しいところに立っていたため、総はどう反応していいのかわからず、その場に立ち尽つくす。


「何やってんだ？」


　掠かすれた声しか出なかったのは総にしてみれば屈くつ辱じよく的だが、呆ぼう然ぜんとしているだけよりはよくやったと言えるかもしれない。


「───何でもないよっ」


　がさがさと佐藤が手にしていたクリアファイルを総の机に戻もどしていく。乱暴な手つきのためか、机の上に重なっていた書類の山が崩れ落ちる。


　───週末、机の上はきれいにして帰らなかったか？　皆見さんが仕事置いたのかな？


　徹てつ底ていしたデータ管理を申し渡わたされ、机を離はなれるときは必ず処理は机の引き出しに入れて鍵かぎを掛かけたし、パソコンもロックするようにしていた。ちらりと自分のパソコンに視線を遣やったが電源は入っていない。


　───てか、今日は誰だれが出社してんだ？


　大たい抵ていの場合、皆見か桐ヶ谷が一番に来て会社の鍵を開けておく。事務所の鍵は代表の雅也を筆頭に女性陣じん二名と難波の計四人しか持っていない。氷山に持っていないのかと訊きいたところ、『一人で会社に残ることはないからいらない』との返事がきた。


　なので会社の鍵を開けたのが誰なのかと事務室内を見回したところで、社長室の扉とびらが開いた。


「ああ、来たのか。おはよう。て、佐藤か？　珍しいな」


　徹てつ夜や明けなのか、いつもは括くくられている茶ちや髪ぱつが結ばれることなく垂れている。のんびりとした仕し種ぐさでぼさついた髪を手て櫛ぐしでどうにかしようとしているらしいが、いっかな収まる気配を見せない。だが、雅也の登場に過か剰じよう反応したのは佐藤だった。


　慌あわてて身体からだを捻ひねったためか、崩れて机の上に広がっていた書類の山が、佐藤の手に当たりがさりと音を立てて床ゆかに散らばる。


「ったく、何やってんだ」


　軽く舌打ちしてその書類を拾うために総は足早に佐藤に近寄った。そして書類を拾おうとして伸のばした指先がそれに触れる前に止まる。雅也の陰かげに氷山が立っていることにようやく気がついたのだ。


　挨あい拶さつをしようと屈かがめた身体を伸ばしたとき、佐藤が総の拾おうとした書類を素す早ばやく拾い上げ、自分が持っていたファイルの下に重ねた。自然な行動に見えたが、何か違い和わ感が湧わき起こり、まじまじと佐藤を凝ぎよう視しする。


　ふっと佐藤の口角が微かすかに持ち上がり、嘲あざけるように笑った。ちょうど雅也と氷山に背を向けているためか、その嘲ちよう笑しようは総しか見ておらずぞくりとした悪お寒かんが背筋を走り抜ぬける。強しいて言えば、悪意の塊かたまりが肌はだの上を撫でつけて行った、そんな不快な感かん触しよくだけがあとに残った。


　───何だ……？


　瞠どう目もくして見つめ続ける総の視線の先で、佐藤はゆっくりと口を開く。


「あれ、このファイル……。この間、関口さんが徹夜でまとめていたものじゃないですか？　プログラム室でわざわざご自分で資料集めからしていたやつですよね？　この資料に僕、見覚えがありますもの」


　そう言って佐藤は自分が最初から持っていたファイルの中身を取り出した。


　佐藤の言っていることが瞬時に理解できなかった総が訝いぶかしげに眉み間けんに皺しわを寄せるが、佐藤の確信に満ちた、堂々とした口調が静まりかえった事務室内に響き渡る。


「でもこれ、関口さんは極ごく秘ひ扱あつかいにするからって、僕に資料持ち出しのことを黙だまってるようにって言ってましたよね？　どうして上村のところに書類があるんです？」


　歪ゆがんだ口くち許もとが楽しそうに言葉を重ねていき、ようやく佐藤が何を言いたいのか総にも呑のみ込めた。


「な───っ。どういう意味だっ、それはっ」


　すぐ傍そばにいる佐藤の胸座むなぐらを摑つかむと、大おお仰ぎように佐藤は痛がり手にしていたファイルを偶ぐう然ぜんかのように取り落とした。総の指先から掠め取った書類もろとも、雅也の足許に飛ばされていく。


　なめらかな動作で、雅也がそのうちの一枚を手に取った。屈んだためか、総からは雅也の表情は窺うかがえない。だが、雅也が書類から顔を上げたときそこには何の感情も浮うかんでいなかった。


「───すべて拾え。枚数が揃そろっているか、ナンバーも確かく認にんするんだ」


　淡たん々たんと告げられる雅也の言葉に、佐藤が勝ち誇ほこったような笑えみを浮かべた。


「佐藤っ、てめえ───っ」


　摑んでいた胸座を揺ゆさぶろうとした手に、大きな手の平が重なる。はっとして持ち主を見上げれば、いつもは陽気に和なごんでいる垂れ気味の双そう眸ぼうが、冷静に総を見つめている。


「手を離せ。それから───、総はしばらく休んでおけ」


「え───？」


　不意にもたらされた言葉に、総は目を瞬しばたたく。雅也が何を言っているのか、先さき程ほどの佐藤の言葉以上に理解できなかった。呆然と雅也を見返しているあいだに、雅也の手に促うながされて佐藤から手を離す。力無く両りよう脇わきに垂れた腕うでを、雅也がぽんと軽く叩たたいた。


　今までなら、雅也のその仕種は気心の知れたスキンシップの一つとして受け入れただろう。だが、今の総にはその仕種は自分をたしなめるためのモノだとしか受け取れない。


「俺がいいって言うまで休きゆう暇かだと思っておくんだ」


「……」


　じっと目を覗のぞき込まれるようにして言ってくる雅也を総は凝視することしかできない。言外に意味を含ふくませていることはわかっている。だが、それが違っていて欲しいと思うのはいけないことだろうか。


　───……自宅謹きん慎しんってことだろ……？　どう考えてもそういうことだよな……っ。


　悔くやしくなりぎりっと口唇くちびるを嚙かみしめる。きちんとした状じよう況きよう把は握あくが総にはできていないかもしれないが、雅也の言いたいことだけはしっかりとわかった。きゅっと細められた目と、寄せられた眉まゆ根ねで、雅也が不ふ機き嫌げんになっていることが見て取れる。


「───きちんと、説明しろよ。そう言うだけの根こん拠きよを示せよっ」


　漠ばく然ぜんとした不安感と、訳のわからない焦しよう燥そう感から総は叫さけんだ。ぎっときつく雅也を睨にらみつけると、当の本人は渋しぶい顔で何かを言おうとして口唇を動かしているが、結局は小さく息を吐はき出した。


「……それに関しての情報が、外に漏もれたんだ。どうやって漏れたのか……、何が目的なのか……、はっきりしたことは、何一つわかっていない」


　掠れたような声で、考えあぐねているように所々詰つまらせながらも呟つぶやかれたことを理解して、総は呼吸を止める。総は口許を歪めながらも、自分の喉のどから低く唸うなるようにもれた言葉を、どこか遠いところで聞いた。


「それを───、オレがやったとでも言いたいのか？」


　その言葉に雅也は弾はじかれたように顔を上げて手を伸ばそうとしたが、その手が総に触ふれる前に、佐藤の声が意地悪くその場を支配した。


「きみの机から落ちたファイルじゃなかったの？」


「うるせえ───っ」


「───総っ」


　ばっと踵きびすを返し、雅也の呼びかけすらも無視して総はその場から駆かけ出した。その場から去るのは得策ではない───きちんと反論しないと情報を持ち出したのは自分だと認めてしまうようなものだと、総自身にもわかっていたがあれ以上、雅也と一いつ緒しよにいたくなかった。


　エレベーターの降下ボタンをがつんと力強く押せば、すぐさま扉は開き始めた。いつもならば気にならないのろのろとした速度は、総の苛いら立だたしさに今は余計な拍はく車しやを掛けるだけだ。半分も開かないうちに中に乗り込むと、閉ボタンと一階のボタンを立て続けに押す。


　雅也が追いかけてこないうちに手の届かないところへ逃にげ出すことしか考えていない。


　一階に着いてすぐにエントランスホールを抜け、十分ほど前に重たい足取りで歩いてきた道を、今度は一歩一歩踏ふみしめるようにして早足で戻っていく。電車を乗り継ついで自分のアパートに帰り着いても憤いきどおりは身の内に残ったままで、二日ふつか酔よいの疼とう痛つうと雅也に対する怒いかりとで、総の気分は落ち着かなかった。


　エアコンを点つけてから狭せまいユニットバスに逃げ込むと頭から水を被かぶる。


　外の暑さのためか、それとも雅也に信用されていないことがわかったためのショックからか、頭に上っていた血が幾いくらか下がってくる。それでも、雅也に疑われたことが重石おもしのように総の奥底にのしかかっていた。


「あーあ……。結構、いい職場だったんだけどなあ……」


　シャワーの水音に紛まぎれて呟いてみたが、何を言っているのか総自身はきちんとわかっている。


　できれば辞やめたくないが、雅也に拾われて入った雅也の会社だ。なのに、雅也に疑われたのでは話にならない。自分は情報を流出させていないが、それを証明するような手立てはない。あるとすれば真犯人を挙げることくらいだが、総一人でそれをするには無理がある。


　きゅっとシャワーのコックを捻り水を止めるとバスルームから出た。ほどよく冷えた室内のためか、今度は急に寒く感じてしまい慌てて服を着込む。はあ、と大きく溜ため息をついたあと、棚たなから便びん箋せんと封ふう筒とうを取り出した。


「───退職願かあ。まさか、自分が本当に書くはめになるとは思わなかったな」


　テレビや小説の中では時折みかけることのあるそれを頭に思い描えがき、総は小さく笑い出す。想像でしかなかったモノが、目の前で現実になろうとしていることがおかしかった。テーブルを前に座っている今でも、どこか現実味がない気がする。


　ボールペンを手になんとなくそれらしい文を書こうと思っているのだが、なかなか最初の一文字目が書き出せない。これを書いてしまえば、後あと戻もどりができなくなるのだ。


「……もう、関口と会うこともなくなるのか……」


　最近は氷山のおまけ的要素が強かったが、それでもよく一いつ緒しよにご飯を食べていた。何のかんの言っては、からかうようにかまってきていた。目上に対するような言こと葉ば遣づかいじゃなくても顔をしかめることなく、ぽんぽんと言葉の応おう酬しゆうを楽しんでいた。


「……寂さびしい、かなあ……。───て、え？」


　雅也に疑われたことや、つながりがなくなったことが、ひどく総を落ち込ませている。そのことにようやく総自身が気がついた。自分自身をごまかすように、職がなくなったことにだけ意識を集中しようとしたが、一いつ旦たん自覚したことを偽いつわるのは難しい。


「だから、逃げ出した、か……」


　がしがしと濡ぬれ髪がみを搔かいて総は溜め息をつく。自分がどうして犯人探しよりも、あの場から逃げ出すという選せん択たくをしたのか、これで説明がつくのだ。雅也が自分のことを信用してくれていなかったことが、悲しくて、むかついたのだ。


　だが、今いま更さらそれがわかったところでどうしようもない。再度溜め息を吐き出して、何も考えずにボールペンを動かしていく。最後に署名して間ま違ちがいがないか見直せば、心持ち大きめに書いた『退職願』という文字がやけに目につく。


　実質二ヶ月あるかないかの短い就業期間だったが、初めの会社のようにすぐさま気持ちを切り替かえることは無理かもしれない。


「……働かないと生きてけないしな。まーた、フリーターか。がんばるか」


　便箋を丁てい寧ねいに折り畳たたみ封ふう入にゆうすると、宛あて先さきを表書きしたところでボールペンを置いた。さすがに切手までは揃っていない。コンビニで切手を買い投とう函かんしたあと、『ブランチライン』に勤めるまでバイトしていたダイニングバーへ、人手が足りているかどうか訊ききに行こうと、総は心を決めた。











「───総っ」


　雅也はもう一度呼びかけたが、聞こえなかったのか、聞くつもりがないのか、総は立ち止まることなく、外廊ろう下かへと消えていった。鞄かばんを置くこともなく出ていった総を追いかけていきたいが、そういうわけにもいかない。


「逃げ出しましたね。あれじゃあ、上村がしたと認めたも同然ですよねえ」


　口くち許もとを歪ゆがめながら、何が楽しいのか佐藤はくつくつと笑っている。床ゆかに落ちた書類を拾ってはいるが、どこかぞんざいな態度に雅也は微かすかに眉まゆをひそめた。


　───総じゃないってことは、俺が一番言いたいことなんだよ。ファイルは総の手から落ちたんじゃない。机から落ちたってとこが問題だしな。


　今朝、氷山とともに出社したときにはもう書類が積まれていた。週末最後に帰宅したのは難波で、どういう状態だったかまだ確かく認にんはしていない。


　───余計なことに巻き込まれないよう、休んどけって言ったつもりだけど……。あの顔は誤解しただろうな。


　逃げることなくきっと見み据すえてくる双そう眸ぼうは、総が疚やましいことなど何一つしていないことを物語っているし、嚙みしめられた口唇は憤りの強さを表している。


　もっとも怪あやしいと思っている佐藤の目があるからと、明確な言葉で総を擁よう護ごも否定もできなかったことが、気にかかるも、総の血の気の引いた顔を思い出すと、雅也は取り返しのつかないことをしたのではないかという後こう悔かいにも似た、苦い感情の波にさらわれてしまう。


　それでもどうにか足許の書類を拾っていると、横から手伝っていた氷山がぽつりと口を挟はさんできた。


「……それは、佐藤くんが決めることじゃないよ。上村くんは違う」


　俯うつむいたままだったが、氷山の口調はきっぱりとしていて迷いがなかった。だが、氷山のその発言は佐藤の気に障さわったらしく、ゆっくりと身体からだを起こした佐藤は小こ馬ば鹿かにしたような目で氷山を見て言った。


「───何を言ってるんです？　あなただって、今、上村が逃げ出したところを見ているじゃないですか」


「だからといって、上村くんがしたとは限らないよ」


「あなたがそんなふうにぼっとしているから、データをいじられたところで気がつかないんですよ。自分の管理不備をこちらに回さないでください」


　話の矛ほこ先さきがいきなり変わったことについていけず口くち籠ごもった氷山を横目に、佐藤は涼すずしい顔で書類を拾っていく。床に落ちた分はなくなり、あとは総の机の上に残っている状態だ。


　まるで意味なく氷山に突つっかかっている佐藤に、雅也は出てきそうになった溜め息を呑のみ込んだ。彼がどうやら自分に傾けい倒とうしているらしいということはわかっていた。紹しよう介かいされた手前と人手はあってもよかった時期とが重なったため契けい約やくしたが、いかんせん彼は自分に傾倒しすぎていると思っている。


　───昔からこの手の人種は周りにいたからなあ……。


　あしらい方はそれなりにわかっているし、彼らが氷山にどういう態度を取るのかも知っている。だからこそ、氷山を傍そばから離はなさなかったというのもあるが、先さき程ほどの遣やり取りを見るに、氷山の方でも自分から動こうとしているのかもしれない。


　───まあ、佐藤の矛先が総だったからな。樹の場合、自分に向かってたら我が慢まんしちまうだろうし……。


　そこまで考えて、ふと佐藤の棘とげのある台詞せりふを思い返す。もしかしなくてもこれが初めてではないのだろう。皆見や難波が何も言ってこないことも合わせれば、佐藤はかなり巧こう妙みようにちくちくと口にしていたことになる。


　顔の向きを変え視線だけでじっと観察していると、氷山が綺き麗れいに揃そろえた書類を佐藤はひったくるようにして奪うばい、さも自分が拾い揃えたかのようにして雅也の前に差し出してきた。


「どうぞ。全部揃っていると思いますが、関口さんが確認してください」


「───わかった」


　受け取った書類を一枚一枚確かめるように捲めくっていくが、思考は別のところに飛んでいる。自分の手から書類を奪われた氷山は、戸と惑まどったように視線を揺ゆらしたまま、何を言うでもなくその場に留とどまっている。


「これでいい。助かった」


　雅也の言葉に佐藤は満足気に笑ったが、続いた台詞に顔を強こわ張ばらせた。


「佐藤は仕事に戻もどれ。樹はこっちにおいで」


　ぎっと氷山を睨にらみつけると、佐藤は足音も荒あらくプログラム室に戻っていく。一方睨みつけられた氷山は身体を震ふるわせて、未まだ動けないでいるようだ。宥なだめるように薄うすい色素の髪かみをくしゃりと撫なでつけると、社長室に促うながす。


　扉とびらが閉じられ二人になった途と端たん、氷山は大きく安あん堵どの吐と息いきをついた。その様子に雅也は小さく微笑ほほえみながら、受話器を取り上げ皆見と難波に連れん絡らくを付けた。今朝の出来事と佐藤のことを話し合わなければならないだろう。二人ともしばらくすれば出社することがわかり、来たらすぐに社長室へ来るよう言っておく。


　そして、ようやく氷山と向き合った。


「佐藤は、いつもあんな感じなのか？」


「え？　あ……、ち、違うけど……」


　のんびりとした口調で話しかけた雅也に、氷山はきょときょとと視線を彷徨さまよわせながら否定の言葉を口にした。だが、どこからどう見ても氷山の態度は落ち着きがなく、噓うそをついていると態度が示していた。


「そうか……。少し考えないとな」


「あ、でも、本当に上村くんは違うよ。悪いことなんてしてないっ」


「わかってるって。俺だって総のことは信じてるから安心しろ」


　自分が佐藤にされていることよりも総の心配をする氷山に、雅也は安心させるよう笑いかける。先程の態度といい、佐藤と総のどちらを取るかだなんてことは、考えるまでもない。だが、わからないのは───。


「動機なんだよなあ……。何で佐藤がそんなことをする必要があるんだ？」


　純然たる悪意でしかない情報漏ろう洩えいが、佐藤の利益になるとは思えない。愉ゆ快かい犯はんとして考えるには、佐藤の態度が合わない。愉快犯ならもっと大々的にするか、ねちねちと楽しんでいそうな雰ふん囲い気きが佐藤にはある。


「本当に、上村くんがしたんじゃないって、思ってる？」


「ああ。だから、おまえはもう心配するな」


　安心させるようにもう一度笑ってくしゃりと氷山の髪を撫でた。そこでようやく、ゴムが緩ゆるみ結び直そうとしていた髪がそのままだったのを思い出し、雅也はきゅっと髪を括くくり直した。大きめの机の上には朝食にしようと途中で買ってきたサンドイッチとコーヒーが載のっている。


「とりあえず、あとは皆見たちが来てからだ。ほら、きちんと食べておけ」


　わざわざ氷山お気に入りのコーヒーショップで買ってきたのだ。これで氷山に食べさせるのを忘れたら元も子もない。社長室に置いてあるパイプ椅い子すを引っ張り出してきて氷山を座らせ、目の前でサンドイッチを広げてやる。


　いつもはクッキーだけという氷山に、目で食べるように促せば渋しぶ々しぶと手を伸のばし始めた。それを見て、満足気に頷うなずき自分も食べ出す。半分ほど食べ終えたときに、ようやく待ち人が姿を現した。


「おはよう。あら、ちゃんと食べてるのね」


「ん……。朝からこんなに食べられないのに……」


「あなたは食べなさすぎ。もうちょっと食べて太りなさい」


「───ん」


　皆見のからかうような言葉に、逡しゆん巡じゆんしたものの氷山は小さく頷いて一生懸けん命めい手にしたサンドイッチを口に運んでいく。


「で、どうなってるんだ？」


「間ま違ちがいなく、佐藤、だな。証しよう拠こはないが」


「証拠がないのに？」


　難波のどこか推おし量るような口調に、雅也は黙だまったまま煙草たばこに火をつける。皆見はそれに口を挟まず、自らも煙草を銜くわえた。


「上村くんじゃ、ないよ」


　何も言わない雅也に焦じれたのか、考え込むような重い雰囲気を壊こわすように氷山が強い口調で言い切る。そんな氷山の態度に、皆見と難波は微かすかに驚おどろいたようだが、表面上は穏おだやかに首しゆ肯こうする。


「氷山が懐なついているものね。上村じゃないのは確かだわ」


「だが、佐藤だと断言できるような証拠がない」


　紹しよう介かい者しやの手前、理由もなしにいきなり解かい雇こすることはできないし、佐藤が一番納なつ得とくしないだろう。あの手の輩やからのしつこさは、学生時代に辟へき易えきしていたものでもある。雅也は数口しか吸っていない煙草を灰皿に押し潰つぶす。


「しばらくは様子見しかできない、か……。食べ終わったか？　だったら樹も仕事に戻れ。それから、佐藤にされたり、言われたりしたことは逐ちく一いち報告しろ、いいな？」


「え？　あ、でも……」


「総じゃないなら、佐藤だ。その証拠集めの一いつ環かんだ。ちゃんと言うんだぞ？」


「───わかった……」


　先程の佐藤との遣やり取りが日常だと氷山自身が認めたようなものだが、そこまで気が回っていないらしい。総のための報告だと言葉を換かえれば、氷山はいとも容易たやすく頷いた。そして片づけようとする氷山を皆見が止めて、早々に彼の退室を促した。これから先の話に彼はいない方が都合がいい。


　微かすかな音とともに氷山が出ていくと、雅也は新しい煙草にまた火をつけた。


「───で。氷山を追い出して何がしたいのかなあ、セキは？」


　にんまりと皆見が口くち許もとを緩ゆるめ、紫し煙えんを吐はき出す。


「佐藤の動向に注意しろ。樹に突っかかっている」


「ああ、そっちの方ね。了りよう解かい」


「そっち？　何だ、樹以外にも何かあるのか？」


「上村によ。どうも、自分じゃなくて上村が正社員になったことが許せないみたいで、時々険悪な雰囲気になってたわよ？」


「はあ？」


　考えてもいなかったことを言われ雅也が間ま抜ぬけな声を上げると、皆見は面おも白しろそうに身を乗り出してくる。


「同じ部屋にいる時間が長いでしょ？　だからわかったんだけど、佐藤が出てくると上村が微び妙みように苛いらつくのよね。まあ、それでわかったようなものだけど……」


　上村も何も言わないから、ちょっと聞き耳立ててただけなんだけどね、と皆見は暢のん気きそうに笑う。すると難波も微かに嘆たん息そくして、言葉を重ねた。


「それらしいことかどうかはわからないが、プログラム室でも佐藤がわざわざ近寄っていくことはあったぞ」


「マジかよ……」


　優ゆう雅がな仕し種ぐさで煙草の灰を落とし、皆見が横道に逸それ掛かけた話を元に戻す。


「で、話はそれだけじゃないんでしょ？」


「今朝、総の机に書類が山積みになってたんだが……、難波が帰るときどんな書類があったか、覚えてるか？」


「そんなもの覚えているわけないだろう。というか、それは皆見の管かん轄かつだ」


「上村の机ねえ……。大したモノはなかったはずよ。既すでにプレゼンが終わった資料、掲けい載さいされたソフトに関する質問があったときのためのデータ、そんな類たぐいしかなかったはずだけど？」


　それがどう関係あるのか二人にはわからないらしく、質問に答えたあとじっと雅也の言葉を待っている。それがわかっているだけに、どう言ったら一番いいのか言葉を探してしまう。


「例の書類がプリントアウトされて、総の書類の山からこぼれ落ちた。その場に居合わせたのが佐藤だ。もっとも、その書類を見つけたのも佐藤なんだがな」


「あら、まあ」


　何の感情も込めずに呟つぶやいた皆見は、呆あきれたような表情を隠かくそうともしない。あまりにもわかりやすすぎる行動に、それ以外どう反応すればいいというのだろうか。難波も幼よう稚ちすぎる、ある意味単純すぎる証拠に嘆息している。


「このままじゃあ状じよう況きよう証拠だけだ。しかも、樹が表だって総を庇かばい立てした」


「それじゃあ、いくら言ったところで佐藤は引き下がらないわね。逆に、氷山が危ないわ」


　佐藤を解雇するのは簡単だろう。だが、先のことを考えると不用意に佐藤を解雇できない。氷山が庇い立てしたから、総ではなく佐藤が解雇されたと吹ふい聴ちようされるのは避さけたいし、氷山や総が逆さか恨うらみされるのも避けたい。


　それを皆見も心配しているのだろう。微かに眉み間けんに皺しわを寄せている。


「ああ、きちんとした証拠がないと、あの手は言い逃のがれしようとするからな」


「……情報が漏もれたという企き画かくは、プログラム室のパソコンからしか覗のぞけないようにするか。で、アクセス履り歴れきはおまえのパソコンに送られるようにしよう」


「ありがと。これでログが残れば立派な証拠になるだろ」


　難波が自ら言い出してくれたことに、雅也はほっと息を吐き出す。ここで難波や皆見が総への不信感を残していれば、彼らを説得することから始めなければならないところだ。そういった手間はできるだけ避けたいが、確固たる根拠がない状態では、どうしようもない。だからこそ、二人が自分を信じてくれたことに対して安あん堵どしたのだ。


「確かに、氷山には知られたくないことだわ」


「だろう？　こんな仕掛けがあるとわかって、何でもないふりなんて、無理だからなあ」


「あいつに腹芸は向かん」


　三人はそっと視線を合わせて神妙な顔で頷き合う。氷山に隠し事が向かないのは誰だれの目にも明白なのだ。


「とりあえず、そういうことだから」


「了解」


「キリには、私から伝えておくわ」


「そうしてくれ。佐藤に悟さとられないよう、気をつけてくれよ」


「当然」


　呟いた皆見が煙草を灰皿で消すとゆっくりとした足取りで社長室をあとにしたが、難波はまだそこに留とどまっている。何か用でもあるのかと、雅也が視線を遣やれば、彼は眉間に皺を寄せた渋しぶい表情でこちらを見ている。


「上村にはきちんと説明したのか？」


「いや───。佐藤がいたからな」


「だったら、早いとこ連れん絡らくをいれるんだな。でないととんでもない誤解をされるぞ」


「わかってるって」


　ひらひらと手を振ふる雅也に呆れた溜ため息をついた難波は振り返ることなく出て行った。あとに残された雅也は、会社を出て行ったときの総の表情を思い返す。戦慄わなないた口唇くちびるも、蒼そう白はくな顔も、見開かれた目も、どれ一つ取っても、総が誤解していることを伝えている。


　だが、そのことは逆に雅也を落ち込ませてもいた。


　───俺が総のことを疑ってるだなんて、どうしてそんなことを考えるのかねえ。


　紫煙に紛まぎれ込ませたはずの溜め息は思いの外大きかった。時間があれば氷山をだしにして、総と一いつ緒しよに過ごす時間を作っていたのだ。だが、それだけの時間では総に自分という人間を覚えさせるのには足りなかったということだろう。


「近いうちに、会いに行って直接話さないとな……」


　目を見て、表情を見て、総に『自分はおまえを信じている』と言わなければ総は心のどこかに疑ぎ惑わくを残したままになる。何から何まで丸ごと信じられてしまうのは重くなりすぎるが、それでもある程度は信用していい人間なのだと、総に思ってもらいたい。


　それが雅也のささやかな願いだが、すぐに実行に移すことは難しい。


「まずは、総の家に行く時間を作らないとなあ。……少し、仕事を皆見に回すか……？」


　手た繰ぐり寄せたスケジュール帳と、目を通さなければならない仕事の山とを交こう互ごに見み遣やり、雅也は忙せわしなく頭の中でこれからの予定を組み立て直し始めた。
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「おはよーさん。……て、キリだけか？」


「おはようございます。皆見さんが休きゆう憩けいを兼かねて買い出しに出ちゃったんですよ」


　朝というには遅おそすぎ、昼というには早すぎる微妙な時間に、雅也は『ブランチライン』に足を踏ふみ入れた。週半ばの水曜日ということもあってか、桐ヶ谷も少々疲つかれが溜まってきているらしい。モニターから目線を外すと大きく伸のびをした。


　外から入ってくるとこの部屋は冷気が行き届いていて、気持ちいいくらいに冷えている。雅也は簡易キッチンで冷たい麦茶を淹いれてくると、桐ヶ谷の後ろに立った。パソコンのモニターにはパッケージデザインが幾いく通りか表示されていた。


　桐ヶ谷の本来の仕事はデザイン関係なのだが、経理の他に広報も担当している皆見のアシスタントも兼ねてもらっていた。そのアシスタント関係の仕事を総にスライドさせたのに、肝かん心じんの総はしばらく出勤できないだろう。


　仕事量は元に戻もどっただけなのだが、一いつ旦たん楽になったと感じた分、逆に仕事量が増えたように感じられても仕方ない。


　───早いとこ、総を戻したいんだけどな……。


　ちびちびとグラスを傾かたむけながら、雅也は内心溜め息をつく。


　事務室の扉とびらを開けても総がいないというだけで、どうも静かに感じてしまう。総がうるさいというわけではない。仕事しているときは無む駄だ口ぐちを叩たたくわけでもないし、動作が乱暴でいつも音を立てているわけでもない。それでも、総がそこにいるというだけで事務室内が明るいと思ってしまうのだ。


　かちゃりと扉の開く音がして、雅也ははっとそちらに視線を向ける。そんなわけないと思いつつも、もしかしたら総が来たのかと考えてしまったのだ。だが、その音はプログラム室の扉が開く音で、出てきたのは難波と氷山だ。


「おう、やっと来たのか」


「……悪いか……」


「ここのところ、躍やつ起きになって仕事をしているみたいだが、無理はするなよ？」


「誰かさんじゃあるまいし。大だい丈じよう夫ぶだよ」


　難波の後ろにいる氷山に笑いながらそう言えば、雅也の言う『誰か』はすぐにわかる。それが氷山にもわかったのだろう。拗すねた表情を見せるが、自分が何を言っても揚あげ足を取られるとわかるのか、氷山は黙だまっている。


「ただいまー。て、セキも来たのね。ちょうどいいわ。みんなでお昼にしちゃいましょ」


　外扉の開く音とともに入ってきた皆見は、てきぱきと指示を始めてしまった。彼女の手にはここから少し離はなれたところにあるデリカテッセンの袋ふくろが提さげられている。ここしばらく食べていなかったのを思い出して、お気に入りの店まで足を伸ばしてきたのだろう。浮うかれた足取りで袋を雅也に預けると、自分は飲み物の支し度たくをしに簡易キッチンへと消えていった。


「だとさ。このために出てきたんだろう？　応接室へ行こう」


　渡わたされたかさばる袋を覗き込みながら雅也は口にしたが、中に郵便物が入っているのを見て応接室へ向けた足を止めた。


「何を一緒にしてんだ？」


　大型封ふう筒とうで送られてきたのは記事を載のせた雑誌社からで、普ふ通つうの事務用封筒は見積もり書や請せい求きゆう書しよの類たぐいだろう。それらを取り出し皆見の机に置こうとして、その封筒に気がついた。当たり障さわりのない事務用封筒だが、封筒下部に会社名の印字がされていない。差出人を確かく認にんするために裏返し、雅也はぴくりと身体からだを震ふるわせた。


　中には数枚の紙しか入っていないと思わせる厚みのない封筒が、やたらと重く感じられる。デリカテッセンの袋が邪じや魔まになり、手近な机にそれを置くと手で封を開けてしまう。鋏はさみやカッターを取り出す時間さえ惜おしい。


　思った通り、出てきたのは便びん箋せんが一枚きりだ。だが、それを広げ目に飛び込んできた文字を理解したとき、雅也の頭は真っ白になった。


「……どうしたの？」


　雅也の動きがおかしいことに気がついていたのだろう氷山が、後ろから手て許もとの紙を覗のぞき込んで、小さく息を呑のんだ。


「───退職願……」


　そんなに大きいわけでもないのに氷山の声は事務室によく響ひびいた。保存作業をしていた桐ヶ谷も手を止めて近寄ってくるし、難波までわざわざ引き返してきた。四人が頭を寄せ合って便箋一枚を見ているところは傍はたから見れば滑こつ稽けいだっただろう。だが、そんなことを気にしている場合ではない。


　一読した便箋をもう一度読み返すが、何度読み返しても内容が変わるはずもない。


「どうして、上村くんが辞やめるの……？」


　氷山が困こん惑わくしたようにぽつりと呟つぶやく。だが、それは雅也の言いたいことでもあった。


　───総が辞める必要なんかないのに……。どうしてこうなるんだ？


　くっきりと眉み間けんに皺しわを寄せるのは、後こう悔かいの念があるからだ。総が出ていった月曜の夜のうちに会いに行っておけばこうならなかったのではないかと思うと、やはり考えてしまう。


　だが、雅也が思っていた以上に氷山は総に心を許していたらしく、じっと雅也を見てくる。紅茶色の双そう眸ぼうが微かすかに潤うるんでいるのは、総がいなくなることを悲しんでいるからだろうか。


「これ、受け取るの？　上村くん戻ってこないつもりかな」


　雅也は元気づけるかのようにくしゃりと氷山の柔やわらかな猫ねこ毛げを撫なでつけてやると、少しは気分が落ち着いたのかそっと目を伏ふせて俯うつむいた。


　どこか居い心地ごこちの悪い空気が取り巻く中、プログラム室の扉が開けられたため、四人ともそちらに視線をやった。だが、中から出てきた佐藤はその視線に気がついていないのか、にこやかに笑っている。


「どうかしたんですか？」


　ゆっくりとした足取りで近づいてくる佐藤から遠のくように、氷山は雅也の陰かげへと回ろうとする。その動きに敏びん感かんに反応したのは難波で、それとなく佐藤と雅也の間に入るよう身体の位置をずらした。


「───何でもない。佐藤は、これから休憩か？」


「ええ、そうです。関口さん、一緒にお昼食べませんか」


　断られるとはまるで考えていないような態度が鼻につくが、雅也は眉まゆをひそめるだけで何も言わない。だが、佐藤は雅也の持っている手紙に気を引かれたようで、わざわざ覗き込むようにしてそれを見た。


「退職願……？　ほら、やっぱり上村だったんじゃないですか？　あのときも逃にげ出しましたし。間ま違ちがいないですよ」


「違うっ。上村くんはそんなことしないっ」


　小こ馬ば鹿かにしたような態度で言い切った佐藤に、思わずといった様子で氷山が言い返す。先さき程ほどまでの弱々しい様子はなく、しっかりと佐藤を見返している。だが、佐藤には氷山の反はん撃げきは鬱うつ陶とうしいモノでしかなかったらしく、呆あきれたように溜ため息をつく。


「そんなこと言っても、僕自身が、上村の机から落ちた書類を拾ったんですよ。そのとき、あなたも居ましたよね？」


「───違う……っ」


　出来の悪い子供に言い聞かせるような口調で佐藤に言われた氷山は、一言だけ叫さけぶとぱたぱたと応接室に駆かけ込んでいった。難波が慌あわてて氷山を追いかけていく。佐藤はその様子を面おも白しろそうに見み遣やり、雅也に向かって笑いかけてくる。


「あんなに上村のことを庇かばって……。もしかしたら、氷山もぐるなのかもしれませんね」


　言外に自分は違うから大丈夫だと言いたいのだろう佐藤に、雅也は溜め息を呑み込むことしかできない。


　───樹が何をするだって？　どうしたらそんな考えに辿たどり着くんだ。馬鹿馬鹿しい。


　そこへ支度を終えたらしい皆見がトレイを持ってキッチンから出てきた。こちらでの騒そう動どうは漏もれ聞こえていただろうに、何も聞かなかったように綺き麗れいに微笑ほほえんだ。


「何をしているの？」


「ああ、何でもない。今、支度する。佐藤、飯はここにあるからいい。それから……、樹がデータを流出させるわけない。それこそ天地がひっくり返ってもあり得ないね」


「───どうしてそう言い切れるんです？」


　皆見の出現でそのまま有う耶や無む耶やにすることもできたが、多少の揺ゆさぶりをかけてもいいだろう。難波の仕し掛かけた罠わながきちんと機能していることは昨日の段階で確認してある。


　現段階であのフォルダにアクセスするような仕事は誰だれもしていない。フォルダにはプログラムはまったく含ふくまれておらず、プログラマーがアクセスする必要はまるでないのだ。中に入っているのはイラストやシナリオに関するもので、重点的にいじっているのは氷山だけだ。


「それなりに長い付き合いだからね。樹がそんなことをするわけない」


　雅也が断言して、氷山に信しん頼らいを寄せていると見せれば見せるほど、佐藤は苛いらつきを隠かくせなくなっていく。目つきは鋭するどくなり、応接室に関心があることを示すかのようにちらちらと視線を向けている。


「そんなことを言って……っ。何かあってからでは遅おそいんですよっ!?」


　しかし、揺るぎそうにもない雅也の態度に、佐藤は不満を爆ばく発はつさせるように声を荒あらげた。常の彼らしくない態度だが、雅也はそれを冷ややかに見ているだけだ。それがわかったのか、佐藤は口唇くちびるを嚙かみしめると、先程出てきたばかりのプログラム室へと足音も高く戻もどっていった。


「すごい剣けん幕まくだったわねえ。───まあ、これで美味おいしい状じよう況きように追いこまれてくれるかしら？」


　くすりと口許だけで笑った皆見には、雅也がわざと佐藤を追いつめたことがわかっているのだろう。それに加えて、今まで静観していた桐ヶ谷が呆れたような表情で溜め息をついた。


「あれで、私とあまり年ねん齢れいが変わらないんですよねえ。何かどっと疲つかれちゃいました。実年齢より精神年齢が大切なんですねえ」


「本当だわ。それよりも、氷山じゃないけど早く上村を戻してよ。できれば広報の仕事、任せたかったのに」


「ああ、わかってるって。今日か明日にでも会いに行って事情を説明してくる。佐藤の出方次し第だいだが、早いとこけりをつけたいのは俺も一いつ緒しよだしな」


　送られてきた退職願は受け取れないと、面と向かいはっきりと本人に言わないことには伝わらないと、雅也はもう一度ゆっくりと手にしていた便箋を読み返し、丁てい寧ねいな手つきで畳たたんで封筒に入れた。











　耳に心地よいジャズがうるさくない程度に流れているダイニングバーは、あまり大きくない個人経営の店だった。大学時代の四年間バイトをしていたし、就職してすぐに会社が倒とう産さんしたときにも、就職活動の時間を優ゆう遇ぐうして働かせてくれたという、総個人にとってとてもありがたいところだった。


　今回もまたすんなりと雇やとってくれたマスターには、いくら感謝してもしきれないくらい世話になっている。なのに、ふっと総の手は時折止まってしまう。ひどいミスはしていないが、それでもあわやということが何回かあった。それほど総の注意力が散さん漫まんになっている原因は、言うまでもなく雅也のことだ。


　───もう、四日経たったのかあ……。前だって数日顔を見ないことはあったのになっ。


　少々腹立たしく思うのは、雅也と会えないことが寂さびしいと自覚しているからだ。


　退職願を入れた封ふう筒とうを投とう函かんして以来、ふとしたときに辞めることはなかったんじゃないかと、ぐずぐずと後悔している。だが、雅也に疑われながら働くのは、総にとって思い切り不本意なのも確かで、結局は雅也が自分を信じてくれなかったことが悔くやしいのだ。


「何やっているんだ？　手許が留守だぞ」


「え、あ。すみません」


　前から急に掛かけられた声に驚おどろき、総は慌てて手にしていたグラスを取り落としそうになった。驚いたためばくばくしている心臓は、そう簡単に収まりそうにもない。だが、そんな様子をこの店のマスターは面白そうに見遣っている。


　そろそろ四十代に手が届こうかというマスターだが、見た目同様、どこか子供っぽさを残している。綺麗に整えられた短たん髪ぱつは清潔そうで、飲食店に勤務する風ふう貌ぼうをしている。一応着ているモノは店のユニフォームでもあるギャルソンの格好をしているが、板に付いていた。


　カウンターと厨ちゆう房ぼうが一体化したスペースと、テーブル席が十あるだけのこぢんまりとした店で、一いち見げんさんよりも常連が多いという、マスターの個人的趣しゆ味みでやっていると言われれば頷うなずけるモノだった。


　マスターがいつもの席に腰こしを下ろし煙草たばこを取り出す間に、彼が好むギムレットを作るためにドライ・ジンの瓶びんを棚たなから下ろす。カクテルを作るのはマスターの仕事だが、総が来てからはほぼシェイカーを振ふっていない。


「まあ、こうも立て続けに職を失えばさすがのおまえでも気に病やむとは思うがな」


「それは言うなって。……今回のは自分から言い出したことだし。でも、厄やく払ばらいしようかな」


　ライムを慣れた手つきで搾しぼり、あらかじめ氷が入っているシェイカーにきっちりと量ったドライ・ジンを入れてシェイクする。最初は二の腕うでが痛くなったこの動作も今では身体からだが覚えているほど染しみ込んでいる。


　総にカクテルの作り方を一から教えたのは彼なので、彼に出すギムレットは特に緊きん張ちようする。きっちりと最後の一ひと滴しずくまでも注つぎ込んだグラスを目の前に置くが、最初の一口が喉のどを通り過ぎるまで心地よい緊張感が続くのだ。


　だが、それも今の総にはまるで役に立たないらしい。気もそぞろな総の様子にマスターは眉び宇うをひそめるが、それにすら気がつかない。どうしたものかとマスターは考え込むように灰皿に灰を落としている。


　その様子を見るとはなしに見ていた総だが、遠くで『いらっしゃいませ』というウェイターの声にふっとそちらに視線を遣やった。週の半ばともいえる木曜の夜だが、客の入りはそこそこだしフロアにはウェイターがいる。自分が接客に向かうこともないので、今までも気にしたことはなかったのに、何故なぜかそのときだけは入り口を見てしまったのだ。


「───っ」


　先さき程ほどの比ではないほどの動どう揺ように総は身体を震ふるわせる。


　───な……、何でここに関口がいるんだっ!?


　最初は違い和わ感を抱いだいていた長髪のスーツ姿も見慣れてしまえば、仕事に対する姿勢の方にばかり目がいき、おかしいとも思わなくなっていた。垂れ気味の目を和なごませるように笑う表情を見ると、こちらまで妙みように楽しくなるのだ。


　徐じよ々じよに近寄ってくる雅也に、総の目はますます見開かれていく。マスターの隣となりに目で腰掛けていいか訊たずね了りよう解かいをもらった雅也が腰を掛けたとき、ようやく総は喘あえぐようにして呼吸を再開させた。


「何しに、来たんだ……？」


　緊張のために掠かすれた声は、どうにか音として雅也の耳にも届いたようだ。


「これを、返しに」


「え───」


　そう言って雅也が懐ふところから取り出したのは、数日前に投函した封筒だ。封が切られているので中身を見た上で返しに来たらしい。総は思わず動揺して片づけようとしていたシェイカーを落としてしまった。


　テーブルに当たり甲かん高だかい音が響ひびき、マスターが顔をしかめる。


「あ、ごめんっ」


「別にいいさ。それよりも彼に何か出してやればいい。その一いつ杯ぱいは俺の奢おごりだ」


「マスターっ？」


　にっと口許を歪ゆがめて笑うマスターに素すっ頓とん狂きような声で返すと、彼は指先で総を呼びつけカウンターから身を乗り出してきた。顔を近づければ、総にだけ聞こえるよう声を潜ひそめてきた。


「ここ最近、おまえがおかしいのは彼のせいだろう？　そこまで気になる相手なら、きちんと相手してやるんだ」


　命令するように言い切ったマスターの言葉に、総はぎゅっと眉まゆ根ねを寄せた。彼の言葉が当たっているだけに、素直に言うことを聞くのも癪しやくなのだ。しかし、ちらりと雅也に視線を投げれば、当の本人は渋しぶい顔でこちらを見ている。


　どうしようかと迷ったのは一いつ瞬しゆんだ。退職願を投函して、後こう悔かいしていたのも事実なのだ。


　総は迷った末に、カシスリキュールが少しだけ多めのキールを作ることにした。ワイングラスに白ワインとカシスリキュールを注ぎ軽くステアするだけなので、あまり時間を取られるモノではない。


　すっと差し出したグラスに雅也は感心したような視線を向けている。


「何だよ？　カクテルぐらいどこかで飲んだことあるだろ」


「あー、うん。ただ、総が作れるとは思っていなかったから、ちょっと驚いただけだよ」


　どこか気まずそうな表情をしているのは、総に悪いと思っているからだろう。そのことがわかったので、総もそれ以上は問いつめず無言でグラスを勧すすめた。


　以前、バイトをしていたこの店のことを話したことはあるが、詳くわしい場所までは話していない。雅也はわざわざこの店を探してまで、総に会いに来たことになる。極きよく端たんに言えば、電話番号もアパートの場所も知っているのに、総が帰るのを待てなかったということになるのだ。


　それだけ早く自分に会いたかったのかと考えると、微び妙みように照れてしまうが嬉うれしいと思う。その反面、もしかしたら嫌いやなことを早くすませたくて、来たのではないかとも考えられる。


　雅也は退職願を返しに来たと言ったのだ。


　───どっちなんだろうな……。


　ふと表情が曇くもるのは仕方ないだろう。総自身、自分がどんな経けい緯いで退職願を送付したのかよくわかっているからだ。そんな総の迷いがわかったのか、雅也はグラスには手を伸のばさず、しっかりと総を見つめてくる。


「あのな、おまえ勘かん違ちがいしているんだよ。おまえのことは疑ってない。それは確かだよ。だから、これは受け取れないんだ」


　封筒をカウンターテーブルの上に滑すべらせ、雅也はきっぱりとした態度で言い切った。外すことを許さないとでも言いたげな強い視線に、総は戸と惑まどったように小さく呟つぶやいた。


「何だよ、それ……」


　何を言われているのか瞬時に理解できなかった総が呆ぼう然ぜんとしていると、呆あきれた表情で雅也が言葉を重ねてくる。


「あのなあ、俺は休めって言っただけだろ？　それを勝手に辞めやがって。しかもおまえ行動が早い。こっちがきちんと説明しに行こうって時間作っているうちに、こんなもんが送られてくるし」


　何を言われたのか、思考が停止していた総の頭にじわじわと浸しん透とうしていき、ようやく総はそれを理解した。


「───っ」


　喉が引きつりくぐもったおかしな声がもれてくるし、視界はぼやけてくるが、それが何なのかそのことにまで気が回らず、総はただ目の前に座る雅也を見つめていた。


　───信じてくれてたんだ。それが一番嬉しい……っ。


　ぽろぽろと流れ出る涙なみだは、安あん堵どしたためにどっと気が抜ぬけたからだろうか。拭ふくこともせずに総は小さく笑う。と、それまで遣り取りを黙だまって見ていたマスターが灰皿に煙草を押しつけながら、口を挟はさんできた。


「あー、いいかな？　何かもう仕事にならなさそうだから、帰っていいよ」


「え───……。何で？」


「泣き顔で接客は無理でしょ。それに仕事に戻もどれるってんなら、戻っておきなさい」


　子供に言い聞かせるような───実際、親子に近いほど離はなれているのだが───優やさしく諭さとす口調で言われ、総は躊躇ためらう。


「でもっ」


「様子がおかしかったのは、戻りたかったからだろう？　ほら、いいから帰りなさい」


　大人の余よ裕ゆうか、はたまた器うつわの違いか、ゆったりとかまえているマスターに促うながされて総はカウンターから退くことにした。実際、すぐ傍そばに雅也がいたら落ち着いてシェイカーを振るどころではない。


　だが、着き替がえに行くにしてもマスターと雅也を二人で残しておくのも不安だ。元気がなかったとか、会いたがってたとか、マスターがあることないことを雅也に吹ふき込みそうで気が気でならないのだ。


　足早にスタッフルームに駆かけ込んでロッカーの鍵かぎを開け私服を取り出した。黒の腰こし巻まきタイプのエプロンとベストは簡単に脱ぬげたが、ユニフォームである白いシャツの釦ぼたんがうまく外せない。指先がいうことをきかず釦をひきちぎりそうになるのだ。


　気ばかり急せくがそれでもどうにかシャツを脱ぐと、Ｔシャツを頭から被かぶりジーンズにはきかえる。ここ最近よく眠ねむれなかったせいか、目が覚めても頭がぼうっとしていて今日も出で掛かける寸前までばたばたとしていたのだ。


　なので、持ってきたのは財さい布ふと携けい帯たいだけだ。それらをポケットに突つっ込むと息つく暇ひまもなく店内に戻った。


　二人は変わらずカウンターにいたが、雅也の頰ほおがわずかに強こわ張ばっている気がする。しかも先程作ったキールは半分も減っておらず、総は自分でも気がつかないうちに口唇くちびるを嚙かみしめていた。だが、雅也はそんな総に気づくことなくじっと汗あせをかいているグラスをみつめていた。


「ごめん。待たせたか？」


「え？　ああ、大だい丈じよう夫ぶだ。明日は久しぶりにゆっくりと出勤できる」


　総が声を掛かけると雅也は取り繕つくろうようにグラスを傾かたむけ、残りのキールを一息で飲み干した。


「とりあえず、総のアパートに行ってかまわないか？　あまり外でする話でもないから」


「わかった。あ、でも食べる物がないや」


「途と中ちゆうで何か買えばいいさ。それじゃあ、失礼します」


　仕事のときによく見られる真面目まじめな態度で雅也が会え釈しやくして外へ出るよう総を促す。慌あわててマスターの方を向き直った総が辞去の挨あい拶さつをする間もなく、二人は店を出ていった。残されたマスターは面おも白しろそうに苦く笑しようしていたのだが、その笑えみを雅也が見なかったのは幸いだった。


　店を出てからしばらくは無言でただ連れだって歩いているだけだったが、途中でコンビニに寄ったため、ぽつりぽつりと会話がなされていく。


「……あの店でバイトして長いのか？」


「あ？　そうだなあ、大学に入ってすぐバイト始めたからな。まる四年はマスターの世話になってたかな。いい人だけど、時々とんでもないことしでかすからなあ」


　雅也にぼそりと訊きかれたことに総は嬉しくて答える。自分に関心を持っているように思えるのだ。そのため、総は口くち許もとを緩ゆるめながらマスターのことを話し出した。された悪戯いたずらのこと、親身になって相談に乗ってくれたこと、いろいろと面めん倒どうを見てくれたこと。会話が途切れることを無意識のうちに嫌きらったのもあってか、マスターに関する話は意外と尽つきない。


　だが、その話を雅也は聞いているのかいないのか、難しい表情をしている。そのことに気づいていない総の口は止まることがない。ようやくアパートが見えてきたときには、話のタネも尽きそうだった。


　七月も終わりに近くなり、何もせずに立っているだけでもじっとりとした汗をかくような気温だ。なので閉めきっていた部屋は噎むせるほどに暑い。


「待ってて。すぐにクーラー点つけるから」


　部屋の窓を開けて澱よどんだ空気を入れ換かえつつもエアコンを点けてしまう。だが、そんな総の行動を止めるように雅也が声を掛けた。


「かまわないって。ビールを先にもらってるから。シャワーでも浴びてくれば？」


「でも……」


「汗かいて気持ち悪いだろ？」


　躊躇っていると再度雅也に促されて、総は躊躇いながらもバスルームに入った。確かにべたつく肌はだは気持ち悪かったし、ざっと身体からだを洗うだけでもすっきりとするのは事実だ。手早く頭からシャワーを浴び、ざっと身体と頭を洗うのもそこそこにバスルームから出る。


　濡ぬれ髪がみのままだがきちんと乾かわかそうという気にはならない。タオルでがしがしと拭きながら部屋に戻れば、雅也はテーブルの前で買ってきた缶かんビールを傾けている。つまみとして買ってきた唐から揚あげも広げられている。


「関口も浴びてくれば？」


「んー、着替えがないからな。さっぱりとしたのにまたこれを着るのかと思うと、遠えん慮りよしたいからねえ」


　ほどよく冷えてきた室内が気持ちよくて、雅也の隣となりに腰こしをおろした総も缶ビールに手を伸ばした。しばらくは腹にモノを収めることに専念したが、それも一段落するとおもむろに雅也が口を開いた。


「……これが届いたときは、本当に驚おどろいたんだ。受け取る気はないから、返しておく」


　バーでは一度も手に取らなかった封ふう筒とうをテーブルに出され、総は小さく頷うなずく。自分でも後こう悔かいしていたことだし、雅也が自分を信じてくれているのなら、仕事に戻れることはとても嬉うれしい。


「でも、本当に戻っていいのか？」


「ああ。樹も、総が戻ってくるのを待っているしね。ただ、ちょっと今すぐには無理なんだ」


　ぐっと一気に飲み干した雅也が困ったように眉まゆ尻じりを垂らして、空き缶をテーブルに置いた。


「情報がもれてるのは確かなんだ。そして、あやしいと思っているのが佐藤。……だからまあ、月曜日のとき、引き留めることも追いかけることもできなかったんだけどな」


「そっか……」


　雅也が本当のことを言っているとは限らないし、取ってつけたようないいわけかもしれないが、それでもあのときから自分を疑っていなかったと言葉にして聞かされたことで安堵する。だから、続いた台詞せりふに、総は小さく身体を揺ゆらしてしまったのだ。


「おまえや樹に対して、佐藤はひどい絡からみ方をしているだろ？　それもあったから、休んでくれって言ったんだよ」


　神しん妙みような声こわ音ねで語られるその言葉に噓うそはないだろう。だが、そこに氷山の名前もあったことで、総の胸は大きく跳はねた。


　───オレと氷山さんが並んでるのか？　もしかしなくても……、氷山さんの方が気になってるのか？


　幼おさな馴な染じみだと聞いているし、仕事に関しても氷山の方が重要な部分を握にぎっていることはわかっている。それでも、雅也が気にしてくれたのは総自身に興味があるからだと思っていたのだ。なのに、今の雅也の言い方だと、氷山のついでに総のことを気にしていると聞こえてしまう。


「関口は氷山さんのことが心配なんだよな」


「そりゃあねえ。……付き合いが長いからなあ……」


　どこか言葉を濁にごした話し方に総は口唇を嚙みしめる。従兄弟いとこだということも、幼馴染みだということも氷山に聞いて知っているが、雅也からは説明されていないのだ。だからだろうか、自分から『知っている』と口にすることができないのは。


　───今、言ってくれてもよかったのにな……。もしかしなくても、それを言ってもいいって思うほどには信用してくれていないってことか……？


　ふっと機き嫌げんの悪くなった総の雰ふん囲い気きを感じ取ったのか、雅也は口くち早ばやに言葉を重ねていく。


「だから、ちょっとこの騒さわぎが落ち着くまで休んでてくれ。出勤扱あつかいにするから、しっかり給料も払はらうし。だから、バイトはかまわないが、再就職だけはするなよ？」


「……わかった」


「絶対だからな。これで樹に怒おこられなくてすむ」


　心底安あん堵どしたような雅也を見て、総は納なつ得とくした。結局のところ、雅也は『樹が気に入っているから』総のことを気にしているのだ。最初から総個人には何の興味もなかったに違ちがいない。


　───まあ、氷山さんに害を与あたえないかどうか、気にしているだけなんだろうな。


　皆見や難波に関しては、雅也も一いつ緒しよに過ごしてきた時間があるから、目を向けなくても大丈夫だという信しん頼らいがあるのだろう。だが、総にはそこまでの信頼をおけないのだ。


「わかったよ。話はそれだけ？」


「あ？　そう、かな……？」


「じゃあ、もう帰れば？　このままいつかみたいに泊とまるわけにもいかないだろ？」


「は？」


　いきなりの言葉に雅也は驚いたようで、面めん食くらった表情をしている。だが、総はきゅっと眉まゆ根ねを寄せて、雅也を帰そうと言葉を重ねていく。


「さっき、着き替がえがないって言ったし、明日も早いんじゃないの？」


「あ、ああ……。だけど、一緒に飯食うくらいの時間はあるぞ？」


「そうなの？　でも、オレ、ちょっと疲つかれたから早く休みたいんだ」


　言外に一緒にいたいと言っているも同然な雅也の台詞すら総は聞き入れず、雅也の鞄かばんや上着を取り上げて押しつけた。そこまでされればさすがに居座る気にもなれなかったのか、雅也も立ち上がる。


「……じゃあ、ケリがついたら連れん絡らくするから……」


　後ろ髪を引かれているとわかる態度を見せながらも雅也が戸口から出ていくと、総は急いで鍵かぎを掛かけてその戸口にもたれ掛かった。扉とびらの向こうからは夏の外気と躊躇ためらっている雅也の気配が感じられた。


　その場に佇たたずんでいたがしばらくして雅也の離はなれていく足音が聞こえてきて、幾いくらもしないうちに雅也は帰っていったらしく、物音一つしなくなった。そのとき、急に涙るい腺せんが緩ゆるみ始め知らず知らずのうちに涙なみだを流していた。


「あ、はははは……っ」


　何がおかしいのか、総にもわからない。ただ、雅也が自分よりも氷山のことを大切にしているだけのことだし、氷山を信じているだけの話なのだろう。それは当たり前のことなのに、今いま更さらのように総は悲しくなっている。


　一ひと頻しきり笑ったことで落ち着いたのか、ずるずるとその場に座り込む。上を向き喉のどを晒さらしながら、ゆっくりと目を閉じていった。


「───関口は、氷山さんが大事なんだ。でも、おれのこともとりあえずは気に掛けてくれてるんだ。氷山さんに必要だからってことかもしれないけどさ。それでも、だ……」


　口許に自じ嘲ちよう気味な笑えみが刻まれる。もしかしなくても馬ば鹿かな選せん択たくをしたということを、自覚している。


「少しだけ、気に掛けて、一緒にいてくれれば、それでいいんだ……」


　雅也の一番になりたいと願っても、そこには氷山がいる。それは無理な願いなのだ。総は、雅也の中に少しでも居場所があるだけで満足しなければならないのだ。どれだけ、氷山がいる位置を望んだとしても───。


「て、え───？」


　がたっと大きな音をたてて総は身体を起こして、呆ぼう然ぜんと玄げん関かんの床ゆかに視線を落とした。今、自分が何を考えていたのかを思い返すと、喘あえぐように呼吸を乱す。


　───何だ……？　オレは何が欲しいんだ……？　あれじゃあ、まるで……。


　自分が雅也を独どく占せんしたいと願っているようだ。


「───違ちがう……っ」


　かまってもらえるのが嬉しくて、面めん倒どうを見てくれるのが嬉しいのなら、マスターと雅也は同じようなスタンスにいるはずだ。だが、マスターに対してそんな独占欲にも似た感情を持ち得たことはない。


　それは、雅也に対してしか向いていない。


「違う……」


　その感情の差が何から来るのか、深く考えることをしてはいけないと、自分自身に言い聞かせるように総は呟つぶやく。それが何か、これ以上はっきりとわかってしまったら、総に逃にげ場はなくなるのだ。


　無意識のうちにそれを避さけようとしているのか、それとも自分が何を考えているのか、明確にすることを拒きよ否ひするためにも、総はそれから必死になって目を逸そらすために、ただ『違う』と呟き続けていた。




６







　七月が過ぎ、ようやく八月に入った。まだ一ヶ月以上続くのかと思うとうんざりするほどの暑さが続いている。この暑さでは思うように仕事がはかどるはずもない。


『ブランチライン』の社長室で、雅也は本日何度目になるかわからない溜ため息をついた。


「何だかな……」


　モニターに一応視線を向けてはいるが、カーソルの位置が先さき程ほどから少しも動いていないような気がする。どうにもやる気が出ず、だらだらと過ごしてしまう。無難に対外先との仕事は済ませているが、社内にいるときは椅い子すにもたれてぼうっと時間を無む駄だに過ごしているような気がしてならない。


　今の状態が何に起因しているのか、雅也にはよくわかっていない。ただ、漠ばく然ぜんとした寂さびしさと手持ち無ぶ沙さ汰たを感じていることは事実で、それがどうしてなのかわからず、ぼうっとしてしまうのだ。


　ぎしっと背もたれに体重をかけて、意味もなく天てん井じようを見上げていると、突とつ然ぜん扉がノックされ返事を待つまでもなく難波が入ってきた。


「これに少し目を通して欲しいんだが……」


「あー」


　目線だけをそちらに向けて緩かん慢まんに手を伸のばす。その様子に難波は呆あきれたように吐と息いきをついた。差し出された手に持ってきた書類をばさりとのせ、難波は机に腰こし掛かける。


「らしくもなく、ぼんやりとしているな。……まあ、氷山がだいぶしっかりとしているし、その代わりにかまっていた上村もいないからな。ようするに暇ひまなだけなんだろ、おまえは」


「そうなのかねえ」


　難波に言われても、雅也はぼんやりと上を向いたままだ。


　確かに氷山のことは昔から気に掛けていた。氷山の母である麻理恵に頼たのまれたというのもあるが、自分から面倒を見てやろうと思った。それは既すでに日常の一部と化していたが、いつの間にか氷山は自立していた。それ自体はいいことだし、それは昨年から始まっていたのだ。今更、それに対して寂しいとは思わない。


　───それに、樹の代わりにかまってた、ってのは何だ？　総と樹はまったく違うから面おも白しろいんじゃないか。面倒を見るっていうか一緒にいて面白いし楽しいから、かまってただけだろ？


　そこには確固たる理由はない。だが、それでも雅也は総の傍そばにいたいと思ったし、かまいたいと思った。『どうして？』と訊きかれると口くち籠ごもるしかないような理由で、そのことについてもっと深く考えようとしたところで、いきなり隣りん室しつから大きな物音がした。


　何かをひっくり返すような音と、誰だれかの怒ど鳴なり声───。


　はっとしたように雅也は難波と顔を見合わせると、慌あわてて事務室へ駆かけ込んだ。


「どうした？　何かあったのか？」


　いつものように皆見と桐ヶ谷が自分たちの席に座っていたが、その表情はどこか渋しぶい。そして普ふ段だんならそこに留とどまることの少ない氷山と佐藤までもがいる。だが、そんな二人の表情は対照的だった。


　戸と惑まどったような、何が起こったのかまるでわからないとでもいうような、ぽかんとした表情で突つっ立っているのは氷山だ。皆見に用でもあったのか、彼女が座っている後ろにいる。


　一方の佐藤はプログラム室から出て来たばかりなのか、扉を開け放ったまま戸口のところにいた。満足のいく成果を上げられたことを喜んでいるような、画策がうまくいったことに充じゆう足そくしているような、そんな笑みを浮うかべている。


「氷山が、このファイルを持っていたんですよ」


　クリアファイルにプリントアウトされたらしき紙が数枚入っているようだ。佐藤はそれを見せびらかすように掲かかげたが、雅也はそれにはかまわず氷山の方へと視線を向けそちらに一歩踏ふみ出した。だが、その歩みを止めるためにか佐藤がつかつかと近寄ってきた。


「これを見てくださいよ」


　手にしていたファイルを雅也に押しつけるように渡わたすと、佐藤は氷山の方に向き直り鼻で笑った。それは、覆くつがえることのない勝利を確信している、そんな自信に満ちた高こう慢まんな仕し種ぐさでもあった。


　女性陣じん二人は嫌けん悪おを取り繕つくろうように無表情を浮かべているが、それにすら佐藤は気がついていない。


　溜め息をどうにか呑のみ込み、雅也が渡されたファイルを確かく認にんしてみれば、確かにそれは以前データが外にもれたソフトのシナリオの分ぶん岐き表だ。どうすれば選せん択たく肢しが増えるのか、イベントが起こるためのきっかけなど、シナリオの重要事じ項こうが網もう羅らしてある。


　最後まで目を通すことなく雅也は書類をファイルに戻もどし、顔だけ佐藤に向けた。


「で、これを樹がどうしたって？」


「氷山の机にあったんですよ。何のためにプリントアウトしたんだか……」


　媚こびるような表情で佐藤が近寄ってくるのを、雅也は無表情に見ている。そして、手の届きそうな距きよ離りで立ち止まった佐藤に淡たん々たんと告げた。


「辞やめてもらおうか」


「当然だと思いますよ。でも、荷物が多いみたいですから、上村のときのように簡単にはいきませんよねえ？」


　雅也の言葉に満面の笑えみを浮かべた佐藤が、氷山に向き直り勝ち誇ほこった表情でそう言い切った。佐藤の中では辞めるのは氷山だと決定しているらしい。だから、氷山の戸惑った様子も、難波が社長室に消えたことも、気に掛かけていない。


　なので、物事は自分の思うように進んでいるのだと良いいように考えている佐藤にとって、雅也が言い放った言葉はすぐには理解できなかった。


「辞めるのは、おまえだ。佐藤」


「───え？」


「この会社はもともと樹のために立ち上げた会社だ。だから、樹の嫌いやがる仕事はしない。それに、こんなことをして樹に何の利益があるんだ？」


　それまでの無表情さをかなぐり捨て、雅也が鋭するどい視線で佐藤を睨にらみつけると、動どう揺ように彩いろどられていた顔を見せていた佐藤はまさに詰つめ寄った。


「何でそんなにあいつを信じるんですかっ。金が欲しかったとかっ、嫌がらせとかっ、いろいろと理由ならあるじゃないですかっ」


「それこそ、樹とは無む縁えんだな」


　何一つ揺ゆるがない雅也に佐藤が口唇くちびるを嚙かみしめる。事務室には皆見と桐ヶ谷がいるし、この騒さわぎにはさすがに大人しくしていられなかったのか、プログラム室からも二人の人間が顔を覗のぞかせている。


　証人は多い方がいいと思ったのか、それとも自分の手て柄がらを見せびらかしたかったのか。どちらにせよ、このときを選択したのは佐藤で、今は逆に自分が見せ物となっていることに佐藤は耐たえられないようだ。


　そして、それはそのまま氷山に転てん嫁かされたらしく、ぎっと憎にくしみの籠こもった目で氷山を見つめる。今にも射殺されそうなほど強い視線に、遠目に見てもわかるほど氷山の身体からだはぴくりと震ふるえた。


　緊きん迫ぱくした空気があたりを包み込もうとしたとき、手に数枚の紙を持って難波が社長室から出てきた。それを機に皆見は立ち上がり自分の椅子へ氷山を座らせると、彼女は佐藤から氷山を庇かばうように立ち塞ふさがった。


「これを見るといい。そのデータが入っていたフォルダのアクセスログだ。───見事に、佐藤と氷山のパソコンからしかアクセスされていない」


　難波が佐藤に突きつけたのは例のトラップで得たモノで、それは佐藤に思いも寄らぬ衝しよう撃げきを与あたえたらしい。


「それは───っ。……プログラムの分岐で、シナリオを確認しようとして……」


「必要な分は個々に渡している。実際、他ほかは誰もアクセスしていない。───そうだろう？」


　事実だけを端たん的てきに述べている難波の言葉に佐藤の顔からは血の気が引いていく。しかも、台詞せりふの後半は戸口から顔を覗かせているプログラマーに向けたモノで、彼らは困こん惑わくしながらも頷うなずき、是ぜの返事をする。


「───あんたが偽ぎ造ぞうしたんだっ。そんなログは幾いくらでも改かい竄ざんできるだろうっ!?　二人して僕を排はい除じよしようとしているんだっ」


　唐とう突とつに叫さけんだ佐藤は雅也のシャツを握にぎりしめ、身体を震わせた。


「あなたに相応ふさわしいのは僕なんですっ。だから、彼らは僕たちを引き離はなそうとしてあんなことをしているんだっ。それでも彼らを信じるんですかっ!?」


　必死の形相で詰め寄ってくる佐藤はある種の哀あわれさを呈していたが、雅也は容よう赦しやしなかった。


「何を言ってるんだ。おまえと樹たちを比べるまでもないだろうが。それにな、俺がつきあう人間は自分で決める。おまえに指図されるいわれはない」


「───っ」


　何を言っても雅也が引く様子を見せないことがようやく呑み込めたのか、佐藤は口唇を戦慄わななかせると言葉もなくプログラム室に向かって歩き出した。慌ててプログラマーが左右に分かれて室内を窺うかがっている。


　ばさばさっと物音がして次に佐藤が姿を見せたときは、手に鞄かばんと紙かみ袋ぶくろを一つ提さげていた。そしてそのまま言葉もなく、『ブランチライン』から去っていった。


　嵐あらしが過ぎ去ったあともしばらくは妙みように緊張した雰ふん囲い気きを孕はらんでいたが、佐藤が戻ってくる様子を見せないことにようやく納なつ得とくできたころ、どっと空気が緩ゆるんだ。


「まったく、あいつのためにここ数ヶ月疲つかれたよ」


「でもまあ、これで落ち着くでしょ」


　雅也がだるそうに大きく息を吐はき出せば、皆見は疲れたように呟つぶやく。二人して喫きつ煙えん場所と決められているソファーへどさりと腰こしをおろすと、早々に煙草たばこへと手を伸のばした。氷山は心配気に紅茶色の瞳ひとみを揺らしていたが、二人の様子を見てほっと安あん堵どの吐と息いきをもらした。


「これで終わったの？」


「そうだよ。樹もご苦労さん」


「ん───」


　頭を微かすかに動かして頷く氷山に雅也が笑いかける。だが、そんなほのぼのとした空気とは対照的に難波はプログラマーへと声を掛けた。


「……あの紙袋は、佐藤の私物か？」


「みたいですね。見てた感じじゃ、机の上の小物と、引き出しの中の文ぶん房ぼう具ぐぽかったんで」


「そうか。ありがとう。今日はもう、仕事にならないだろう？　帰っていい」


「そうですねえ。……じゃあ、今度、説明とご飯、お願いしますね」


「わかった。関口に奢おごらせる」


　勝手にそんな約束をした難波をたしなめるどころか、雅也は了りよう解かいのサインに小さく手を振ふった。総がいきなり来なくなったときも言葉を濁にごしてしまったので、全部に片が付いた今、きちんと説明する義務があるはずだ。帰り支じ度たくをするためにプログラマーたちが部屋にとって返す姿を見ながら、雅也はこれからのスケジュールを思い浮うかべている。


　───今日はもともと書類整理だったしな……。どうとでもなるか……。


　確認しないといけない書類と、新しく書き起こさなければならないプレゼン用の草そう稿こうを思い浮かべ、雅也はにんまりと口の端はしを持ち上げる。後日大変なことになるが、どうしても今日中に仕上げないといけないわけでもない。


「総に話をしてくるから、あとは任せた」


　そうと決めれば、雅也の行動は早かった。火をつけたばかりの煙草を灰皿で押し潰つぶすと、雅也は早々に立ち上がった。社長室から上衣と携けい帯たい、財さい布ふなど必要なモノを取ってくると、誰だれの返事も待たずに、足取りも軽かろやかに行ってしまった。


　残されたのは、何が起こったのかわかっていない皆見と難波、呆ぼう然ぜんと見ていることしかできなかった氷山に桐ヶ谷だった。彼らは何とはなしに顔を見合わせ首を傾かしげて、誰が一番に口を開くか様子を窺うように視線を巡めぐらせている。


　無言の間が続き、最後には難波が皆見のプレッシャーに負けて、あきらめてぼそりと低く呟いた。


「こんなときに関口が氷山を放ほうっておくなんてな。ようやく氷山離ばなれができたのか……」


「───でも、次に気に掛けてるのも上村なのよねえ。どうしてこう、ことごとく恋れん愛あいの芽を自分で潰していくのかしら……」


　皆見のもっともな意見は、あまりにもまともすぎたために綺き麗れいに黙もく殺さつされたことは言うまでもない。











　バイト先のバーから休みをもらったはいいものの、これといってすることもなく、暇ひまを持て余した総が選択したのは、缶かんビール片手にＤＶＤ鑑かん賞しようというありきたりのものだ。近くのレンタルショップとコンビニに出かけただけなのに、Ｔシャツは汗あせで湿しめっぽくなるくらいだ。


「あー、生き返ったっ」


　帰ってきてすぐシャワーを浴びて、ハーフパンツ一枚の涼すずしげな格好で動き回る。


　借りてきたＤＶＤを、ＢＧＶ代わりに流したままちびちびと缶を傾かたむけていく。そのうち内容も理解できないほど、総の意識も朦もう朧ろうとしてきた。アルコールの心地ここちよい酩めい酊てい感と夏のだるさがもたらす睡すい眠みん欲とで、目を開けているのも億おつ劫くうになっている。


　そこへ急にインターフォンが鳴らされ、総はぼんやりと玄げん関かんを見み遣やった。誰かが訪問してくるような約束はしていないし、何も頼たのんでいない。


「……セールスかよ……。うざったいな……」


　立ち上がるのも面めん倒どうくさくて、無視することに決めたのだが、かなりしつこくインターフォンを鳴らされ、とうとう総は根を上げて重い腰を持ち上げた。足許が覚おぼ束つかず、壁かべに手を突つきながらもどうにか玄関まで辿たどり着いた。


「いませんよー」


「て、いるじゃないか。開けろよ」


「おーやー？」


　扉とびらの向こうから聞こえてきた声に、総は首を傾げた。バイト先に押し掛かけてきてからこっち、一度も連れん絡らくのなかった雅也が訪ねてきたのだ。何度か目測を誤りながらも鍵かぎを外し扉を開ければ、目の前には雅也が立っている。


「携帯の電源を落としてるからバイトかと思ってたんだぞ？」


　面おも白しろそうに笑っている雅也を総はぼんやりと見上げると、アルコールで潤うるんだ瞳に気がついたのか呆あきれたように口を開いてきた。


「ごたごたが片づいたからいつでも戻もどってきていいぞって言いに来たんだが……。昼間から飲んでたのか？　ん？」


　そして、言葉とともに子供と接するかのようにくしゃりと優やさしく頭を撫なでられた。大きく温かな手の平の感かん触しよくに総は思わず顔を火照ほてらせたが、雅也はそれがアルコールに拠よるモノだと思ったらしく、心配気に顔を覗のぞき込んでくる。


「飲みすぎたのか？　ほら、中に入れ」


　やんわりと雅也に肩かたを押され一いつ緒しよに部屋の中に戻るが、どうして雅也がついてくるのかよくわからない。それでもふらつく足取りでテーブルの傍そばまで来たが、運悪く足をもつれさせてしまい、倒たおれそうになった。


「……わっ、あ……？」


　床ゆかにぶつかると思いアルコールで満たされた頭でその衝しよう撃げきを覚かく悟ごしたが、ぱっと後ろから伸びてきた腕うでに身体からだを掬すくわれ、雅也に抱だき留とめられる形で事なきを得た。


「危ないなあ。ちゃんと歩くんだ」


　後ろから雅也が注意するが、今の総にはそんな言葉は届いていない。素す肌はだに触ふれているスーツの感触と、腰を支えている雅也の手にすべての意識を奪うばわれている。


　外気に触れていたためか暖かいスーツとは違ちがい、手の平の温度は燃えるように熱い。がっしりとした腕や、太い指先の力強さまで、リアルに感じている。一気に体温が上がったのは決して気のせいではないだろう。


「こんなことで怪け我がして、復帰が遅おそくなったらいい笑いものだぞ」


　いきなり早くなった鼓こ動どうや、脈打つこめかみは、すぐ後ろにいる雅也に対して反応していると、全身で示した結果なのだ。そのことを雅也に知られたくなくて、耳に残った単語を鸚おう鵡む返しに口にした。


「……復帰……？」


「そう。あのデータがもれてたやつ。……やっぱり佐藤だったよ。でももう辞めさせたし。だから休きゆう暇かはお終しまい」


「佐藤が……。でも、何で……？」


「樹にかまうのが気に入らなかったみたいだな。そんなことはとうの昔に終わっていると思ったんだがなあ」


　深く考えない言葉がぽろぽろと総の口からこぼれてくる。総自身も訊きくというよりも疑問をそのまま口にしているだけなのだ。だが、雅也はそれに対して律りち儀ぎに答えている。だが、口調がどことなくげんなりとしているのは、そのときの佐藤の様子を思い返しているからなのだろうか。


　しかし、総はそんな雅也の様子には気がつかず、ぐっと腕を伸ばし雅也から離はなれようとする。足あし許もとが未まだ心許ないため、再度身体がぐらついたが倒れることなく踏ふん張ばると、雅也の腕の中から抜ぬけ出した。


「帰って……。明日から仕事にいけばいいんだろう？」


　俯うつむいて顔を見せることなくそう呟いたのは、下手すると涙なみだがこぼれそうになるからだ。


　───そうだよっ、忘れるんじゃないっ。関口は氷山さんが一番なんだからっ。期待するだけ無む駄だなんだからっ。


　何がどう無駄なのか深く考えずに総は自分の思考を切り捨てる。それ以上自分の心の中に踏み込んでいけば、知りたくもなかった感情を目まの当たりにしないといけなくなるし、味わいたくもない哀かなしいモノを経験し、醜みにくいモノと向き合わなければならなくなる。


「おい……っ？」


　ふらつく足取りで雅也を押し続けていると、戸と惑まどいながらも総の意思を汲くんだのか、通ったばかりの玄関に逆戻りをするように歩き出してくれた。だが、総は力りきみすぎたのか足を滑すべらせてしまい、雅也の背中に縋すがるように抱きついてしまった。


　素肌に感じる他人の熱に、総は呼吸を止める。


　外の暑さを窺うかがわせるように暖かさの残る背広や、うっすらと立ち上る汗の匂におい、成熟した雄おすを窺わせるしっかりと筋肉のついた胸むな板いた。女性とは違う硬かたい肢し体たいなのに、総は一いつ瞬しゆんにしてそこに欲望を見いだしたのだ。


　───な……、なに……？　何で……。


　自分の身体のはずなのに、どうしてそんな反応を示したのか理解できず、混乱に陥おちいる。それでも、このことを雅也に知られるわけにはいかないことくらい、総にだってわかる。雅也の身体を突き飛ばすようにして、自分から放すとまた玄関に向かい押しやった。


　追い返されるようにして玄関に辿り着き、どうにか靴くつを履はいてもまだ躊躇ためらいを残しているような雅也だったが、総が一度も顔を上げていないことに気がついていたらしい。


「明日、待ってるから……。ちゃんといつもの総になって来てくれよ？」


　小さく告げられた言葉に総の顔が歪ゆがむ。


　───それもこれも、全部てめえのせいじゃないかっ。


　余計な感情が溢あふれかえるのも、思考がまとまらないのも、身体が熱くなって制せい御ぎよ不能になるのも、すべて雅也のせいなのだ。なのに、肝かん心じんの雅也はそれについて何もわかっていない。もっとも、知られたら知られたでまた厄やつ介かいなことにしかならないのだが───。


「わかってるよっ。明日なっ」


　突き飛ばすようにして雅也を外へ押し出すと、総は急いで鍵を掛けた。そして、ずるずるとその場に座り込んでしまう。


「───こんなの、明日になっても普ふ通つうになんかしてられるか……っ」


　自分で封ふうじ込めていた『何か』が決けつ壊かいする直前で留とどまっていることを総は自覚して、そのあまりの危あやうさにどうすればいいのかさえわからず、ただへたり込むことしかできなかった。











「何だったんだ、一体……」


　力無く、それでもどうにか追い出そうと躍やつ起きになっていた総の様子に、雅也は首を傾かしげている。いきなり部屋を追い出されるような理由など思い当たらないから余計に戸惑ってしまう。そして部屋の持ち主に追い出された以上、いつまでもここに留まっている訳にもいかない。


　だが、仕事を投げ出してきた手前、このまままた会社に戻っても皆見にいいようにあしらわれるだけだろう。まずはどんな様子なのかそれとなく話を訊いた方がいいだろうと思い、氷山の携けい帯たいに連絡をいれることにした。


　桐ヶ谷は皆見と同じ事務室にいるし、直接難波に電話を入れれば仕事に戻ってこいと言われるのもわかっている。それに置いて来てしまったが氷山の様子も気にはなっている。アドレス帳から氷山の番号を選び出すと、躊躇うことなく通話ボタンを押す。


　かなり長くコール音が響ひびき、もしかしたら佐藤が戻ってきたのかと心配して、もしそうなったら連絡が入るはずだと思い直したところで、ようやく氷山が出てきた。


「樹か？　出るの遅かったけど、何かあったのか？」


『何でもないよ。雅也こそ、どうかしたの？　上村くん、何だって？』


「ああ。明日には仕事に出てくるってさ。皆見や難波はどうしている？　仕事放ほうり出したこと、怒おこってそうか？」


『え？　ええと……、怒ってなかったとは思うけど……』


　ぼそぼそと歯切れの悪い話し方に、雅也は思わず眉まゆ根ねを寄せてしまう。何か都合の悪いことを氷山が隠かくしているように思える喋しやべり方だ。しかも、周囲を気にしてか小さな声なので、聞き取りにくくもある。


「今、会社にいるのか？」


『違うけど』


「───今、どこにいるんだ？」


『え……っ。あの、……ん、と……』


　きっぱりと会社にいることを否定した氷山に、眉み間けんの縦たて皺じわはますます深くなる。佐藤とのことで皆見が氷山を帰らせたのだとしたら、氷山は自宅に戻もどったはずだ。だが、氷山は口くち籠ごもり居所を一向に言おうとしない。


　じっと耳を澄すましていれば、携帯の向こうから誰だれかの話し声が小さく聞こえてきた。


「傍そばに誰がいるんだ？───もしかしなくても恋こい人びとか？」


　自宅にまっすぐ戻らず、寄り道をしているわけでもないのに、どこにいるのかはっきりと口にできないのなら、氷山の居場所はそこしかないと雅也はあたりをつけた。そしてそれは肯こう定ていされた。


「マジか？　今度ちゃんと紹しよう介かいしろよ。おまえがつきあうくらいだから、しっかりとしてんだろうな。でも、気が強いわけじゃなくて、ちゃんと優やさしい面もあるんだろうなあ。年上の姉あねさん女によう房ぼうってイメージが強いけどな。どんな感じなんだ？」


『あ───。……あの、ね……』


「彼女のこと、きちんと大切にしているか？　ああ、隣となりにいるから言えるわけないか？」


　何か言おうとする氷山の言葉を遮さえぎり、からかうように雅也は言葉を重ねていく。氷山とのつきあいは長いが、彼が恋人を持ったのはこれが初めてで、雅也としては嬉うれしい限りなのだ。少しばかり浮うかれたとしても仕様がないだろう。だから、氷山が悲鳴を上げるかのように引きつった声こわ音ねで話し出したとき、雅也は間の抜けた言葉を発した。


『違ちがうの……っ。彼女じゃなくて、彼なのっ』


「は？」


『あのね、つきあっているのは男の人なんだ。でも、彼のことが好きで、どうしようもないのっ。こんなこと言って雅也に反対されるのが嫌いやで、今まで黙だまっていたけどっ。でも、でも駄目なのっ』


「───と、ちょっと待て」


『隠そうとしてたわけじゃないよ？　でも、雅也に変な目で見られるのも、嫌きらわれるのも嫌だったのっ。何も言えなくて、ごめんなさいっ。いくらでも謝るから、嫌わないでっ』


「だから、待てっ。樹は樹だから、嫌わないって。少し落ち着けっ」


　早口で次々とこぼれ落ちてくる言葉に、雅也の思考が追いつかない。それでも、氷山が雅也に嫌われるのではないかと恐おそれをなしていることだけはわかったので、とりあえずそれを否定した。すると、雅也の言葉が届いたのか氷山の舌が止まり、荒あらい呼吸だけが聞こえてくる。


『……本当に……？　雅也は嫌いにならない……？』


「ならないって。おまえが最近俺らと出かけないで、誰かと出かけているのも知っていたし、少しずつしっかりとしてきたのも見ているんだ。いい方に変わっているんだぞ？　こっちが礼を言ってもいいくらいなんだ」


『───ありがとう、雅也……』


　携帯の向こうで氷山が涙なみだぐんだのか、声が掠かすれている。


「まあ、何だ。困ったことがあれば相談に来い。それにな、そうやって言いたいことは幾いくらでも言え。何があっても、俺はおまえの味方だから」


『ん……』


　吐と息いきのような首しゆ肯こうだったが、氷山が柔やわらかい小さな微笑ほほえみを浮かべていることが手に取るようにわかった。


『───っあ……っ』


　だから、いきなり息を呑のんだかのような切せつ羽ぱ詰つまったような声を聞かされ、雅也は慌あわてた。携帯を持ち直し、注意深く耳を傾かたむける。


「どうした？」


『な……、何でもな……い……っ』


「樹っ？」


『ま、た……、今度、話を聞いてねっ』


「おい───っ」


　途と切ぎれ途切れに聞こえてきた声に心配したものの、既すでに通話を切られている。掛かけ直してみたが、電源ごと切られていて繫つながる様子もない。一応、『恋人』といるらしいので、何としても探し出そうとは思わないが、心配してしまう。


「近いうちに会わせてもらえるといいんだがな……。て、三み十そ路じ過ぎの言葉じゃないな」


　いい大人が恋人の品定めをしなければならないのはおかしいだろう。それでも、今まで面めん倒どうを見てきた氷山の手を完全に放してしまうのは少しばかり心配なのだ。


「まあ、性しよう悪わる女おんなにひっかかったわけじゃないからいいってことか？」


　自分で恋人を見つけたことが嬉しくてくすりと小さく笑ったが、すぐさまその頰ほおは強こわ張ばった。追いつめられたような氷山の台詞せりふの数々が、堰せきを切ったように雅也の中で繰くり返されていく。


「……男……？　まさか……。否いや、でも……」


『恋人』と『男』という単語だけがぐるぐると頭の中で躍おどっている。


　確かに、そういう性的嗜し好こうがあることは知っているし、理解もしている。現に何人かはそういう人種を知っているのだ。だがそれでも、まさか氷山にその傾けい向こうがあるとは思ってもいなかったため、雅也は呆ぼう然ぜんとその場に佇たたずんでしまった。











　事務室の雰ふん囲い気きが微び妙みようなことに皆見は溜ため息を隠そうともしない。それにつられるようにして桐ヶ谷も嘆たん息そくしている。今日は朝からどことなくおかしいのだ。総が今日から出社だと雅也は告げたが、そろそろ『少し遅れただけ』というには遅すぎる時刻になるにもかかわらず、総はまだ姿を見せない。雅也も雅也で窓まど際ぎわに置かれた喫きつ煙えん用のソファーに陣じん取どり、ころころと表情を変えているのだ。


「……何なんでしょうねえ」


「さあ。昨日の午後、上村に会ったのは間違いないみたいだけど、何があったんだか……」


　こそこそと女性陣二人は囁ささやきあう。昨日放ほうり出された雅也の仕事は手つかずのまま残っているし、どうにかして仕事をさせたいところだが、声を掛けても生返事しか返ってこないのだ。


「ああもうっ。辛しん気きくさいなっ。セキーっ、何がどうなってるんだか、きっちりと説明しなさいなっ。仕事になりゃあしないわっ」


　ばんっと机を叩たたき、皆見がずかずかと足音も荒くソファーに突とつ進しんした。桐ヶ谷はこそこそと片手を挙げ『お茶淹いれてきますねー』とさっさと簡易キッチンに避ひ難なんしてしまった。


「さっきから、何を考えているのよ？　にへらっと笑ったかと思えば、ぎゅっと真しん剣けんな顔で考え込むし。見ていて気味が悪いったら……」


「え？　あー……」


　皆見が傍まで来て、雅也はようやく自分がどこに座っていたのか思い出し、そっと視線を逸そらしてしまう。事務室にいれば総が来たときにすぐわかるだろうと思い、自分でここにいることにしたのをすっかり忘れていたのだ。


　片かた眉まゆを上げ『吐はくまで絶対に逃のがさない』という態度を示す皆見を相手に、雅也は言葉に詰つまる。


　───あー、樹の恋人のことで、いろいろと思考がこんがらかってるんだよなあ……。


　氷山が同性の恋人を持っていることに特に反感はない。だが、身近にその手の嗜好の持ち主がいたことで、雅也は総に対する自分の行動がわからなくなってしまっているのだ。


　今までの恋人たちは皆女性で、雅也自身にはその手の嗜好はないはずだ。だが、総に対して変な気持ちを持ったことがあるのを思い出してしまい、どうにも落ち着かない。総をかまうのは純じゆん粋すいに楽しくて一いつ緒しよにいられて嬉しいと思う。そこには恋れん愛あい感情はないはずだ。


「ほら、また考え込んでる」


「……樹の恋人が気になってなあ……」


「もしかしなくても、『ラブ・バラ』のときの友達かしら？」


「多分な。ちゃんと樹の口から『恋人だ』って聞いたもんだからなあ」


　何に悩なやんでいるのか微妙にぼやかしつつも、事実だけを言葉にする。


「でもまあ、いくらセキでも、氷山の恋路は邪じや魔まできないでしょ？」


「当然。樹が自分で見つけたんだ。どうして邪魔するだなんて考えるんだ」


「まったく。ここにもいい女がいるっていうのに……。氷山は余所よそで見つけるし、セキは氷山しか目に入っていないみたいだし」


　ぶつぶつと皆見が呟つぶやきながら煙草たばこを取り出した。拗すねたような皆見の物言いに雅也は笑ってしまう。皆見にとって、氷山は手の掛かる弟だったし、雅也は『彼女』たちよりも氷山を優先する大おお馬ば鹿か者ものだったのだ。


「樹の恋人のことはともかく、俺が樹をどれほど愛しているのかは、おまえも知っているだろうに。今いま更さら何を言っているんだか」


「そう簡単に惚のろ気けるんじゃないの。まったく、聞いている方が恥はずかしくなるわよ」


　自分の歴代の『彼女』たちよりも氷山を大切にして振ふられてきたことを揶や揄ゆするように言えば、皆見は呆あきれたように肩かたを竦すくめて見せた。それはいつもの軽口だったし、仲間内だけで通じる冗じよう談だんの一つだった。


「お茶、そっちに持っていきます？　て、上村くん、ようやく来てくれたのね」


　桐ヶ谷の声に二人して外扉とびらに視線を向ければ、いつの間に来たのか総がきょときょとと視線を揺ゆらしながら立っているのが見えた。ようやく、ここで総の姿を見ることができた雅也は嬉しくなり、相好を崩くずす。


「ようやく来たな。朝一番から来るかと思ってたんだぞ？」


「そうよ。上村の机はそのままにしてあるのよ」


「───総？」


「何でも、ない……」


　すぐさま、いつものように元気のいい挨あい拶さつが聞けると思っていたのだが、俯うつむきがちにぼそぼそとしゃべるだけで、どうにも雰囲気がおかしい。だが、それを問いただす前にぱっと顔を上げて、総はにっこりと笑った。


「ええと、遅おそくなりましたけど、仕事始めて、いいですか？」


「本当？　そう言ってもらえると嬉うれしいわ。じゃあ、こっちに来て？」


　先さき程ほどから仕事が進まなかったこともあってか皆見は総の言葉に嬉しそうに微笑み、煙草を急いで消すと総に指示を与あたえるべくソファーから離れていった。だが、残された雅也は戸と惑まどったように総を見ている。


　───何か、おかしくないか？　いつもの総じゃない……。昨日の酒が残っているだけか？


　声を掛けたいのだが、嬉き々きとして仕事を与えている皆見の邪魔をすれば、自分の仕事が倍になって返ってくることは目に見えている。


　───すぐに昼だし。仕事の指示だけもらったら、飯に誘さそうか。


　総と一緒にいられるというだけで雅也の気分は浮うかれてしまう。それまで存在すら忘れていた煙草に手を伸のばしてしまうほどだ。あと一時間ほどで丁度昼時になるのだが、それまでここで総を見ていても楽しいとは思うが、どうせなら夕食も一緒に食べたい。そうと決まれば仕事はできるだけ終わらせておいた方がいい。


「昼まで籠こもるから。総、昼は外に食べに出よう。だから、勝手に出かけるなよ？」


「───わかった」


　一いつ瞬しゆんの間が空いてからきた了りよう承しようの返事に、雅也は無意識のうちに眉根を寄せていた。何かがわずかにずれているような気がしてならないのだ。だが、それが何なのか雅也は明確に指し摘てきできない。


　漠ばく然ぜんとした不安を抱かかえ、雅也は社長室へと足を向けた。











　どうにか午前中の仕事を終えて、昼時には少し遅めの時間、雅也に連れてこられたのは、いつだったか氷山も交えて三人で食べに来たことのある蕎麦そば屋やだった。


　前のときは、雅也が氷山の世話を焼くのを見て、ただ何となく嫌いやだとしか感じていなかったのだが、今ではあれが『嫉しつ妬と』という感情だと知ってしまった。向かいに座っている雅也が今にも鼻歌でも歌い出しそうな様子でメニューを見ている。それがひどく総の感情を揺さぶっていた。


『一緒に食べよう』と誘われて、舞まい上がりたくなるほど嬉しくなった。だが、すぐに『樹をどれほど愛しているのか』と言う雅也の言葉が脳のう裏りをよぎった。どれほど楽しそうに、そう言っていたのか、総自身が自分の目で見ていた。


　───それでも、嬉しいと思ったんだよ……。


　それは昨夜、ぎりぎりまで追いつめられた『何か』を容易たやすく刺し激げきしてくれた。あとわずかな反動で、身体からだの中からこぼれ落ちそうになっている感情が、外へと向かって溢あふれかえるだろう。だが、それは決して表に出してはいけないモノだ。


　雅也がそう簡単に浮うわ気きをしたり、二ふた股またをかけたりするような軽い性格ではないとわかっている。そして、氷山への感情が一番強いことも知っている。だから、もし総のこの感情が知られてしまえば、困ったような顔でやんわりと断られるだろうと、総は思っている。


　面めん倒どう見がいいとか、世話を焼きたがっているとか、そんなことを皆見が言っていたし、実際何くれとなく手を出されてきた。そこにはただ、純粋な好意しかないのだろう。だが、総が抱えている感情を雅也が知ってしまったら、雅也はもうかまってくれないかもしれない。


　今、目の前で嬉しそうに注文をしている姿も見ることができなくなるかもしれないのだ。


　───……大だい丈じよう夫ぶ。まだ、壊こわれてないから、このままで平気……。


　雅也に促うながされて総も注文をしたところで、ふと視線が合った。心の中まで見み透すかされそうになり、思わず総は視線を逸らしてしまった。だが、すぐにそれではいけないと、震ふるえてくる身体を必死に抑おさえつけ、雅也と顔を合わせる。


「……なあ、本当に大丈夫か？　ちょっとおかしいぞ？」


　確信を持っているわけではないが、どこか総の雰ふん囲い気きがおかしいと雅也は見て取っているらしいが、ここでボロを出せるわけもない。総は意識してむっとした表情を作り、雅也を睨ねめ付けてやる。


「うるさいなあ。何でもないってば。それよりも、仕事、何か妙みように溜たまってたような気がしているのですがー」


「あー、……うん。まあ、ちょっと、ねえ……」


　何か思い当たることがあるらしい雅也はあからさまに視線を逸そらして、明後日あさつての方向を見ている。あまり詳くわしいことを知られたくないらしく、総の顔を見ないようにして懐ふところから煙草を取り出した。


　そのごまかそうとする態度に総の口許も自然と緩ゆるんでしまう。何一つ変わらない雅也の態度に、総はどこか安あん堵どしたのだ。雅也は何も変わっていない。変わったのは総の雅也に対する気持ちだけなのだ。これなら、総さえ最後のラインを越こえなければこうやって顔を合わせることができるのだ。


「何やってんだか……。佐藤の騒そう動どうで仕事が立て込んだんじゃないの？」


「───まあ、そんなとこ。それよりも、仕事どうだ？　皆見もキリも溜めてたみたいだけど」


「やっぱりぃ？　何かかなり手て一いつ杯ぱいな感じだけど。……でもまあ、仕事だしね。一生懸けん命めいやらせていただきますよ？」


　げんなりとした表情を装よそおえば、それを見た雅也はくつくつと笑い出した。つられて、総も笑い出す。


　───これだけ……。ただ、これだけでも嬉しいから。


　今までと同じように、何気ない会話とちょっとしたスキンシップを繰くり返していけばいいのだ。そこに雅也の特別な感情がないのはわかっていても、かまってもらえる、ただそれだけでもいいのだ。それが、自分に言い聞かせているだけの状態だったとしても、これ以上は何も望めないから、与えられるモノだけで満足していれば、ずっと傍そばにいられる。


「おまえがいないと何か静かでなあ。早く出てこないかと切実に願ってたんだよ？」


「───そ？　てか、その静かってのは何だよ。別にうるさくしてないだろっ」


　雅也の言葉に嬉しくなり思わず頰ほおが赤くなったので、それを隠かくすために総は声を荒あらげた。むっとした表情を見せ機き嫌げんが悪くなったと雅也に思わせようとする。


「うおっ。まあ、いいじゃないか。ほら、ここは奢おごってやるし、機嫌なおせ、な？」


　雅也が笑いながら手を伸ばし、梳とかしつけてもいつの間にか跳はね上がる髪かみをくしゃりと撫なでてくる。その優やさしい手つきにますます総の頰が赤くなるのだが、雅也はそれに気がついていないらしい。


　このままで充じゆう分ぶんなのだと総が心を落ち着かせたとき、その平へい穏おんが破られた。


　突とつ然ぜん鳴り響ひびいた着信音に雅也は眉まゆをひそめたが内ポケットから携けい帯たいを取り出して、ディスプレイを確かく認にんするとふっと眉み間けんの皺しわがほぐれ、口許が目に見えて綻ほころんだ。その柔やわらかな表情に、総は嫌な予感を覚えじっと雅也の手許を見み据すえる。その視線の先で、雅也は躊躇ためらうことなく通話ボタンを押した。


「樹？　どうしたんだ？」


　ぴくりと総の身体が震えた。


　ほんの少し前───雅也の携帯が鳴り出すまで周りを取り巻いていた温かな空気が、一瞬にして冷えた。いくら楽しくても、和なごやかでも、それを感じて満足しているのは総だけなのだ。そのことを、まざまざと思い知らされる。


「───わかってるって。うまいこと言っておけばいいんだろう？」


　携帯の向こうで氷山が何かを説明しているのか、雅也は小さく頷うなずきながら聞いているが、視線はテーブルの上を彷徨さまよっている。今や雅也の意識は電話───ひいては氷山の方へと向けられていて、一度も総を見ようとしないことがその証あかしのようにも思えた。


「そこまでは言ってないし。───俺が言うよりも、樹が自分でしたがるんじゃないかって思ったのさ。そうだろう？」


　どこか苦く笑しようを滲にじませていたが、穏おだやかで満ち足りた表情をしている雅也に、総は何も言えない。今現在の居場所で総が満足しているのなら、雅也に文句を言う権利も、我が儘ままを言う権利も、甘える権利さえ、総のモノではないのだ。


　相手を甘やかしていると一見してわかる声こわ音ねに、優しく細められる瞳ひとみ───。


　決して自分に向けられることのないその表情が、氷山と総の立場の違ちがいを明確に表している。


「───気分が悪くなったから、帰る」


　がたっと椅い子すを鳴らして総は立ち上がった。


　雅也の意識が自分に向けられていないのが、ひどく腹立たしいと感じてしまう。そこにある優しげな表情や甘やかな空気を、自分にも向けて欲しいと願ってしまう。今与あたえられているモノで満足しようと、それだけでいいと、自分に言い聞かせていたのに、それだけでは嫌だと、感情が訴うつたえかけてきたのだ。


　ぎりぎりのところでどうにか持ちこたえていたモノが、もろく崩くずれ去った瞬間だった。


「え……？　おいっ、総っ!?」


　慌あわてたように雅也が引き留めたが、総はそれを振ふり切り足早に店から出ていく。


　堪こらえるように、自分の内側に封ふうじ込めていた『感情』が溢れ出している今、冷静に雅也と向き合っていられる自信など、総は持ち合わせていなかった。











「総っ」


　いきなり出ていった総に、雅也はどうしていいのかわからなかったが、携帯から聞こえてくる氷山の声に、慌てて意識をそちらに向けた。


「あー、悪い。とりあえず、皆見たちには今日は休みだって言っておくから」


『うん、ありがとう。でも、上村くん、大丈夫？』


「何か、急用でも思い出したんだろ？　あとで様子を見ておくから。じゃあ、またな」


　簡単な挨あい拶さつをして携帯を切り、注文をキャンセルして早々に店を後にした。さすがに二人分の蕎麦そばを食べきれるほどの食欲はない。進みながら、総の携帯に電話をかけてみたが、留守電に切り替かわってしまった。会社からほど近い距きよ離りを足早に進み、いつもよりも短時間で雑居ビルに辿たどり着くと、エレベーターの速度ももどかしく扉とびらを開ける。


「ただいまっと」


「おかえりなさーい。あれ？　関口さん一人ですか？」


「総のやつ、途と中ちゆうで帰っちまったんだよ。こっちにも来てない？」


　事務室に総がいないことは見て取れるがとりあえず訊きいてみる。しかし、首を傾かしげながらも『帰ってきていない』と言う桐ヶ谷の言葉を聞いて、雅也は微かすかに眉根を寄せた。


　───気分が悪いって言ってたんだよなあ。……こっちじゃなかったら、家に帰ったってことか……？　気分悪いってのなら、一人で帰れるのか心配なんだがなあ。


　すぐに総のあとを追いかけられなかったことが、返すがえすも悔くやまれる。


「あー、セキ、氷山から連れん絡らくもらってない？　いつもなら遅おそくても昼には顔を出すし、休みならきちんと連絡をくれるのに、まだ何もないのよ」


　溜め息をつきながら事務室の奥へと向かっていく雅也に、両手にパスタを盛った皿を持った皆見が横から声をかけてきた。


「樹？　樹は多分、だけど……恋こい人びとのところだと思うんだが……」


「あらま。そうなの？　ふーん、で、氷山の次が上村なのねえ。しかもまた男！」


　ソファーに座り煙草たばこへ手を伸のばした雅也の隣となりに皆見も腰こしを落ち着ける。当然のように椅子を引っ張ってきた桐ヶ谷が、皆見から皿を受け取るとフォークを片手に器用にパスタを巻き付けている。


「は？　男？」


　何を言われているのか本気でわからず、雅也は一瞬思考が真っ白になる。だが、そんな雅也を見て皆見は呆あきれた表情を隠すこともせずに、溜め息をついた。


「本当に、馬ば鹿かねえ。恋人のできた氷山をかまっていたら、氷山の彼女に誤解されるじゃないの。だから氷山のお守もりができない分、上村をかまおうとしているんじゃないの？」


　呆ぼう然ぜんとしている雅也を尻しり目めに、皆見も茹ゆでたてのパスタを少しずつ口に運んでいる。簡易キッチンに小さめのパスタ鍋なべが増えたことに雅也も気がついていたが、その使用頻ひん度どはこの分だとかなり多かったらしい。


「次は女の子をかまいなさいな。いい機会だから、恋れん愛あいに発展しそうな相手を選びなさいよ」


　少し前の冗じよう談だんを思い出し、雅也は考え込んでしまう。『恋人』と『かまう相手』を分けているから振られるのだと、皆見は言っているのだ。だから、それを一つにしてしまえば双そう方ほう丸く収まると言いたいのだろう。


「……でもなあ、かまいたい相手ってのは頭で考えてどうにかできるものでもないだろう？」


「とことん、恋愛に向かない馬鹿者だわ。じゃあ、上村でもいいけど、ちゃんと恋人がいないか、確かめてからになさいよ？」


「……総に、恋人……？」


　その単語に、雅也がどれほどの衝しよう撃げきを受けたか皆見には理解できないだろう。だが、総と出会ってから今まで、その可能性をまるで考えていなかった雅也にとって、それは青せい天てんの霹へき靂れきに近い。


「もし彼女でもいたら、それこそ上村を取り合って泥どろ沼ぬまになるじゃないの。まあ、セキが同性愛者だって噂うわさが立っても今いま更さらだけど、上村には悪いでしょ？」


　皆見が立て続けにしゃべっているが、右から左に抜ぬけて雅也は何も聞いていない。


「まあ、上村は氷山と違って何から何まで面めん倒どうを見ないといけないような性格していないし、あんまりかまい過ぎていると鬱うつ陶とうしがられるのが落ちよ。……て、セキ、灰っ」


　雅也の持つ煙草の灰が今にも落ちそうになっていることに気がつき、慌ててフォークを放ほうり出し灰皿を雅也に突つきつけた。


「セキ、何、ぼうっとしてんのよ？」


「びっくりした……。そうだよなあ、総に恋人がいるかもしれないんだよなあ……」


　どうにか平静を装よそおうと煙草の灰を灰皿に落とすが、観察するように凝ぎよう視ししてくる皆見の視線に耐たえきれず、そっと視線を外せばその先には興きよう味み津しん々しんといった桐ヶ谷が待ち受けていた。右にも左にも逃にげ場がないらしい。


「何か、もう手て遅おくれって感じ？　しかも、氷山のときよりも重じゆう症しようじゃないの」


「───っ。急にいなくなった総が心配だから、家に行って様子を見てくるっ」


　おもむろに口を開いた皆見がそう呟つぶやいたため、雅也は取り繕つくろうのも忘ればっと立ち上がり、足早に社長室へと向かった。ばたばたと荷物をまとめると、軽く瞠どう目もくしている二人に挨拶することもなく、一目散に退散した。


「……なんか、前にもこんなことあったような気がするんですがー」


「あったわねえ。何か、本当にセキが、というよりも上村が心配になってきたわ」


「んんー？　どうして上村くんが心配なんですか？」


　途中で食べることを忘れたパスタに再び手を伸ばしながら、皆見が嘆たん息そくしたようにもらすと、桐ヶ谷も慌ててフォークを動かして浮うかんできた疑問をそのまま口にしたようだ。


「───セキの様子がおかしいからよ。氷山と上村の『恋人』の話で、よりショックを受けてたのは上村に対してじゃない？　それだけでも、両者の違いはあるのよ。だとしたら、あとは本人にどこまで自覚があるかどうかってところかしら」


「ああ、わかりました！　上村くんが関口さんに押し切られないか、心配ってことですね？」


　小首を傾げつつも考えていた桐ヶ谷は、皆見の説明でようやくわかったらしく、嬉うれしそうに口くち許もとを綻ほころばせた。それを見て皆見は苦笑する。


「そんなところ。まあ、そういう知り合いがいないわけじゃないから、それはそれでかまわないのよ。……上村の意思次し第だいってことにしておきましょうか……」


「───ですね。パスタ、冷める前に食べちゃいましょうよ」


　こうして、当事者たちを置き去りにしたまま、どういう関係が構築されていくのかその行く末が見守られることとなった。




７







　交こう互ごに足を出して前進し続けることで、どうにか喚わめき散らしたくなる衝しよう動どうを抑おさえている。まるで犬の帰き巣そう本能のように、駅へと向かって歩いていた。


「───何てことないんだ……。あれが普ふ通つうで、当然なんだ。関口が氷山さんをかまうことを、気にするな……───っ」


　自分自身に言い聞かせるようにぶつぶつと口の中で小さく呟いている。そうしていないと、雅也の幸せそうな表情とあの台詞せりふが途切れることなく頭の中で繰くり返されていくのだ。


『俺が樹をどれほど愛しているのかは、おまえも知っているだろうに』と楽しそうな様子で語る雅也に、惚のろ気けるんじゃないのとたしなめていた皆見。雅也と氷山の関係は周囲に受け入れられているのだ。


　気を抜くと、携けい帯たいを片手に優やさしい表情を見せた雅也が、瞼まぶたの裏で躍おどる。その度たびに萎なえそうになる膝ひざをどうにか奮い立たせ、倒たおれ込みそうになりながらも、どうにか自分の部屋に辿り着いた。だが、玄げん関かんに一歩入った途と端たんそれまでの気力すら失ってしまい、重い足取りで部屋の中央に置かれているテーブルの傍そばまで行くのが精せい一いつ杯ぱいだった。


　猛もう暑しよの中、閉めきられた部屋は簡易サウナのようだった。それでも、ぐったりとテーブルになつくように顔を伏ふせてしまう。置いてあったテーブルまでもが熱くなっている。


「……つきあっていたから、あれが普通だったんだろうな……。……幼おさな馴な染じみも、従兄弟いとこも、関係なかったなあ……」


　昨日はどうにか持ちこたえたはずの『何か』が、今は既すでに堰せきを越こえて総の中を満たしている。


　それは絶対に気がついてはいけない感情だったし、気づいたとしてもどうしようもないモノだった。なのに、『雅也と氷山がつきあっている』という関係を第三者が肯こう定ていしているのを知って、『何か』が縁ふち間ま際ぎわまで迫せり上がった。それでもどうにかぎりぎりで留とどまっていたモノが、目の前で氷山と話をする雅也を見て一気に溢あふれかえってしまった。


「……そりゃあ、最初から勝ち目はないなあと思ってたけど……。───くそっ、失恋とくれば自棄やけ酒ざけだっ」


　落ち込むだけ落ち込んだためか、それともここ数ヶ月の溜ため込まれたストレスが爆ばく発はつしたのか。総はいきなり声を荒あらげて宣言すると、部屋のエアコンを点つけバスルームに駆かけ込んだ。


　冷蔵庫の中には昨日買ってきた缶かんビールがまだそれなりに残っている。つまみもないし、昼間もいいとこだが、このままでは踏ふん切りもつかない。しかもこのままいくと仕事まで失いかねないのだ。どうにかしてでも気持ちの切り替かえをしないといけないだろう。


　汗あせを流してさっぱりとしたところでハーフパンツだけを身につけ、冷蔵庫からありったけの缶ビールを取り出してテーブルの上に並べる。自棄酒には勢いも必要だとばかりに、一本目をものの数分で空にして二本目にも手を伸ばす。


　途中で携帯の着信音が鳴り響ひびいたが、今は誰だれとも連絡を取る気になれない。コールしても出なければ留守電に切り替わるようセットしてあるから、何かあればメッセージが吹ふき込まれるだろうと、相手を確かく認にんすることもせずに無視してしまう。


　あっという間に二本目もなくなって、三本目に口を付け始めたあたりから思考が間延びしたように感じられ手許までもが危あやうくなってきた。ちびちびと傾かたむけていくが、身体からだが左右に揺ゆれているような気もする。


　どこか遠くの方でインターフォンが鳴り響いているが、総は気にすることもなく座り続けている。そのうちに扉とびらまで叩たたかれるようになったが、それこそ自分の部屋ではなく余所よその扉を叩いているようにしか聞こえない。


「どこだかわかりませんがー、留守ですよー」


　呂ろ律れつすら回っていないが、総自身は気にしていない。ただ、少しばかり生なま温ぬるくなったビールを機械的に嚥えん下かしていくだけだった。そして、三本目を飲み干したために次の缶を取ろうとした手を誰かに止められてしまい、総は不思議そうに自分の手首を摑つかむ人物に視線を向けた。


「あー？」


「この飲んだくれ。鍵かぎくらいちゃんと掛かけておけ。ま、今回は助かったけどな」


　過か剰じように摂せつ取しゆしたアルコールのためか潤うるんでいる視界に、ここにはいないはずの雅也が映り込んでいる。だが、茫ぼう洋ようとしている意識では、それが現実かどうかの認識がいまいち曖あい昧まいで、総は夢の中の出来事として捉とらえてしまった。


「ふほーしんにゅーだー」


　酔よっぱらい特有のへらへらとした笑えみを浮かべながら総が指し摘てきすると、雅也はむっとした表情で低く唸うなるように声をもらした。


「電話にも出なかったのは何故なぜだ？」


「んー、面めん倒どうくさかったからー」


「まったく、様子がおかしかったから心配して来てみれば……」


「どーして、関口が心配するんだー？　そんなりゆー、ないだろーが」


　総にしてみれば、雅也への感情を忘れるために酒の助けを借りているのだ。なのに、その酒に裏切られ、目の前に雅也がいるという状態に、だんだんと機き嫌げんが悪くなっていく。しかも、この雅也はどういうわけだか、自分の心配までしているのだ。


「俺が、総の心配をしちゃいけないのか？」


「だって、関口は氷山さんが大事なんだろー？　だったら、氷山さんのことだけ見てればいーじゃんかよー」


　依い然ぜんとして摑まれたままだった手首が、ひどく熱い。その熱から逃のがれようと総は腕うでを振ふり上げるが、一向に離はなれようとしない。まるで逃れることは許さないとでもいうように、絡からみついて離れないのだ。それでも一生懸けん命めいに腕を振っていると、雅也は呆あきれたように決定的な言葉をこぼした。


「あのなあ、おまえと樹を比べることはできないんだよ」


「───っ。どうせ、オレは氷山さんには敵かなわないんだっ。そんなことはわかってるっ」


「な───っ。こら暴れるなっ」


　現実として思い知らされていたことなのに、ここでもまた駄だ目め押しのように本人に言われてしまい、総は我が慢まんしきれなくなった。忘れようとしているのに忘れられない感情のように、手首に絡みついた熱を外そうと自由な手でどうにかしようとする。


　だが、その手すらも捉えられようとしていることに気がつくと、総は全身を使ってでも雅也から逃にげようと後退あとずさりした。


「何だよっ。関口を好きでいたら悪いのかよっ。忘れたいんだってっ。どうして忘れさせてくれないんだよっ」


「て、え？　何？」


　悲鳴のようにもらした総の一言が雅也の気を引いたらしく、手首を摑む力が少し緩ゆるんだ。その隙すきをついて足を大きく動かし、雅也から離れようとした。が、運悪く動かした足の膝が雅也の腹に当たった。


「───……っつぅっ」


　ごほごほと咳せき込みながら身体を丸める雅也にしばらくきょとんとしていた総は、離れようとしていたことも忘れ慌あわてて近寄っていく。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


「あ───、うん。どうにか」


　胸を大きく上下させつつもどうにか言葉を発する雅也に安あん堵どした途端、総の肢し体たいは引き寄せられ、暴れられないようにと押さえ込まれてしまった。手の平を床ゆかに縫ぬいつけられ、下か肢しの間に雅也の身体を入れられてしまえば、もうどうすることもできない。


　その素す早ばやさに総が呆ぼう然ぜんとしていると、真上から覗のぞき込むようにして雅也はにんまりと笑った。


「さて、と……。もう一度、言ってもらおうかな」


「……何、を……？」


「俺のことが何だって？」


「───っ。何でもないっ」


「わけないでしょ。ほら、ちゃんと目を見て言ってごらん」


「……ん、だよ……。どうしてそんなこと言うんだ……？」


　ハーフパンツしか身につけていないため、すべての感かん触しよくがダイレクトに総に伝わってくる。とてもリアルに感じられるその熱に、総はますますどうしていいのかわからなくなっていく。アルコールのために初めからうまく制せい御ぎよできていなかった感情が、完全にコントロールできなくなった。


　ぼろぼろと涙なみだをこぼし、しゃくり上げるようにして泣き出してしまう。絶対に思いを遂とげられないという悲しさや、直接肌はだに感じる雅也の熱や、心配してもらえる嬉うれしさ、その他諸もろ々もろの感情が入り乱れ、結果として総は『泣く』という選せん択たく肢しを取ってしまったのだ。


「あ？　何だよ。どうしたんだ？」


　急に泣き出した総にまごついた雅也だが、身体を起こすと総を胸にもたれ掛かけさせるようにして膝ひざの上に抱かかえ込む。宥なだめられるように頭を撫なでられると、その優やさしい感触に総の涙るい腺せんはますます緩くなる。


　すると、最初は戸と惑まどった様子で泣き止やまそうとしていた雅也は開き直ったのか、柔やわらかな口調で総に囁ささやきかけた。


「はいはい、わかったから。とりあえず泣きたいだけ泣いておけ」


　安心させるように頭を撫でていた手が項うなじに滑すべり落ち、背中をゆっくりとリズミカルに叩き始めた。まるで子供をあやすかのような態度だというのに、総はそれを悔くやしいと感じるどころか、それに安心したように感情を吐と露ろしていく。


　どれくらいの間、その体勢でいたのか総にもわからない。ただ、身体をわずかに動かしたり、こまめに総を抱だき直したりと、何やら落ち着かない様子を見せ始めた雅也に、総は甘えていたのだ。次し第だいに波立っていた感情が静まっていき、ようやく自分の体勢にまで気が回り、雅也の膝から下ろしてもらおうとそっと上を見上げた。


　それが、引き金となった。


　泣いたために眦まなじりが赤くなっていたことも、未いまだに瞳ひとみが潤んでいたことも、上半身に何も着ていなかったことも、どう雅也に作用したのか総にはわからない。恐こわいくらいに感情を見せない雅也に、総は口唇くちびるを戦慄わななかせる。


　どうして雅也が動きを止めたのか、黙だまったままなのか総にはわからない。泣きすぎて掠かすれてしまった声で小さく訊きくのが精せい一いつ杯ぱいだった。


「……な、に……？」


　だが、その問いは無視されゆっくりと雅也が顔を近づけてきた。少しかさついた口唇が目め尻じりから頰ほおにかけて残る涙の跡あとを辿たどっていく。そのまま薄うすく開いていた口の端はしを掠めるように通り抜ぬけて、顎あごの先に口くち接づけられる。柔らかな口唇の感触に総は身体からだを震ふるわせた。


　室内はエアコンが効いていて涼すずしいはずなのに、二人を取り巻く空気は熱を孕はらんでいるように感じられる。微かすかに体温が上がっているように思うのは、総の気のせいではないだろう。吐と息いきすら、熱い。


　伸のばされた舌で下口唇を舐なめられただけなのに、あたりに渦うず巻まいていた熱が雄おすへの刺し激げきとなったようで、わずかに硬かたくなってきている。そのことに気がつき、総は微かに眉まゆ根ねを寄せた。


　───……何で……？　キスくらいしたことあるのに……。


　一応、それなりの経験を一通り済ませてはいるが、今までただ口唇が触ふれあっただけなのに欲情したことはなかった。自分の身体の反応が急に恐くなり、少しでも離れようと身体を捻ひねり雅也の身体を押しやろうとする。だが、力強い腕が腰こしに絡みつき、離れた距きよ離り以上に引き寄せられて先さき程ほどよりももっと密着することになってしまう。


「どうした？」


「……やだ……っ」


　子供のように乗せられている膝から無理矢理降りようとしたが、腰を摑つかんだままの腕はびくともしない。それどころか、後頭部を押さえつけられて口唇を重ねられた。逃げ場を塞ふさがれたためにまともに受け止めるしかなく、ぐっと深い口接けをされる。


　口こう腔こう内に我が物顔で侵しん入にゆうしてきた舌先は、上うわ顎あごを軽く愛あい撫ぶして奥へと進んでいく。舌の付け根が痺しびれるかと思うほどきつく吸い上げられては、呼吸すらままならない。深く差し込まれた舌のために閉じることのできない顎はだるくなり、次第に逆らう気力すら消えてしまっていた。


　搦からめ取られた舌が相手の為なすがままに転がされ、吸われ、愛撫される。丹たん念ねんに嬲なぶられているとしか思えない舌の動きに翻ほん弄ろうされ、ぐったりと身体の力が抜けてしまう。雅也にもたれ掛かるようにして、総はどうにか身体を支えているような状態だ。


　ようやく口唇が外されたので、総は大きく喘あえぐように息を継ついだ。飲み込むことがままならなかった唾だ液えきが口の端からこぼれ落ち、喉のど元もとに跡を残している。傲ごう慢まんな雅也の口唇は、その跡を追うようにゆっくりと滑すべり落ちていく。触れるか触れないかの微び妙みような感触に総が肩かたを竦すくめていると、喉仏を甘嚙がみされてしまう。


「───ん……」


　小さく呻うめいて総は身体を震わせたが、雅也は頓とん着ちやくせずに剝むき出しの胸の上を手の平全体で撫で回し始める。微かに引っかかる感触をもたらされ、普ふ段だんは気にしたことのないそこへ妙に意識がいってしまう。


「んぅ───……っ」


　爪つめの先がようやく引っかかる程度の、女性のモノとは比べモノにならないほどの小さな飾かざりなのに、そこをいじられるとくすぐったくなり、総は思わず腰をくねらせてしまう。するとそれに気をよくしたのか、雅也は指の腹でそこをきゅっと捻るように摘つまんだ。それだけのことなのに、総は呼吸を乱す。


　腰を捉とらえていた指がふっと滑り、腰骨を掠めるような愛撫を施ほどこされる。その優しい指先の感触に甘さを含ふくんだ吐息が総の口唇からもれた。薄く腹筋のついた、完全に男であることを主張している腹を、円を描えがくように撫でられる。


　臍へその窪くぼみに指が引っかかると、総はぶるりと身体を震わせてしまう。その反応に雅也が小さく笑ったようだが、その手がハーフパンツのウエスト部分に掛けられると、不意にその動きを止めた。それまでのなめらかな愛撫からすれば、それはあまりにも唐とう突とつだった。


「ど……う、かした……？」


　ぴたりと動きを止めたままの手に焦じらされているようで、総は無意識のうちに腰をくねらせてしまった。だが、総自身はそんなことに気づいておらず、優しさしか感じられない愛撫の続きをねだるようにぼんやりと、雅也を見上げた。


「───何でもない……」


　ぐっと眉根を寄せて険しい顔つきで総を見下ろしていたが、ふっと口くち許もとを緩ゆるめると、何かしらの覚かく悟ごを秘ひめた表情で雅也は口唇を寄せてきた。鼻の頭に柔らかな口接けを与あたえられたかと思うと、続けざまに耳朶みみたぶを甘嚙みされた。


　それまでは触れるだけの大人しい愛撫でしかなかったのに、いきなりセックスを匂におわせるような愛撫になり、総の肢し体たいは傍はた目めにもわかるほど跳はね上がった。


「───ひぅっ……っ」


　ハーフパンツの中に入り込んだ手は躊躇ためらうことなく下着をもかいくぐり、直接雄を握にぎり込まれた。勃たち上がりかけていた雄をやんわりと揉もみしだかれ、手の平全体で撫でるように刺激を与えられる。


　だが、そのもどかしいほどゆっくりと動かされる手に、総は焦れて自ら腰を擦こすりつけるように蠢うごめかしている。今以上の刺激を求める拙つたない動きに、雅也が小さく笑い出す。


「待てないのか？」


　耳の後ろから首筋に掛けて口唇が滑り落ちる感触と同時に、雄もゆるゆると扱しごかれて、総は鼻に掛かったような甘い嬌きよう声せいを上げた。これまでに感じたことのない快楽をもたらしている雅也の首に、ぎゅっと縋すがりつくことしかできない。


「あ……っ、や───っ、ぅん───……っ」


　途と中ちゆうで堰せき止められることなく追い上げられ、総の雄は白はく濁だくした液体を溢あふれさせた。それは雅也の手を汚よごしたうえ、下着まで汚した。だが、そのことに気がつくこともなく総は大きく胸を喘がせながら、雅也の肩口に頰を寄せている。


「気持ちよかったのか……？」


「ん───」


　総は茫ぼう洋ようとした意識のまま小さく微笑ほほえんだ。焦しよう点てんの合っていない瞳は快楽に潤うるみ、射精の快感に頰は上気している。セックスを如によ実じつに表しているかのような艶なまめかしさに、こくりと雅也の喉のどが鳴った。


「……駄だ目めだな……。手放せなくなった……」


　未だに呼吸の整わない総を宥なだめるように雅也はゆっくりと穏おだやかな手つきで頭を撫でてくる。口許に浮うかぶのは苦く笑しようにも似た笑みだが、その目だけは力強く、何なに某がしかの決意に満ちていることに総は気がつかない。


　───……何が、手放せないんだ……？


　雅也の言葉に内心疑問を抱いだくが、それを口にすることはできなかった。悪戯いたずらな手が、達いったばかりでぴくぴくと敏びん感かんな反応を見せる腰のあたりを彷徨さまよいだしたからだ。


　そして、ようやく雅也の膝から下ろされた総は下着ごとハーフパンツを脱ぬがされる。そのついでとばかりに、雅也がそれで手を拭ぬぐいざっと総の下肢も拭いたが、持ち主である総は気がついていない。もっとも、気がついたとしても、それについて言い争うだけの気力も体力もなかっただろう。


　力の入っていない肢体はベッドに寝ねかされるが、しどけなく投げ出された下肢は、ひどく艶めかしく、これから先の快楽の深さを示しているように思えた。


　性急な手つきで雅也はスーツを脱ぎ捨てると、欲望を挿そう入にゆうできるただ一つの器官に指を伸ばした。だが、そこは固く窄つぼまり、到とう底てい異物を呑のみ込めるとも思えない。それでも、指先で入り口を軽く撫なでたあと、ねじ込むように押しつけてみた。


「や───……っ。……なに……？」


　ふわふわと快楽の余よ韻いんに浸ひたっていた総だが、今まで経験したことのない未知の刺激に身体を強こわ張ばらせた。不安そうに雅也を見み遣やるのは、それをもたらしたのが彼だとわかっているからだ。


　再度そこを撫でられて、総はひどく身体を震わせた。雅也が何をしたいのかはわからないが、普ふ通つうは他人に触さわらせることのない排はい泄せつ器官を撫でられていることに、動どう揺ようしていた。同性同士のセックスがどんなものであるのか、総にはまるで知識がないのだ。


「あー、うん。ちょっと待ってろ……」


　くしゃりと頭を撫でられる感かん触しよくに総はうっとりと目を瞑つぶった。じっくりと欲望を育てていくような愛撫は、総の理性をとろとろに溶とかしていく。与えられるだけの快楽は、女性を相手にしているときよりも受け身的な快楽で、そのすべてを享きよう受じゆできるため気け怠だるさがいつまでも残っているような気がする。


　いくらもしないうちに戻もどってきた雅也の手にはタオルとサラダ油があった。わずかに腰こしを持ち上げられ、下にタオルが敷しかれる。


「少し冷たいかもしれないが、我が慢まんしてくれ」


　半分以上意識が沈しずんでいた総は雅也の言葉を理解していなかったが、局部をぬるりとした液体で濡ぬらされ、眉み間けんに皺しわを寄せた。だが、すぐさまあらぬところに潜もぐり込んできた異物の存在に、その不快感は消し飛んでしまった。


「……や、変……っ」


　異物を締しめ出そうと秘処に力を入れると、余計に異物感が増した。どうにかしてその感触を振ふり払はらいたくて下肢を動かそうとしたが、膝ひざを摑まれている上に足の間に雅也が入り込んでいるため、少し動かしただけでもすぐに元の位置に引き戻される。


「───……い、て……っ」


　身体からだを内側から触られる感触に総は身み震ぶるいを起こすが、雅也は指を抜ぬこうとはしない。それどころか油を注つぎ足したため、粘ねばつくような水音がより大きくなった。小刻みに動きながらも奥を目指そうとする指に総は我慢できず、状態を捻ひねり逃のがれようとしたときに、雅也の指がそこを掠かすめた。


「ああ───っ」


　電流が走ったように腰が跳ね上がり、触られてもいない達ったばかりの雄おすが、わずかに硬こう度どを取り戻したことにも総は気づいていない。ただ、身体を通り抜けた痺しびれるような刺し激げきに呆ぼう然ぜんとしている。


「───そこか……」


　くっと身体の内側で雅也の指が鉤かぎ状に曲がり、先さき程ほどよりも的確な位置でそこを押されると、総は息を詰つめた。雄は完全に勃たち上がり、鈴すず口ぐちからは透とう明めいな滴しずくが今にもこぼれ落ちそうになっている。


　ほんの少し前までは不快感しかなかったはずの秘処からの刺激が、今や我を失うような悦えつ楽らくをもたらすモノへと変わっていた。わずかに抜かれては、前ぜん立りつ腺せんを目指して突つき入れられる指に身も世もなく喘あえがされる。


　初めは一本だけだったはずの指が、いつの間にか二本に増え、三本まとめて挿入されていることにも気がつけなかった。


　緩かん急きゆうをつけて前立腺を刺激され、達く寸前で射精をはぐらかされる。あとほんの少しだけで目も眩くらむような快楽を手に入れられるのに、その度たびに矛ほこ先さきを逸そらされ、じくじくとした飢き餓が感だけを味わわされる。


　先せん端たんから溢れかえった先走りの滴は、雄の根元まで流れ落ちていた。


「や……っ。おねがい───っ。達かせて……───っああ……っ」


　過ぎる快楽は気も狂くるわんばかりの焦しよう燥そう感と痛みをもたらすということを、総は身をもって知った。狭せまい秘処を傍ぼう若じやく無ぶ人じんに蹂じゆう躙りんする指先を追いかけて、無意識のうちに腰は揺ゆらめいている。指先が抜け出ようとすれば、それを留めようとするかのように秘処に力が入ってしまう。


　内側から愛あい撫ぶされる快楽に総はいつの間にか堕おちていたのだ。


　閉じられることを忘れ去られた口からは掠れた嬌声と、熱い吐と息いきが溢あふれかえるだけだ。身体の中で行き場を失い、籠こもっていく快感に耐たえきれなくなったのか、眦まなじりからは生理的な涙なみだがこぼれ落ちていく。


　総の表情は欲望に彩いろどられ、最後の刺激を切望していると、潤んだ瞳ひとみが訴うつたえかけていた。その顔を覗のぞき込みながら、雅也は恐こわいほど優やさしく問い掛かけてくる。


「───達きたい？」


　つっと前立腺を優しく撫で上げられ、総の喉からは深く熱い吐息がもれた。もっと強い刺激を欲しがり勝手に揺れる腰を押さえつけられ、切なげな呼吸が長く吐き出される。朦もう朧ろうとした意識はすぐさま散さん漫まんになり、総は何も考えられなくなった。


　ただ、体内で悪戯いたずらに蠢く指先の感触だけを追いかけようとする。だが、すぐに動きを止めてしまう指に総は顔を歪ゆがめてしまう。


「ほら、達きたいんだろ？　なら、ちゃんと考えるんだ。冗じよう談だんや酔すい狂きようで男を抱だくほど、女にもてないわけじゃないんだ。なのに、おまえを抱く。その意味をよく考えてみろ」


　鼻先を触ふれ合わせ、優しく言い聞かせるように囁ささやいた雅也の言葉が終わらないうちに、秘処の中に馴な染じんでいた指が抜かれ、代わりにもっと大きな質量を持つモノが無理矢理そこに侵しん入にゆうしてきた。


「───っあああ……っ。や───っ、いた……っ」


　それまで、神経が焼き切れるかと思うほどの愉ゆ悦えつだけを引き出されていたからこそ、その痛みは悦楽を圧あつ倒とう的に上回り、総を一気に混乱状態に陥おとしいれた。あまりの痛みのため闇やみ雲くもに四し肢しを動かし逃れようとするが、蹂躙者はそれを許すほど優しくはなかった。


　それどころか、逆に上体を押さえつけて腰を抱き込むように肢体を引き寄せ、より深く雄を銜くわえ込ませようとしている。


　喉が引きつれるかと思うような悲鳴を上げても、秘処を力ずくで拓ひらくことを止められず、それはじわじわと最さい奥おうを目指していく。


「つ───っ。力を抜け……っ」


「やあ───……っ」


　身体は強張り秘処は異物を除外しようとして、きゅっとそれを締めつけてしまう。だが、それは殊こと更さら体内に雄が侵入していることを、総の身体に知らしめた。


　総の意識は痛みしか感じなくなった。朦朧とするほどの快楽を与あたえられぐったりと力が抜け、指一本動かすこともできなかった肢体のはずなのに、思わずぎゅっとシーツを握にぎりしめてしまうほどの強い痛みだった。


「くぅ───っ」


　ぐっと奥まで灼しやく熱ねつの塊かたまりが入り込んできた衝しよう撃げきに、総の神経はぷっつりと切れてしまったらしい。不意に身体を動かすために必要なすべての動力が途と切ぎれ、雅也の為なすがままに揺さぶられ出した。それとともに、痛みすらも感じられなくなった。


　雅也の雄が前立腺を擦こすり上げるように出入りしても、総は短く荒あらい呼吸を繰くり返すばかりだ。リズミカルにそこを刺激され続け、今度は一度もはぐらかされることなく、頂点まで追いつめられた。


「あ……、んん───ぅっ」


「───……っうっ」


　雄が弾はじけるのと同時に、火傷やけどするかと思うような飛沫しぶきを体内の奥深いところで受け止めきった。麻ま痺ひした痛みのためか、それとも与えられた絶頂のためか、よくわからないまま意識を手放していった。











　思っていた以上にきつい締めつけに動かすのも辛つらかったが、それ以上の快感に我を忘れた雅也はただ荒い呼吸を繰り返している。雄を収めている秘処は未いまだにひくひくと蠢うごめき、すぐさま次へと誘さそいかけているようだ。


「……総？　おい、大だい丈じよう夫ぶか？」


　だが、呼びかけても返事をする気配を見せない総に、小さく息を吐き出す。


「悪いことしたかな。叫さけんでたしなあ……。でも、あれだけ煽あおられたら止まるわけがないって」


　くったりと脱だつ力りよくしている総を見下ろし、雅也は苦く笑しようをもらす。


　胸むな元もとまで火照ほてった肌はだや熱に浮うかされ潤うるんだ瞳に、皮ひ膚ふの上を掠める熱い吐息。微かすかに震ふるえている口唇くちびるもそうだし、その隙すき間まから覗く濡れた舌も、そのすべてが雅也を煽ったのだ。


「まったく、普ふ段だんとのギャップがここまで大きいと、どうしようもないな」


　今は閉じられている瞼まぶたの向こうには強い意志を見せる瞳が隠かくれている。その瞳が快楽に潤み、悦楽を享受するように瞼が閉じられていくところを見てしまえば、もう堕ちるしか道は残されていないだろう。


　緩ゆるやかな収縮を繰り返している秘処から出ていくのは少しばかり───否いな、多大に不本意だが相手の意識がないときに抱いても、いいことはない。ずるりと雄を引き抜き、中に出したモノを搔かき出してやる。ざっと見たところ傷もできていないようで、とりあえずは安心した。


　どろどろになったタオルは申し訳ないが勝手に廃はい棄き処分とさせてもらい、脱ぬぎ捨てた服をまとめると勝手にバスルームへと入りざっと汗あせを流す。さすがに総を風ふ呂ろに入れることはできないので、タオルを濡ぬらして一通り拭ふいてやる。


　濡れた感かん触しよくが気持ちいいのか、総の口からうっとりとした吐息がこぼれ落ちてきたため、再度湧わき起こった衝しよう動どうをどうにか宥なだめようと雅也は必死になった。


「本能は正直だってことか……」


　歓かん迎げい会かいの夜、寝ねていた総に欲情しかけたことは、こうなってしまうとそのときから総を気に掛けていたという証明にしかならないと思う。身体からだが先に総のことに気がつき、意識があとから追いかけていったということになるのだろうか。


　一応はさっぱりとしたはずの総を抱き起こしベッドに放ほうり込むと、雅也もその隣となりに身体を滑すべり込ませた。シングルベッドに大人二人ははっきり言わなくても狭いことこの上ないが、今いま更さら離はなれて眠ねむるつもりもない。


　だが、狭いことのメリットもあると、ベッドから落ちないためにと腕うでの中に総を抱き込んでしまう。ぴったりと隙間がないように身体を重ね合わせると、総の方からも擦すり寄ってきた。


　ただ、それだけのことなのに、雅也は嬉うれしくなり口くち許もとを綻ほころばせてしまう。もっとも裸はだかで寝ているために下半身が直接触れ合ってしまい、先さき程ほど感じたばかりの熱をリアルに思い出すことには閉口するしかない。


　雅也は意識を他ほかへ逸らそうとして、不意に意識の奥底に沈しずんでいた総の言葉を思い出していた。酔よっぱらっていたために総の言葉はあちこちに飛んでいたが、やたらと氷山を気にする台詞せりふを口にしていたことだけは覚えている。


「何か、わけのわからないことをほざいていたなあ……」


　氷山は幼おさな馴な染じみで従兄弟いとこだという関係でしかない。彼に恋こい人びとができて、自分にも手放したくない相手ができた今となっては、きっぱりとそう断言できる。


「明日、きちんと話し合わないといけないな」


　肩かた口ぐちに擦り寄ってくる総が、氷山よりもかまいたくて一いつ緒しよにいたい相手なのだと、当の本人に納なつ得とくさせないといけないらしい。だが、その面めん倒どうくさそうで時間が掛かりそうなことも、今の雅也にとっては面おも白しろそうな出来事として認にん識しきされている。


　ゆっくりと静かに繰り返される寝息に誘われて、雅也の意識も緩やかに眠りの淵ふちに沈み込んでいった。











「ん……」


　ごそりと動こうとして、総の腕は何かに阻はばまれてしまった。どうやら隣でぴったりとくっついている温かなモノが総の動きを邪じや魔ましているらしい。茫ぼう洋ようとした、未まだ半分寝ている意識ではそれが何かわかるわけもなく、もぞもぞと身動いていると逆に囚とらわれてますます動けなくなってしまった。


　さすがにこれはおかしいと思い始めたのか、総の意識はゆっくりと浮ふ上じようした。身体がだるいのと、頭の奥底から疼とう痛つうが響ひびくのとで、緩かん慢まんとした動作しかできない。ぼんやりと目を開けた先に他人の顔を見つけても、すぐさま反応しきれなかったのはそのためだ。


　───……誰だれだ……、これ……？


　目と鼻の先にいる人間が誰なのか思い出すのに時間がかかり、ようやくそれが雅也だとわかったとき、総は小さな悲鳴を上げて飛び起きようとした。だが、頭を振ふった瞬しゆん間かんに襲おそわれた頭痛と目眩めまいのために、声もなく再びベッドに寝転ぶ羽目になる。


「何だ───？　ああ、起きたのか？　おはよう」


　勢いよくベッドに沈み込んだためか、雅也が目を覚ましたらしい。そして、さもそうするのが当然のような顔をして、総の髪かみに口唇を寄せた。その何なに某がしかの関係を匂におわせるような親密な仕し種ぐさに、総は束つかの間頭痛を忘れた。


「やっぱりシングルじゃ狭せまいな。身体が痛くなった」


　そのせいで熟じゆく睡すいできなかったとでもいうように雅也は欠伸あくびを嚙かみ殺している。


「な、何でここに関口がいるんだ？　てか……、何で裸っ……───っ!?」


　最初は頭痛を警けい戒かいして小さく囁いたのだが、二人して素す肌はだにタオルケットを被かぶっていることに今更のように気がついてしまい、思わず声を荒らげたために頭を抱かかえて枕まくらに撃げき沈ちんした。その様子を起き上がった雅也が見ていて、くすくすと笑っているのが、これまたむかつく。


「まあ、だいぶ飲んでいたからな。二日ふつか酔よいも当然だろう。今日は大人しくしているんだ」


　くしゃりと頭を撫なでられるが、わずかに動くだけでもずきずきとする頭痛のために、小さく唸うなることしかできない。静かにベッドから降り立った雅也は、初めて会った晩に貸したスウェットを引っ張り出してきて身につけた。


　引き締しまった下か肢しや、綺き麗れいな筋肉のついた背中に総の視線は引き寄せられた。あの身体が、ほんの少し前まで隣にあったのだ。二日酔いからくるモノとは違ちがう別の目眩が総を襲う。


　───何だよ……。昨日の酒は忘れるための酒だったはずなのに、何でこんなことになってるんだ……？　てか、ビールしか飲んでないのに、何で二日酔いになってんだ……？


　氷水を持ってきた雅也に、戸と惑まどいの視線を向ける。だが、雅也はそれに気がついていないのか、そろそろと身体を起こす総に手を貸している。どうにか総が水を飲み終え再び横になった頃ころには、濡れタオルを持ってきて額に載のせてくれた。


　その冷たさに総はほうっと息を吐はき出し、うっとりと目を閉じた。


「気持ちいいか？　ならよかった。───で、落ち着いたところで言っておくが……。昨日の夜のことは謝るつもりはないぞ」


「───……夜のこと……？」


「そう。セックスしたこと」


「は？」


　鋭するどく頭を刺さすような痛みにぼんやりと雅也の言葉を聞いていた総だったが、『セックス』という単語で一瞬にして痛みを忘れた。


「そういう意味で、総のことが好きだってわかりやすかっただろう？　きちんと態度で示したんだぞ」


　からかうような、面白がっているような笑顔でそう言われても、総には何が何だかわからない。第一、雅也は氷山とつきあっていると総は思っていたのだ。なのに、どうして自分が雅也とセックスをすることになるのだろう。


「……氷山さんは……？　関口、氷山さんのこと、好きなんだろ？」


「家族としてはね。どう足あ搔がいても、樹が恋れん愛あい対象になることはない。だいたいなあ、同性相手に欲情したのはおまえだけだ」


　柔やわらかな表情でくすりと笑い、大きな手の平が頰ほおを包み込んだ。親指でかさついていた口唇を撫でられ、呆ぼう然ぜんと雅也を見つめ返す。


「昨夜のことはしっかりと覚えているのか？───もう一回、ちゃんと言葉にして欲しいんだけどねえ」


「……言葉……？」


「───。なあ、昨日のこと、どれくらい覚えているんだ……？」


　先程からどうにも自分の記き憶おくにないことを言われ続けているため、呆ほうけていた総に気がついたのか、雅也が微び妙みように不ふ機き嫌げんな表情で訊きいてきた。だが、頭痛と訳のわからないことを言われているために、その不機嫌さに総は気がついていない。


「んー……。部屋に戻もどってきて、冷蔵庫にあった缶かんビールを全部テーブルにのっけて……。それから───。あれ？……なあ、関口はいつ来たんだ？」


　痛みのために散さん漫まんになりがちな集中力をどうにか搔かき集めて思い出そうとしたが、どうしてもそれ以上のことは欠片かけらすらも出てこない。自分の記憶が抜ぬけていることに不安を感じて総は眉まゆ根ねを寄せたが、一方の雅也は肩を落としている。


「何で忘れるかなー。大事なことだと思うんだけどー。あー、もういいや。また言わせてみせましょうかねえ」


　溜ため息をついたあと雅也が、横目で彼の様子を窺うかがっていることにすら総は気づいていない。だから、総にとっても重大なことがすぐ隣で決められたことなど完全に知る由よしもないだろう。


　───……まあ、いいや……。関口が、氷山さんよりもオレのことを好きだって言ってくれたみたいだから、それでいいや……。


　思い出せない記憶があることは嫌いやだが、どうしても欲しかったモノは総の手に入っていたらしい。それが無くした記憶と引き替かえだというのなら、昨夜の記憶は無くてもいいだろう。


　ほうっと大きく息を吐き出して、総はずきずきと断続的に訪おとずれる頭痛をどうにかしたいなとぼんやりと考える。


　───言えば二日酔いの薬、買ってきてくれるかなあ……。


　何かを決意した雅也が『とりあえず恋人だってわかってるの？』と訊いてくるが、総の意識はとろとろと微睡まどろみだしていたので、返事をすることはできなかった。











　それからすぐさま仕事に復帰した総は、一週間もしないうちにその日の出来事を思い出していた。顔から火が出るかと思うほど恥はずかしかったが、思い出せたことは良かったと思う。だが、恥ずかしさのあまり雅也に対する態度がおかしくなり、そのことから皆見と桐ヶ谷にすべてがばれたことは、総にとっては目眩を起こすほどの打だ撃げきだった。


　しかも、女性陣じんの揶や揄ゆに耐たえきれなくなった雅也から氷山と難波にまでばれてしまった。それを知った総が、しばらくの間雅也と口を利きかなかったのは言うまでもないことだろう。




戸と惑まどう瞳ひとみの優ゆう美びな罠わな
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